
        
            
                
            
        

    

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●ねこめたる







●前回までのあらすじ




　人類が武力を廃し、遊戯ゲームがすべてを解決する新時代──。

　国家間、企業間の争いを調停する裏遊戯、《黒の採決ブラツクバウト》において五年間の不敗を誇り、最強の名をほしいままにした伝説の少年、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは裏舞台を退き、姿を消した。

　その目的はありふれた《日常》。闇に渦巻く欲望にうんざりした彼は妹である可か憐れんとの平凡な幸せを望み、日本・獅し子し王おう学園への入学を決め、新生活をスタートする。

　しかし、そこは新時代のエリートが集う、すべてが遊戯で評価される学園だった。欲望渦巻く教室で、生徒たちの争いは紅蓮を巻き込んでいき、頂点を極きわめるトップ集団、獅子王学園生徒会との決戦を経て、その頂点に君臨してしまう。

　争いは終わった、と思ったのも束つかの間ま。海外の遊戯養成校と鎬しのぎを削る一大決戦、一国の王位を賭けた《獣王遊戯祭ベステイア》が開催され、紅蓮と仲間たちは戦いに巻き込まれてしまう。

　遊戯時代の絶対審判にして仮想現実空間を形成する演算機構クオリアシステムを舞台に、六人の王子王女と先進六か国から集められた遊戯傭よう兵へいや裏の刺客が激突する。

　真っ先に脱落した第一王子カールスとアメリカ代表。続いで第二王子ツボルグとロシア代表が紅蓮の策略により大打撃を受け、第三王女ヌグネも右腕と頼る遊戯者プレイヤークリステラ・ペトクリファを失い、事実上の脱落となってしまう。

　残るは第二王女エーギルを傀かい儡らいとし、中央アジアより帰還した前獅し子し王おう学園生徒会長、白しろ王おう子じ透とう夜やと遊戯ゲーム村の戦士たち。そして第一王女リングネスが満を持して動き出し、その莫ばく大だいな資本で雇った刺客、かつて紅ぐ蓮れんが属していた《砕さい城じよう家》の分家、禁じられた技術で産み落とされた落とし子とも言える凍とう城じよう紫し[image: ]れん、未み恋れんの兄妹きようだいがＦクラスを襲う。

　囚とらわれの身となる仲間たち、救援に向かう可か憐れん、飛び入り参戦の御み嶽たけ原ばら水みず葉は、静しず火か姉妹。

　想おもいを賭けた一戦は圧倒的な力を見せた凍城兄妹の勝利で終わり、敗北を刻まれた可憐が身心を曇らせる暇もなく、情勢は急転直下の大転換を迎える。

　──クオリアシステムの統括者、獅子王学園理事長こと獅子王創はじ芽めの捕獲。

　Ｆクラス、紅蓮と手を組んだ第四王女ユーリエルと密約を結びながら、密ひそかに潜入して裏で遊戯を操っていたトリックスターの目的は、システムを凌りよう駕がする唯一にして最強、紅蓮のデータを手に入れ、解析し、己おのがシステムを究極へと進化させることだった。

　しかしその目もく論ろ見みを見破った紅蓮は脱落同然のツボルグとその遊戯者プレイヤーミラを懐柔。その情報を元に創芽を捕らえ、運営権を剥はく奪だつして《獣王遊戯祭ベステイア》に革命を起こす。

　立ちはだかるは最悪の六人。砕城紅蓮を筆頭に、叛はん逆ぎやくの王女ユーリエル・アルセフィア、リングネスを裏切り紅蓮のもとへ走った凍城兄妹、壊れた工作員ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、捕虜となった奴隷ペンギン、ペラペン先生こと獅子王創芽。

　事実上の最強メンバーを集め、《獣王遊戯祭》を裏から征した紅蓮はチームを再編し、残る遊戯者すべてと全世界、全国民すべてを敵として宣戦を布告する。

　Ｅクラス、白王子透夜とエーギル・アルセフィア。さらに、未いまだ脱落していなかったＣクラス、ヌグネは紅蓮を喪うしなった仲間たちを叱しつ咤た、わずかな希望に賭けて立ち上がる。

　日常を求める穏やかな少年、砕城紅蓮。その裏に潜む怨念、絶対的な遊戯者にして千手億手を読み切る絶対勝利の支配者。相反する二つの人格、隠された真意に賭けて。




　──お兄様を、助けたい。




　決意と共に立つ可憐。手を結ぶ御嶽原水葉。

　友達を助けんと加わる白王子朝あさ人と、フィジカル最強ピンク桃もも貝がい桃もも花かと最弱生徒会長、佐さ々さ木き咲さき。意外性の塊とも言えるメンバーが、絶対最強不敗の存在へと挑む。




　遊戯最終段階、【鬼ごっこ】。

　全クラス、全総督、全遊戯者が参加する集団戦により、舞台は最終局面を迎える──。





●決戦前夜・Ｆクラス




　──闇に眠る街のあちこちで、星が瞬くように炎が揺れる。




　スキヤキホテル、屋上庭園。何も知らない留学生たちで賑にぎわってきたホテルは真っ暗で、耳が痛いほどの静寂に包まれたまま、日没と共に墓場じみた闇に閉ざされていく。

　シュッ、と音をたててマッチが擦こすれ、発火した燐りんが赤い炎を放つ。古めかしいランプが放つ柔らかな光に照らされて、五人の少年少女と一人の大人の姿が朧おぼろに浮かんだ。

「まさかランタンの明かりで夕食を囲むことになるとはネ。懐古趣味が過ぎるヨ」

「っせーな。ンなら電源復旧急がせろや、アンタの仕事だろ？」

「生あい憎にくとシステムから切り離された今、デジタルの司祭にできる事などありはしないサ。せいぜいこうして祈ることくらいだネ」

　ステロタイプな囚人服。美しい薔ば薇らの花園、石畳にゴロリと寝転がる美しき捕虜。

　紅ぐ蓮れんの策略にハマり、クオリアシステムの管理者権限を剥はく奪だつされた獅し子し王おう学園理事長、獅子王創はじ芽めは愉快げに笑い、遠くあちこちで上がるリアルの戦火を眺めている。

　それを冷たく見下ろすのは、黒い背広の少年……凍とう城じよう紫し[image: ]れん。

　ジュウジュウと音をたてるフライパンから、炒いためたパスタを手際よくティーテーブルに並べた皿へ盛り付けていく。

「……意外ですね。料理ができたのですか？」

「イマドキこれくらいは普通っしょ。まっ、お姫様にゃあ無縁かもッスけどね～」

　日本風ナポリタンをくるくると行儀よくフォークで丸め、口に運ぶのは──売国の姫、ユーリエル・アルセフィア。唇に染みひとつ残さぬ見事な作法でそれを食はむと、

「……美お味いしい。これが日本風ナポリタン、ですか。アイスしか知りませんでした」

「ナポリタンアイスのほうが百倍マニアックだっつーの。どこで食ったし」

　呆あきれ顔の紫[image: ]に、ユーリエルはどこか懐かしげな、罪悪感混じりの顔で。

「クオリアには有志がアーカイブ化した味覚情報バンクがありますから。ヌグネが以前、仮想現実による観光立国化のレポートを出していたので、いくつか試しました」

「それでネタアイス試すあたり変わってんなー……。とと、未み恋れんチャン。どした？」

「ねっとのごはん、おもんない。……みんなでたべる、すき」

　ユーリエルとは対照的に、口元をベタベタに汚す未恋。喪服を思わせる黒のドレスは、まるでバレリーナのようにしなやかな美しさを誇るが、その仕草は年相応のものだ。

「あー、ちゃんと野菜も食べろよなー？　今サラダ出すからさ」

「むにゅ……」

　妹の唇をハンカチで拭いながら、凍城紫[image: ]は探るような視線を姫へと向ける。

[image: ]

「さて、かつての仲間を売って大々的に新生Ｆクラスをぶち上げたわけだが──アンタの愛した第六区画の領民は、納得してくれるかね」

「私に質問しても無意味でしょう。──ね、紅ぐ蓮れん？」

「……ああ」

　ユーリエルが目を向けた先、異様な風格をまとった男が静かに座っていた。

　砕さい城じよう紅蓮。裏世界最強の遊戯者プレイヤーにして、旧Ｆクラスのメンバー切り捨てを命じた張本人。

　ごくありきたりな椅子でさえ彼が座ると玉座に見えてしまう。それほどの堂々たる風格をまとった紅蓮は、スマホの画面に目を落とし酷薄に微笑ほほえんだ。

「答えは数字が教えてくれる」

　時計の針が０時を刻んだ。国民からの投票をもとにＣＰが配布される時。

　断頭台の刃やいばが如ごとく、デジタルな結果が付きつけられた。




　Ｃクラス　ＣＰ　133000（+5963）

　Ｅクラス　ＣＰ　158726（+12826）

　Ｆクラス　ＣＰ　183500（+35500）




「投票権を持つ民の支持は、ほぼ完全に割れたネ？」

　おどけた仕草で紅ぐ蓮れんの背後に回り、馴なれ馴なれしく覗のぞき込こんだ獅し子し王おう創はじ芽めが告げる。

「もはや私に内部情報の解析はできない。ここに示されたのは不正なし、国民管理ＩＤを持つ有権者の支持だ。この騒動の中、他の候補に倍する支持をキミたちは集めている」

「アンタを捕まえてることの意味。──遊戯ゲーム時代への叛はん逆ぎやく、クオリアの公平性、不可侵性への挑戦ってコトに気づいてないせいもあるんだろうけどな」

「庶民にそんなことは関係ないサ。頼りない宗教家やパッとしないモブキャラより、強烈な印象を与えた者に人々は集い、がむしゃらに声援を送る。その意味も理解せずにネ」

　それはかつて、世界大戦を引き起こした独裁者を支えた民の如ごとく。

「期待、希望、願い。ユーリエル君は地獄に垂らされた蜘く蛛もの糸サ。他に誰もいないから。何かしてくれそうだから。よくわからないままに、ひたすら目の前の救いに群がる」

「絡むな。うっとうしい」

　首筋から鎖骨の窪くぼみにまで這はう機械の指。

　全身を機械化して延命を続け、永遠にすら迫る技術者のそれを、紅蓮は無造作に弾はじく。

「やれやれ、つれないねえ。ボクから何もかも奪っておいて、いささか酷ひどくないかい？」

「命すらない機械人形から、奪うものなんてないさ。何も持っちゃいないんだからな」

「まあネ。そうして現世の利害から手を放すことで、ボクはデジタルの調停者となった。が、旧時代の核開発のようなものでネ。調停者がその立ち位置に居続けるためには、進化を続ける戦場で、常にトップを走り続けていなければならない」

　たとえばクオリアすら欺き、ルールの隙や裏を突いて勝利をもぎ取るような。

「紅蓮クンのような例外ばかりじゃないからネ。キミの手法を学び、クオリアを破る手段を手に入れた勢力が現れたら、遊戯時代は終わる。チートが成立する遊戯に未来はないヨ」

「だから、最強を解析するために《獣王遊戯祭ベステイア》みてーな茶番を打ったワケだ」

　エプロンを外し、自分もテーブルを囲みながら、紫し[image: ]れんは床に寝転んだ奴隷を嘲る。

「ケドさ、大丈夫じゃね？　フツーに考えて紅蓮サマみてーなのは例外中の例外っしょ。素人が真ま似ねしようもんなら、そこのみてーにブッ壊れちまうだけだからさ」

「……モ」

　無造作に組まれた紅蓮の足に、すがるように抱きつく喪服の女。

　黒のヴェールへ指を乗せ、頬ほおを押して口角を上げる。硬直した屍しかばねの笑顔。

「問題、ない。ありません。……再起動、人格、再構成。完了、していますから」

「ああ。見てるよ」

「ハイ。紅蓮様。マスター。我が使用者マイユーザー。愛しています」

「そうか。良かったな、ミラ。幸せなら──それはいいことだ」

　凍った笑みを貌かおに貼りつけたまま、紅蓮に寄り添う喪服の女。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、元Ｄクラス代表遊戯者。元工作員にして紅蓮を愛し、敗れて国を裏切り、服従の道を選んだ女は、今やヒトの機能を失いつつあった。

「完全にＡＩ制御になった時点で、クオリアは彼女を人間と認識しなくなる。クオリアはあくまで人間同士の遊戯ゲームを裁定するモノで、ＡＩの優劣を競うものじゃないからネ」

　過去の苦労を思い出したか、怠だるそうに寝転びながら獅し子し王おう創はじ芽めは足をバタつかせる。

「クオリア黎れい明めい期き、遊戯時代の最初にはよくいたんだヨ。脳をくり抜いて機械を詰めて、ＡＩを走らせるたぐいの粗雑な遊戯者プレイヤー、ＡＩ制御の肉人形がネ」

「生体認証をくぐり抜けるために、ボディは生身。脳を機械に入れ替えた？」

「そういうコト。キミたちとは似て非なるモノだヨ、凍とう城じよう家のお兄ちゃん」

「アンタにお兄ちゃんとか呼ばれる筋合いないんですけどー？　オレをお兄ちゃんって呼ぶのは未み恋れんちゃんだけなんで。つーか未恋ちゃんにすらダイレクトお兄ちゃんはまだだってのに。オレのお兄ちゃん童貞汚すんじゃねーよ」

　本気で嫌そうな顔をする凍城紫し[image: ]れんに、呆あきれ顔で創芽は返す。

「また気持ち悪いワードを創作するネ、キミ。──ま、後のアップデートで対策してネ」

　脳に機械的な手を加えている場合、また人間らしい人格、記憶、意思を喪失した場合。

「クオリアはそれを見抜き、弾はじく。詳細は省くけど、大昔のインターネットにあった変な間違い探しや画像識別を超高度に自動化したものと思ってくれたまえ」

「それを突破するためには、生体部分には一切を加えないのが望ましい。ナノマシン導入もギリギリだ。人間本来の情動をＡＩで制御し、記憶や人格、行動を管理する」

　必要なのは極微の刺激。

　ミラの脳内に常駐するナノマシン、タンパク質で作られ、細胞と共生して動く有機機械。

「それは生体脳の活動とほぼ区別がつかない。現時点ではクオリアＡＩによる不正感知を堂々と無視できる人体拡張は法の抜け穴サ。だが、当然欠点もあってネ」

　過剰な脳内麻薬の分泌、神経細胞の刺激は劣化を招く。

　使えば衰え、壊れていく。それは万物に定められた覆せない法則で──。

「彼女の生体脳は完全な過負荷状態だ。当然だネ。記憶や意識を共有する有機連結頭脳体クラウデイアン、さらにクオリアＡＩによる多重ＡＩ同時稼働。脳、人格が擦り潰されるのも当然だヨ」

「だとしても、ミラはそれを自分で選んだ」

　自分の命の決断を、自分で下した以上。

「俺はそれを認め、望み通りに使う。それだけだ。……いいな？　ミラ」

「ハイ。ハイ。ハイ。我が使用者マイユーザー。愛しています。ただそれだけのために」

　表情は変わらない。クールさを保ったまま、ただ眼めと唇から滴が零こぼれる。

「潰れてもいい。壊れてもかまわない。貴方あなたの心に残れるのならば、私は喜んで死を選ぶ。それだけが私に残された存在意義、辛うじて残った『ヒト』の領域ですから」

　零れる滴は涙と涎よだれ、過負荷により千切れた毛細血管の悲鳴、鮮血混じりの赤い漏れ。

　かつてミラだったもの、壊れた人格の果ては鳴き続ける。

　それは意思ある言葉というより、言葉に似た鳥の囀さえずりのようだった。まともに機能しない脳を、意思の残骸とＡＩが強引に動かしている、人形。




　それを穏やかに愛めでながら、紅ぐ蓮れんは通告されたばかりのメッセージを開いた。




『《獣王遊戯祭ベステイア》、最終遊戯ゲーム──【国王の鬼ごっこ】の説明をいたします』




　いつもの機械音声、クオリアの託宣が深夜の花園に響く。




『参加プレイヤーは残存クラスより各五名。全員がクオリアシステムを使用、ＶＲにより仮想空間にアクセス、現実世界の身体能力に準拠した設定のアバターを介して操作、参加します』

『舞台はクオリア内、ＶＲアルセフィア王立学園ですが、うち【特別教室棟】【大聖堂】【食堂】【中庭】【薔ば薇ら園えん】【校庭】の６エリアのみを使用します』




　表示される立体地図は、実在する王立学園──元要塞の一部を仮想空間に再現、パズルかブロックのように組み合わせて作られた建築物だ。

　最も大きな三階建ての【特別教室棟】を中心に、学園中央部には【大聖堂】や【食堂】などの建物が点在し、少し離れた位置に広大な【校庭】と【薔薇園】が配置されている。さらに、特別教室棟側と校庭側の間に【中庭】がある。




※※※※※【国王の鬼ごっこ　詳細ルール】※※※※※




【制限時間】

　決着がつくまで無制限。

【ルール説明】

　基本は【鬼】にタッチされないように逃げる、シンプルな鬼ごっこ。

　ただし【鬼】が複数人存在しても良いなどの特殊ルールを追加する。




（１）国民投票により各クラスから一名ずつ【鬼】が設定される。

　　　５分のクールタイムの後、【鬼ごっこ】開始。

（２）【鬼】は自分以外のプレイヤー（敵味方、陣営は問わない）にタッチし、【捕獲アレスト】あるいは【転写コピー】と宣言（発声が必要）することができる。




　・【捕獲アレスト】した場合、相手の役割を【鬼】に変更し、自分自身は【子】となる。

　・【転写コピー】した場合、相手の役割を【鬼】に変更し、自分自身は【鬼】のまま。

　・【捕獲アレスト】により【鬼】が【子】に変更された場合、新しい【子】に１分間の無敵時間が与えられる。無敵時間中、役割の変更は行われない。




　また、【鬼】は発声などの方法により任意に以下の能力を使用できる。




　・【盗聴インターセプト】により、指定したクラスの国民コメントを確認できる。

　・【移動トラベル】により、【鬼】は指定したエリアへ瞬間移動できる。

　　　ただしエリア内の出現座標はランダムとなり、エリア内のどこへ出現するかは不明。

　・【詐称メタモルフオーゼ】により、アバター外観を他参加者のものに変更できる。

　　　クールタイムは10分。任意で元に戻ることもできるが、再変身はできない。

　　　【鬼】の能力であるため、役割が【子】となった場合もアバターは元の外観に戻る。




（３）遊戯ゲーム開始（最初のクールタイム５分は除外）から10分経過時点で【制裁】が実行される。この時役割が【鬼】だったプレイヤーは脱落となり、遊戯から除外される。

（４）【制裁】後、５分間の国民投票が行われ、あらためて各クラスから一名ずつの【鬼】が再指定される。

（５）（１）～（４）を繰り返し、残りプレイヤーが三名以下となった場合、国民投票により指定される【鬼】は一名となり、国民投票によって選出される。

（６）最後まで生存した者のいるクラスの勝利。




　細かく補足される事項にざっと目を通し、紅ぐ蓮れんは言う。

「５分の国民投票、そして５分のクールタイムと10分の試合時間。合計20分程度で１ゲーム。それを何度も繰り返して進めていく、鬼ごっこか」

「思った以上に、各陣営の国民が遊戯に与える影響が大きいですね」

　端末の画面をスライドさせながら、ユーリエルが気になった部分を読み上げる。

「遊戯を観戦する国民は、リアルタイムでコメントを投稿できます。しかも【鬼】は能力によってそれを閲覧できるわけですから……」

「当然、各クラスの国民は自国の【鬼】に他国の【子】の位置を伝えるっつーワケね？　あー、だからわざわざクラス指定してコメント閲覧するようになってんだ」

「他国のコメントも閲覧はできますが、偽情報や嘘うその情報を流される危険がありますから。余程のことがないかぎり、自陣営のコメントを見るでしょうね」

　紫し[image: ]れんの相あい槌づちに応えながら、ユーリエルは顔を伏せるように考え込む。

「【鬼】を選ぶのも国民の投票次第。参加者以外のプレイヤーがコメントを誘導したり、公式の呼びかけで誰を【鬼】にするか指定することもできるのでは？」

「告知の謳うたい文もん句くは全クラス、全総督、全遊戯者プレイヤーが参加する集団戦、だったからな」

　直接参加する遊戯者以外の、残された者にも活動の余地がある。

　たとえば国民投票の取りまとめ、自陣の【鬼】への情報提供など──。

「実戦に投入される遊戯者だけじゃない。後方で情報戦を仕切る者、有象無象でも動向が遊戯ゲームを左右する国民、すべてが参加者となる。そういうことだろう」

「………！」

　ミラの残骸を愛めでながら言う紅ぐ蓮れんに、ユーリエルは唇を強く結び。

「ですが、最も重要なのは実際に遊戯を行う人材です。私は……！」

「判わかってる。適性を考えれば総督であるユーリを後方に下げるのはひとつの手だが、今回その手は使わない。俺、凍とう城じよう兄妹きようだい、ミラ、そしてお前が参加メンバーだ」

「はい。ですが、それでは……」

　一瞬生じた得意げな表情はたちまち曇り、行儀の悪い大型犬のように寝転ぶソレを睨にらむ。

「アレに……ハジメ・シシオーに後方を委ねることになるのですか？」

「そうなるな。まあ、アレには遊戯外での役割がある。とりあえず納得してくれ」

「はっはっは、奴隷に拒否感は無いのだけれど。せめて食事は出してくれないかネ？」

　ふてぶてしく床に寝転ぶ学園理事長に、紅蓮は眼前で冷めつつある皿を取り。

「食っていいぞ。テーブルの上は無理だがな」

「やれやれ、ヒドい待遇だ。しかし──いささか意外だネ、紅蓮クン？」

　犬のように石畳に置かれたナポリタンをフォークで巻き取りながら。

「安いケチャップの香り、ベーコンの脂。キミ好みのジャンク。日常が香る一品だ」

「──何が言いたい？」

「学園にいた頃のキミを彷ほう彿ふつとさせると思って、ネ」

「安い揺さぶりだな。心は違っても肉体はひとつ。味の好みは似通うんだよ」

「ふぅン。そういうものかネ」

「舌まで機械のあんたにはわからないことだろうな」

「耳が痛いネ。確かに不死身の肉体を手に入れる過程で私は生身を失い、味覚も嗅覚も、クオリアが再現する疑似的なそれしか感じない。いま嗅いでいる花の香りが、果たして本当にこんな香りだったかどうか。それすら疑わしいネ」

　砕さい城じよう紅蓮と獅し子し王おう創はじ芽め。ある意味でこの場にいる二人の強者は正反対の存在だ。

　片や砕城家の人体実験によりクオリアさえ与あずかり知しらぬ古代からの無数の遊戯記録を搭載したＡＩを脳に移植された、機械の精神の持ち主。

　片や新たな偽りの人体に自らの精神のコピーをインストールした、機械の肉体の持ち主。

「精神か、肉体か。どちらの機械化が正しいのか。私はキミに敗れ、その答えは出たネ。後はキミ……ＡＩによる遊戯ゲーム特化人格と、天然自然の怪物との対決となるだろう」

「……しろ、おーじ？」

「薔ば薇ら眼帯のアイツねえ。ま、紅ぐ蓮れんサマなら楽勝なんじゃね？」

　きょとんと首を傾かしげる未み恋れん、ケケケと笑う紫し[image: ]れん。どこか探るような、値踏みするような視線を浴びながら、紅蓮は応えることなく──日常の残り香を嗅ぎながら、何かを想おもう。

（焦げたケチャップの香り。……嫌いじゃない）

　頭にフラッシュバックする、エプロン姿の【妹】。

　さまざまな料理。熱い味み噌そ汁しる、香る出だ汁し。ざらざらと舌に触る駄菓子の食感。明らかに体に負担をかける過度な塩分、下品としか言いようのない安っぽい【好み】。

（……雑な刺激だ──………ッ………!?）

　そう感じながら、頭に雑音ノイズが過よぎる。

『本当にそうか？』

　落ち着いた声。実際に鼓膜を震わせてなどいない、精神が精神に呼びかける不確定の波。

　砕さい城じよう紅蓮の脳内。ＡＩ化された絶対勝利のチケット、究極の遊戯者プレイヤーたる【裏】の紅蓮に。

『その雑な刺激に、俺はずっと癒いやされてきた。かけがえのないものと感じ、奪われることを拒み続けてきた。間違っているとは、言わせない』

（………───ッ………）

　雑音が走る。視界が砂嵐のように掠かすれる中、【裏】の紅蓮はそれを幻視した。

　幼くあどけない姿。年齢にしておよそ九歳前後。喪服のような黒の礼装を身にまとい、雪がちらつく本家の中庭、鮮やかな記憶が創つくり出す幻に立つ、その姿は。

（【表】……と仮称する。ストレスによる負荷が、精神を分裂させた結果か）

『そうだな。たぶん、そんなところだ。俺は思ったより病んでいるらしい』

　どこか悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、異様なリアリティを持って。

　幼い自分自身の姿を象かたどった【表】の砕城紅蓮──ＡＩ化されていない脳の叫び、ＡＩと並列に動作する生体脳のスパークが、肉体を支配する【裏】へと語りかけていた。





　＊






　世界が、モノクロに視みえる。




『喜べ、俺。──お前が望んだ世界はもうじき、実現される』

　経過時間はおよそ１秒。超高速処理を誇る【裏】の紅蓮、ＡＩの意識にとって体感時間の操作など容易たやすいことだ。加速し、静止した灰色の世界で、【裏】は【表】に告げる。

『遊戯ゲームの世界に復ふく讐しゆうし、砕さい城じよう家に牙を立てる。お前の望み、ささやかな日常を脅かすもの。狂気の時代、遊戯によって成立する世界そのものを、壊す時が来た』

（……望んじゃいないさ、そんなものは）

【表】の紅ぐ蓮れんは悲しげな面持ちで、壊れたミラを痛ましげに見下ろす。

（俺はこの世界に馴な染じめちゃいない。それは確かだ）

　紅蓮が抱える旧時代への憧れ。それは失われた時代への郷愁と、感傷に過ぎない。

（──鉄の時代を肯定するつもりはない。人類が武器を捨てたのは偉業だし、紛まぎれもない進歩だと思う。だが、それでも犠牲になるやつはいて）

　その惨劇を、苦痛を、最前線に立つが故に見続けてきた。

　不敗の五年間は死に舗装された道路を踏み、進み続けるが如ごときもの。大昔の時代、銃と暴力の時代における塹ざん壕ごう戦の如く、異能を発揮したが故に、紅蓮は血を見続けた。

（戦争に比べれば犠牲は少ない。遊戯の破滅も自業自得だ。割り切っても切り捨てても、感情がついていかない。吐き出されたエラー、溜ため込こまれた澱おりが憧れを募らせた）

　自分が必要とされなかった時代を。

　遊戯に支配されなかった時代を、人類が血と暴力と鋼の前に平等だった時代を。

　遊戯時代の最終兵器とされた自分に、すべての犠牲が押し付けられない世界を。

[image: ]

（──つまらない逃避だけど、俺が俺であるために必要なものなんだ。それを喪うしなった時、俺は本当の意味で兵器に堕おちる。大切なもの、人とのつながり、思い出が……！）

『ある。情報として、確かに俺は記憶している』

　少年の叫び、壊れた心の声を、【裏】は揺らぐことなくバッサリと断つ。

『何も失ってなどいない。俺はすべてを記憶し、記録している』

（ああ。砕さい城じよう家が蓄えてきた原初の記憶……超古代の石板から大戦以前の電子ログに至るまで、ありとあらゆる遊戯ゲームの結果と、まつわるヒトのすべて）

　砕城が関わった栄光、隆盛と破滅のすべてが【裏】紅ぐ蓮れん、ＡＩの記憶に存在する。

　朱あかく朱く眼めが光る。それは決して忘れることのない犠牲の血、その疼うずき──。

『勝利の興奮も、敗北の苦みも、栄光も破滅もすべてある。故に俺は、遊戯を否定する』

（なぜ？）

『人類が武器を捨てたのを偉業と言ったな。だがそれは間違いだ。犠牲は常に存在する。拳銃をダイスに持ち替え【表】から消し、【裏】に堕として蓋をしただけだろう？』

　そして汚く醜いものを、遊戯者プレイヤーと呼ばれる異常者にすべて押しつけた。

　清らかな時代、安定と平和は常に少数の犠牲によって創つくられる。勝者の愉悦と共に──敗北の味を知るが故に……【裏】は、怨念とさえ言えるデータからある結論を導いた。

『──フェアじゃない』

　世界が公平で、チャンスが平等に配られているなんて、甘い夢を見た事は無いけれど。

『遊戯がすべてを決める新時代が本当にあるのなら、《砕城》や一部の遊戯者が裏で動き、人知れず大多数を動かすのは正しいのか？』

『国家や企業、学園……コミュニティの興亡すら、所属する人間の遊戯によって決定し、動かすべきじゃないのか。少数が遊戯を……新時代の戦争を独占し、すべての犠牲を払い続けるのは間違っていないか？　今の歪いびつな世界を、妄信してはいないか？』

　機械化された知性が導き出した結論。勝利と敗北のデータが導く、その先とは。

『真に《遊戯がすべてを決める世界》を実現する。──この戦いは、その布石だ』

（本当に、それでいいのか？）

　あどけない疑問。【表】の紅蓮、誰もいない本家の中庭で妹を待ち続ける兄の幻。

（その望みとやらは、本当に俺の願いなのか。誰かのためと言いながら、蓄積された怨念に操られてるんじゃないのか？　俺だけが辛つらいのは嫌だから、世界をすべて曇らせてやる。そんな子供じみた八つ当たりを導くくらい、お前は──ＡＩは）

　人類を、理解し過ぎたんじゃないのか。

「……ああ」

　孤独な少年の呟つぶやき、幻の言葉を聞きながら、【裏】が操る砕城紅蓮は。

（本当に、それでいいんだな？）

「……黙れよ。──……うるさい」

　響き続ける疑問を沈黙で圧おし潰し、同じテーブルに就いた者たちを朱あかい眼めで睨にらむ。

「紫し[image: ]れん。未み恋れん。わかっているな？」

「トーゼンっしょ。紅ぐ蓮れんサマ？」

「……うん。おとん、おこってる……？」

　三者に組み込まれたナノマテリアルＡＩ。

　クオリアＡＩより遥はるかに古い、砕さい城じよう家の古典アーカイブを祖とする《二番目》──。

　それを組み込まれた絶対の遊戯者プレイヤー、ＡＩと共生する人類とも言うべき三人に言葉はいらない。ロシア製の有機連結頭脳体クラウデイアンが成したように、生体脳の共鳴が強い感情を共有する。

「潰すぞ。《砕城》とそれに連なるものすべてを破壊し、破滅をもたらす。武器を捨てた新時代、その謳うたい文もん句くを現実にしてやろう。遊戯者と言う武器すらも完全に奪って」

「ああ。わーってるよ」

　に、と亀裂のような笑みを浮かべて、紫[image: ]は妹を抱き寄せる。

「ブッ壊そうぜ、こんな世界。戦争が無くなったって夢物語のハラワタを見せてやろう。犠牲はいるぜ、ここにいるぜ。痛くて辛つらくて苦しいモノが、台所の戸棚の裏の害虫の巣みてえに、世界の裏にビッチリ残ってるってことを、世界のすべてに暴いてやるよ」

「……むにゃ……」

「っと、活動限界か。ゴメンな、未恋ちゃん。寝ていいぜ」

「うん。……こわそうね、おにい。おとん。いっしょに。ずっと、いっしょに……」

　食べかけのナポリタンを飲み込むことすら半ばで、糸が切れた人形のように幼女は眠る。

　砕城家が産み出した欠陥兵器。紅蓮という傑作を真ま似ねたデッドコピー、その活動限界は徐々に削れ、もはや一日７時間以上の覚醒はできず、命は燃え尽きようとしている。

「──オレの脳は使い潰すぜ。そのかわり一分一秒でもさ、未恋ちゃんの使用回数は残す。エリクサーより貴重な宝物だ、エンディングまで使えねーっつーの」

「ああ、そうしろ。クオリアＡＩに優越する遊戯者の存在、コントロールを離れた核弾頭。その存在を見せつけてやれ、裏に巣くうクズどもが恐怖に狂うように」

　これまではまだよかった。絶対勝利の象徴、紅蓮は常に誰かのモノで在り続けたから。

　最初は砕城家。次は獅し子し王おう創はじ芽め。どちらも究極の兵器を握るにふさわしい《格》を持ち、暴走など起こさず、遊戯ゲーム世界の秩序を守ると期待された。しかし──。

「この勝利は象徴となる。クオリアの管理者を奴隷とし、いかなる勢力の後ろ盾もなく、国家の存亡を決める遊戯に単独で勝利する──そのとき初めて、奴やつらは知る」

　遊戯者とは、国家や企業が振り回す都合のいい暴力代行装置ではなく。

　遊戯というルールに則のつとって活動する限り、個人で一勢力を成し、世界に挑める存在だと。見せつけ、知らしめ、思い知らせる。コントロールの甘い兵器を放置していることを。

「………」

　独白する紅ぐ蓮れんの隣で、ただひとりユーリエル・アルセフィアは静かに立ち上がる。

「少し、食べ過ぎたようです。夜風に当たってきますね」

「ああ」

　素っ気ない言葉に見送られ、売国の姫は石畳を歩き、薔ば薇ら園えんの際から夜景を見下ろす。

　シャットダウンされた世界。電源を失い、今も復旧作業が続く修羅の巷ちまた。治安維持用のドローンが放つパトライトの赤光、遠くに響く爆発音、火災の煙と焦げ臭くさい煙。

（……大丈夫。この道が、この道こそが……正しい、はず）

　支払った犠牲、その罪深さに弱い心が震えるけれど。

　ユーリエルの願いは叶かなう。王位継承戦に勝利し、クオリアの安全神話が崩壊した後。

　紅蓮が言うように、遊戯ゲーム世界は変革を余儀なくされるだろう。進歩か、あるいは破局か。どちらだってかまわない、その混乱こそが彼女、ユーリエルの望みなのだから。

（たとえ事態がどう転んだとしても、混乱と破局が訪れる……！）

　砕さい城じよう紅蓮を中心に巻き起こるそれに紛まぎれれば、ユーリエル・アルセフィアという人間を消し去って、新しい顔と名前で人生を立て直すこともできる。弟、ユリウスと共に。

　きっぱりと汚らしい遊戯や戦争からは手を切って、人間らしい生活を送れるのだ。

（必ず、迎えに行くから。どうかそれまで、無事で……！）

　単に勝ち、姿を消すだけではだめなのだ。表にも裏にも顔や名前が知れ渡り、その血筋や財産に利用価値を見た有象無象に追い回されては、自分はともかくユリウスが死ぬ。

　生まれながらに不自由で、しかも盲目の弟。たとえ王位のしがらみから解放されようと、マスコミや警察、軍隊やマフィア──表や裏の権力からの逃避行に耐えるのは不可能。

　だから世界を壊す。世界的な混乱を利用して完全に姿を消し、新たな人生を得るために。紅蓮という悪魔の囁ささやきに乗り、すべてを賭けたのはそのためだ。

「…………？」

　決意を新たにし、夜景を見下ろした時、不意にあるものが眼めに入る。

　それは黒塗りの高級車。自動運転システムも停止し、火災と混乱の中を突っ切ったため塗装はあちこち焦げ、フロントグラスにヒビまで入りながら、ホテルの玄関前に停とまる。

「あれは……まさか!?」

　彼女はそれをよく知っていた。特別仕様、車椅子ごと乗り入れることのできるリムジン。

　この国に一台しか存在しないそれの、持ち主とは。

「……ユリウスッ!!」

　修羅の形相でユーリエルは叫び、薔薇の生垣を跳び越えて走る。

　一般電源が停止しているため重い扉も蹴飛ばすと開き、非常階段を瞬く間に駆け下りると、付き添いのメイドが停車したリムジンから車椅子を下ろしたばかりで。

「お姉ちゃん！　良かった……心配したよ、無事だったんだね！」

「ええ、ええ……大丈夫。でも、なんて危険なことを！　外は混乱の中、戦場を突っ切って来るようなものです！　もし途中で車が壊されでもしたら、大変なことになっていましたよ!?」

　車椅子に乗り、ブンブンと手を振る弟に駆け寄り、縋すがるように抱きしめる。

　二度と感じられないかと思ったほのかな体温。服越しに感じる痩せた体は、ゆったりとした上着で隠そうにも隠しきれない、病魔の存在と衰弱の証あかしで。

「ごめんなさい。けど……」

　付き添いのメイドをちらりと見上げる少年の視線に、ユーリエルはすべてを察した。

「ユリウスを連れてきたのは貴女あなたですね？」

「はい、陛下」

　それは女王を呼ぶ名前。

　慇いん懃ぎんにスカートの端をつまみ、一礼しながらそう呼ぶメイド。王宮に仕えているという事は、厳しい思想検査を潜くぐり抜ぬけ、ある程度の家格を持つ良家の子女のはずだ。

　だが、ユーリエルを見上げる眼まな差ざしにこもる感情は──嫌らしい、媚こびの色。

「カールス・アルセフィアの指示で王弟ユリウス様を軟禁していました。が、彼は失脚し、私に指示を与えていた者もこの混乱で逃亡。私に指示する者が消えてしまいまして」

「……それで、私のもとへ来た、と？」

「ええ。次期王位に最も近いお方。命令とはいえ大逆犯同然のカールスに加担した罪人が、頭こうべを垂れて慈悲を乞うのは陛下しかおられません。どうか、お慈悲を……！」

　真摯に聞こえる言葉、深々と下げた頭。グスグスと漏れて聞こえる演技の嗚咽おえつ。

　どれもこれも胡う散さん臭くさい。普通の人間なら騙だまされるかもしれない、だが。

「陛下は止やめなさい。──私は、王位継承を拒否する。頂点に登ったところで冠を捨て、国を去ると決めている。そのようなお為ためごかしをされたところで、喜びはしない」

「はは。これは、失礼をいたしました！」

　頭を上げずにへりくだるメイド。ヤクザのもとで辛酸を舐なめ、そして紅ぐ蓮れんのもとで研ぎ澄まされた嗅覚が告げている。この女は信じられない、そう……。

「私の優勢を察して、ユリウスを手土産に寝返りか。恥を知りなさい」

「お、お姉ちゃん？　そんな、助けてくれたのに……」

「その勇気が無私のものならばともかく、後の利得を求めてのことならば、感謝にも敬意にも値しません。私が王位を捨てた後、その空白と混乱が狙いですね？」

「……フフッ♪」

　もはや見慣れてしまった表情。

　邪悪で残酷な、タイルに走った亀裂のような笑顔を、メイドは見せた。

「お見通しですか。その通りです、陛下。ユリウス殿下の身柄、その安全と保護に対し、私はそれ相応の報酬が頂きたい。カールスは後金を払えそうにないものですから」

「そんな。ヘルヴィ!?」

「申し訳ございません、お坊ちゃま。──私のお金に、なってくださいまし♪」

　顔色を変えるユリウス。その生殺与奪とも言える車椅子を握るメイドの笑顔。

　スカートをつまむ手の中に握り込まれた小さな機械の存在を、ユーリエルは見逃さない。それは車椅子を外部操作するリモコン、恐らくは拘束も殺害も自在の装置。

（恐らくこの車椅子はカールスが用意したもの。あの男なら、当然やるでしょう）

　何の仕掛けもないなら、抱きしめられる距離まで自分を近づけるとは思えない。だが、それはまずしないはずだ。テロを働き、殺人者の汚名を着ても儲もうからないのだから。

　この手の人間、泥沼のような欲望を抱く人種は裏社会には数多い。善良な人間に化け、潜伏しながら牙を剥むく、毒どく蜘ぐ蛛もじみた者たちが。

（こんな者がいるから。こんなやつらがいるから、私は……!!）

　世界的混乱、破滅寸前の大おお博ばく打ちを打ちでもしないかぎり、『普通』に戻れないのだ。

　憎悪に奥歯が軋きしむ。ユリウスを抱きしめる手に力がこもらないよう自制心を総動員し、声音に怒りが乗らぬよう、最大限の注意を払ってユーリエルは言う。

「──いいでしょう。貴女あなたの忠誠を、買います」

「おや」

　女に、わずかな素の感嘆が混じる。

「これは話が早い。さてさて、私の忠誠は少々高くつきますが……」

「金で動く忠誠に信頼などない。特に主あるじを売るような者には。違いますか？」

　払うものは払う、だが信用できない。

　そう言っているようなユーリエルの視線に、メイドはふふっと笑みをこぼす。

「いえ、ごもっとも。ですが最終遊戯ゲームに陛下が敗れた場合、またもや支払いが滞るおそれがありますね。できれば前払いでお願いできませんか？」

「いいでしょう。これを」

　図ずう々ずうしいメイドの問いに、ユーリエルはドレスの隠しポケットを探る。

　取り出したのは、小さな鍵。装飾こそレトロながら、最新の電子錠だった。

「リングネスが所有していたアジトの鍵です。武装ドローンによる警備、そして逃亡用の隠し資産が手つかずのまま眠っています。１億ドルの大陸マネーが」

「……金額は悪くありませんね。ですがのこのこ出かけていけば」

「ええ、警備ドローンを介して私は貴女の身柄を握ることになります。それはユリウスの安全を保障するためだと考えなさい。どのみち逃亡には邪魔でしょう？」

「お姉ちゃん……怖いよ……何の話をしてるの……？」

　傷ついたように、腕に抱きしめたユリウスが震えながら姉を見上げる。

　弟の前では決して、遊戯者プレイヤーとしての顔を見せずにいた。純粋で無む垢くで優しい弟を守って、そのままでいさせることこそが救いだと思っていた。しかし、今は違う。

「学びなさい、ユリウス」

「……どういうこと？」

「檻おりはもはや壊れました。私たちを捕らえ、そして守っていた王家という檻は──。私たちが漕こぎ出だすのは修羅の海です。弱肉強食と言う言葉すら生なま温ぬるい、救いを装って獲物をしゃぶる、煮えたぎる泥沼のような苦界。煉れん獄ごくのような、社会なのです」

　地獄というものがあるとするなら、きっと現世のことだろう。

　法や秩序というベールで守られていなければ、とたんに煮られて食われるさだめ。幼く、病魔に蝕むしばまれた弟は──いや、だからこそ。弱者であればこそ、狙われる。

「真に邪悪なる者は善の仮面を被かぶっているのです。貴方あなたが信じたそのメイドのように」

「でも、ヘルヴィは親切で、優しくて……！」

「貴方が価値あるものだからです。そして、高く売れます。ですから……お守りするのは、当然ですよね？」

　にっ、とメイドはほくそ笑み。

「──だって私のお金なんですから。誠心誠意お仕えいたしますよ。殿下？」

「……気持ち、悪い……！」

　仮面を剥がしたメイドの声を聞いた瞬間、ユリウスに怖おぞ気けが走る。

　王宮という檻の中。母に、そして姉に守られ続けてきた彼が見たことのないもの。

　欲望に浸りきった泥沼のようなゲスの笑み、骨をしゃぶるハイエナの愉悦だった。

「買いましょう。アジトに残された逃走資金、美術品、宝石類。集めれば３億ドル以上。条件は遊戯ゲーム終了までユリウスの身柄を保護すること。終わり次第それを持ち、世界のどこへでも行けばいい。世界の行く末がどうであれ、お金は貴女あなたのものになりますよ」

「オーケー。オーケー。……金払いがいい、気前がいい。素敵ですよ、陛下」

　メイドが指先を動かすと、姉の腕から引ひき剥はがすように車椅子が動く。

「お姉ちゃん!?」

「……耐えなさい、ユリウス」

　リムジンに再び組み込まれていく弟を、血涙すら零こぼれそうな顔でユーリエルは見送る。

「悔しいと思うのなら、辛つらいと思うのなら。そのいたいけな胸が、痛むのなら……！」

「……！」

「強くなるのです、ユリウス。私が貴方を守れるうちに……!!」

　最後の激励は、遮るように下りたスモークガラスによって遮られた。

　黒く光を吸い込む窓により、弟の姿が隠される。だが運転席の窓が半ば開いて、

「では、取引は成立ですね。鍵を」

「ええ。移動中の警備はこちらのドローンと治安維持部隊に任せます」

　アジトの鍵を窓の中へ放ると、メイドは素早くそれをキャッチする。

「必要ありませんよ。カールスは愚かでしたが、愉快な愚か者でしたので」

　ハンドルに隠されたスイッチをメイドが軽く押す。すると車体のあちこちが寄よせ木ぎ細ざい工くのように開き、武骨な銃身が、銀色のミサイルが、禍まが々まがしい武装の数々が垣かい間ま見みえた。

「これは……!?」

「大昔の映画に出てきた、スパイカー。男のロマン、というのでしょうかね？　わざわざ大金を注ぎ込んで偽装した、旧時代の主力戦車級武装ドローンなのですよ。この車は」

　禁じられた暴力の産物。だが人は愚かにも、捨て去った過去に価値を見み出いだす。

「殿下は確かに隠れ家までお届けします。その後は状況次第、ということで」

「そのままユリウスを置いて逃げてもかまいませんよ。追いはしません」

「いえいえ、興味が湧きました。いい仕事ができそうですので、もう少し待とうかと」

　ニチャリと粘液質な音をたて、メイドは唇を舐なめる。

「国外逃亡、脱出劇。手慣れた者の手引きがご入用では？　整形手術に偽装戸籍、お売りできる商品は多々ございますよ。もちろん、相応のお代は頂きますが」

「……考えておきましょう」

「ええ、お考えください。ふふふ、いいですね。道端のクソを見るような素敵な顔です。騙だます甲か斐いもないお坊ちゃまより、ずっと取引相手としては好ましいですから」

　スモークグラスが閉じ、メイドの姿が消える刹那。

「期待していますよ、陛下。王冠は、どうやら貴女あなたにふさわしいようですから」

　音もなくエンジンが始動し、リムジンがホテルを出ていく。サービスのつもりだろうか、車が背を向けた瞬間、リアグラスの色が黒から透明に変わり。

「……──！」

　ガラスに張り付くように身を乗り出し、何かを叫ぶユリウスが見えた。

　助けを求めているのか、姉を心配しているのか。わからない、だが……。

「……勝つしか、ない」

　あのメイドに信頼などない。情報端末を操作し、次々と必要な処置を行う。

　ドローンによる移動中の警備はもちろん、凍とう城じよう兄妹きようだいの手土産──リングネスが持ち込んだ脱出用アジトの設定を変更、メイドとユリウスを招き入れる。

　財産の持ち出しは自由。だが万が一裏切り、ユリウスに危害を加えるようなら処理する。そう設定を行いながらも、まずそれは必要ないだろうと彼女は確信していた。

（勝つ限り、裏切らない。その点において、極きわまったクズは凡人より遥はるかに御しやすい）

　目先の欲望でフラフラと揺れる整合性のない平凡な悪党よりも。

　弱み強みに敏さとく、弱者を貪り強者におもねる、そんな極きわまったクズは読めるし使える。

（……こんな風に考えるほど、私は）

　汚れてしまった、と思う。極道社会で学んだ感覚はそれなりにシビアだと思っていたが、それ以上に砕さい城じよう紅ぐ蓮れんとの時間が、短くとも濃い戦いが、彼女を根こそぎ変えてしまった。

　ここを出れば助かる。外の世界のどこかには青い鳥がいて、理想の世界がある。

　ユリウスと共に平凡な幸せを掴つかみ、心穏やかに生きる。──そんな甘い話があるか？

「ない。ありえない。そう……」

　青い鳥は、ずっと傍そばにいる。

　自らの手で掴み取り、捕らえ、籠に押し込めなければならないのだ。

「必ず迎えに行きます。待っていて、ユリウス……！」

　どれほど悪魔に魂を穢けがされようとも。楽園への道が血で汚れていようとも。

　靴を血ち溜だまりに突っ込み、青い鳥を鷲わし掴づかみにして歩く覚悟は、できている。




「──あれでよかったのかネ？」




　じっと姿を消したリムジンを見送っていたユーリエルに、背後から不意に声がかかる。

　独特の機械音声。訛なまりのようだがよく聞けば、合成音特有の歪ゆがみだと解わかる。

「ハジメ・シシオー。……勝手に出歩くのは止やめなさい、捕虜でしょう？」

「逃げやしないヨ、無駄だからネ。今の私は紅蓮クンに従う奴隷人形さ」

　囚人服を纏まとった白い男を、ユーリエルは一切信じていない。この男の目的はクオリア、その向上のみだった。紅蓮を巻き込み、遊戯ゲームに叩たたき込んだのもそのためだけで。

　自分を気遣い、救いたいと願うような優しさなど微み塵じんもない。あのメイドと同類か──いや、悪意の隠し方が巧妙な分だけ、遥はるかに邪悪だ。

「このタイミングでメイドが裏切り、監禁されていた人質を救い出す……できすぎている。恐らくはヌグネだな、あの人ならそれくらいの手は打つだろう」

　政治、腹芸。そういった領分では兄弟姉妹間であの下ネタ王女に勝る者はいない。

　口を開けば卑ひ猥わいな例えしか出てこないような変わり者だが、決戦を前に人質の行方を突きとめ、メイドを買収して自分のもとへ送り届けるくらい、やるだろう。




　90％の悪意。こちらのモチベーションを削そぎ落とし、勝利への意欲を減らすために。

　10％の善意。──純粋に妹を、弟を助けようとする聖女の優しさで。




（だから、あの人はやりにくい。……本当に、憎めないから）

　誘導された結果だと思いたい。だがそれを否定したいという心がどうしても芽生える。

　今もＦクラスの残党を率い、こちらへの対決姿勢を打ち出している姉。頼りないように見えて白しろ王おう子じ透とう夜やという核弾頭を砂漠の果てから拾ってきたエーギルといい、どれも。

（油断できない。憎める相手なら容易たやすい、憎めないのが、腹立たしい……！）

　カールスやツボルグやリングネスのような、わかりやすい『悪』であれば心は決まる。

　だが小市民のエーギルや、奥底に隠しきれない優しさを持つヌグネには、覚悟が要る。

「……貴方あなたは、紅ぐ蓮れんに指示を与えられているのでしょう？　完遂できるのですか」

「もちろんだとモ。ま、クオリアの加護がなかろうと……第三次大戦以後、壊れた世界を建て直したのは私だからネ。いろいろとできることはあるものさ」

「そうですか。なら……もう、何も言うことはありません」

　おどける奴隷に背を向けて、ユーリエルは電源の落ちたホテルに入る。

　開きっぱなしの自動ドア、閑散としたロビー。

「タイトルをつけるなら。──壊れた夢、平和の残骸、ってところかナ？」

　からかうような言葉に答えることなく、ユーリエルは闇に包まれた階段を登る。

　幽霊じみたその背中を見送りながら、獅し子し王おう創はじ芽めは笑むでもなく。

「なるほど、なるほどネ……」

　道化師の仮面ではない。素の穏やかな叡えい智ちを覗のぞかせて。




「分別過ぐれば愚に返る、ってことわざが日本にはあるんだけどネ。……ま、彼女の結末がどうなろうと私は知ったこっちゃないけどサ」




　そんな風に言いながら、白い奴隷は混乱極きわまる外界を眺める。

　遠く響く爆発音、火災の光と人々の悲鳴を、機械の義眼がただ観測していった。





●決戦前夜・Ｅクラス




　第五区画、Ｅクラス──港湾地帯を望む古びたビル。

　酷ひどく地味な佇たたずまい、第三次大戦以前の元市役所に、実用品以外の価値はない。ヒビ割れた壁は侘わびてもおらず、雨漏りのする屋根は寂さびてもおらず、ただ小汚いだけだった。

「はにゃあああああああああああああああああああああああああああああ………！」

「聞き苦しいぞ、エーギル・アルセフィア。死ぬなら静かに死ね」

　深夜０時過ぎ。告知された《獣王遊戯祭ベステイア》最終戦【国王の鬼ごっこ】詳細ルール。

　配信されたデータを見ながら、ボロい事務机に突っ伏して悲鳴を挙げた自国の総督に、ビニール張りの黒長椅子に寝そべった白しろ王おう子じ透とう夜やが言い放つ。

「酷い……。いえ、わかってます。わかってますけどね？」

　すねたように言いながら、イケメンは得だなあ、とエーギルはしみじみ思う。

　破れた端をガムテープで塞いだボロ椅子が玉座に見える。白髪の吸血鬼、前獅し子し王おう学園生徒会長──遊戯ゲームの怪物、白王子透夜。その美貌が横たわるだけで、威光に映えて。

　それに引き換え……自分は？

（背もたれの壊れたボロ事務椅子が、ちょうどいいって思うんですよねえ……）

　しみじみ器ではないのだと思う。エーギル・アルセフィアという人間の根源、それは。

（──何も期待してきませんでしたから。今更玉座と言われても、はい）

　優秀な、優秀過ぎるほどの兄弟姉妹。特に良いところも、悪いところもない平凡ぶりで、王位など最初から手が届くはずもないと諦めたまま、誰がトップに立とうとその下で働き、できれば適度な給料をもらい、のんびり定年まで勤めて年金暮らしに入りたい。

　野望といえばその程度。それ以上を望める環境になく、手の届かぬものに焦がれるほど愚かでもなく、欲しい欲しいと泣き叫ぶほど厚顔無恥にもなれなくて。

「あああああ……大ごとに、このままだと大ごとになってしまいます……。第四次大戦がウチの国から起きたとか、そんな歴史に残るのでは。ご近所に変な噂うわさがががが……！」

「今更遅いっつーか、もう大ごとだ！　気にすんなって、諦めろ！」

　頭を抱えて苦く悶もんするエーギルに、手近な事務机に座って外を眺めていた少年が言う。

　スッパリと言い切る竹を割ったような言葉。明るくハキハキとどめを刺す若き遊戯者プレイヤー、カムラン・マリク。遊戯村で頂点を極きわめ、透夜に敗れて従う正義の味方は。

「いやいやいや、すっげー!!　世界を救う遊戯とかさぁ!!　燃えるな、モナ！」

「……うるさいったら。遊びに誘われた子供じゃないのよ？　大人しくなさい」

　窓際に立つ中東系の美女、モナ・ラナはカムランの幼なじみ。

　ほんのささやかな『兆し』から運命を読み解く占い師にして、遊戯村２位の遊戯者だ。十代とは思えぬ大人びた美貌と肢体に月光を浴びながら、色気漂う流し目を送る。

　視線の先、さらりとルール詳細を確認し終えた白しろ王おう子じ透とう夜やは──。

「大衆の扇動、愚民の統制による【鬼】の選別、外そと法のりを駆使して政敵を下す、か。クク、王選にふさわしき遊戯ゲームだな」

「楽しそうね。けど、どうするのかしら。このままだとメンバーが足りないわよ？」

「そうだな。愚民、残る二人の検疫の手続きはどうなった。貴様の数少ない取り柄は、つまらん役所仕事をキッチリこなすことだろう」

「ギリ終わりましたってば。と言いますか時間がかかったのは私のせいと言いますより、皆さんの方に問題があると思いませんか？　何ですか、お金がないって」

　どこか恨めしげな上目遣いで、エーギルはカムランとモナに抗議する。

「そのくらいのお小遣いなら渡しますし、遊戯の原資は公金として支出しますってば……。信用して普通に受け取ってくれればいいのに、なんでまた」

「遊戯に関するカネならバンバン使うぞ。遠慮するつもりはないぜッ！」

　キッパリと強く言い切るカムラン。その言葉を繋つなぐようにモナが続ける。

「けど、私たちの関係はそれだけ。遊戯において味方にはつくけれど、それ以外の食事やお金のやりとりをしてしまったら、あなたの色がついてしまうでしょう？」

「遊戯村の中立が傷つく。だから遊戯に関係しないものは受け取らないか、対価を払う」

　はあ、とエーギルは息をつき、手にしたペンのお尻で前髪のあたりを掻かき回まわす。

「さすが閉鎖的な村の出というか、そのあたりの矜きよう持じはわかりますけれど……」

　ヴェエエエエエェエエエェエ……。ヴェ[image: ][image: ][image: ]……。ベ[image: ][image: ][image: ]!!

　遠く、港から声がする。現代社会ではほとんど耳にすることのない獣のいななき。

「滞在費用のお支払いが家畜とか。……何百年前の話ですか、も[image: ][image: ][image: ]っ!!」

　頭を抱えて叫ぶエーギル。

「おっ、来た来た！　やっとだな！」

　窓際に立っていたカムランが反応し、鍵を外して窓を開ける。

　埃ほこりっぽいカーテンがそよぐ。夜風になびく布の向こう、港に着いた一隻の船。そこから下りてくる、数百頭もの動物……羊の群れと、鞭むちを手にそれを操る二人組。

　港を照らす灯台や数々の光にポツンと浮かんだ、黒い点の群れに──。

「ジャファル！　アイラ！　お[image: ][image: ]い、こっちだ、こっちっ!!」

　数百メートルは離れた距離。極小のドットにしか見えない人影を正確に判別し、身を乗り出して手を振るカムラン。本来なら聞こえるはずもない距離、だが二人は反応する。

「……あそこか。北欧の島国、良い風が吹く」

「元気だね、カム兄ちゃん。モナ姉ちゃんも、トーヤ様も！　う～っ、ワクワクする！」

　中東の伝統衣装。色とりどりの刺し繍しゆうが施された晴着姿の青年と少女。

　一人は荒野にすっくと立つ灌かん木ぼくのような、痩せた精せい悍かんな男。片手に端末、片手に手綱を手にしてロバを引き、その鞍くらに乗った幼い少女が無邪気に手を振り返す。

「改めて紹介するぜ、遊戯ゲーム村３位ジャファル・ハーン。遊戯村４位、アイラ・チャンドラ。これより、《獣王遊戯祭ベステイア》に参戦する！」

「ごめんなさい、遠すぎ、暗過ぎです。見えませんってば!!」

　仲間を示すカムラン、突っ込むエーギル。Ｅクラス代表遊戯者プレイヤー五名が揃そろい、間近で顔を合わせたのは、それからおよそ１時間後となった。





　＊






「検疫とかの手続き、メチャ大変だったんですからね。船便時間かかりますし……」

「申し訳ない」

　Ｅクラス総督府、事務室。連れてきた家畜を業者に預けて合流した男。

　ジャファルは端末を操作し、振り込まれたネットマネーの残高を確認しながら一礼する。

「国外に遊戯村の者が出るのはここ数十年無かったことなのでな。村の者たちはほぼ全員、極きわまった趣味人故に──土産のリクエストが非常に多く」

「お土産代!?　え、すいません。あの羊さんたち全部ですか!?」

「遊びは遊戯者の糧、我らの血肉。私も第三次大戦以後の高速通信網に、初めてこの端末を繋つなぐことができた。いいものだ──推しにスパチャを飛ばせるというのは」

　精せい悍かんな印象を台無しにするほど、唇を気持ち悪く緩めて推しに課金するジャファル。

『お、赤スパじゃ～ん！　お名前何て読むのカナ、これ？　由ゆ良らちゃん嬉うれしいゾ☆』

　金額と共に表示される赤いメッセージを読み上げるアイドル声優。

　リアルタイム配信されているゲーム実況を右手の端末で再生、右目の視線をピッタリとそれに合わせて動かさず、しみじみ呟つぶやく横顔に──エーギルは思わず数歩退ひいた。

「……すいません、この人チェンジすべきなのでは。かなりダメな人なのでは？」

「ジャファルは顔はいいんだけどなー。遊戯村屈指のクソオタク……アニメ好きなんだ」

「カムランが勝って１位になるまで大変だったのよ……。村に繋がってる旧通信網とか、データ通信容量が超少ないのに、無む理り矢や理り日本の配信サービスにアクセスするんだから。国内の違法サイトで我慢すればいいのに」

「違法視聴は断じてしない、課金がファンの作法故。また画質音質に妥協もしない。作画スタッフの努力、声優の演技、監督の演出意図を１コマに至るまで読み切るべし」

　真摯な面持ち。顔の上半分だけを切り取れば、神の法を崇あがめる司祭の如ごとく。

「今期はカムランに敗れたが故に、リアルタイム視聴を阻まれた。３位に許された通信量では視聴は絶望と思っていたが──村を出られてすべて解決した。感謝する、ぐふふ」

　──が、口元のだらしない緩みが、すべて台無しにして余りある男であった。

「すいません。イケメンでも惚ほれられそうにありません、この人」

「ああ、村長の血筋で金持ちなのに変態だから嫁も来ない。けっこうな生き恥だぞ！」

「気持ち悪いという欠点を除けば有能でいい男よ？　近寄りたくないけど……」

　呆あきれるエーギルに対し、ぶった切るように罵倒するカムランと追撃のモナ。

　だが仏像の如ごとき眼め元もとといやらしく緩んだ口元のまま、ジャファルはそれに答える。

「地方民どころか海外民の飢えなど諸君には理わ解かるまい。アニメのために日本語を覚え、一時は遊戯ゲーム村の頂点を極きわめた私だ。得た恩恵には然しかるべきものを返そう。だが──」

　抑揚に乏しい美声。静かなる自信がその言葉には籠っていた。

「すまないが、私など『ＨＥＮＴＡＩ』の名には値しない。アニメのために家族を捨て、オタ活のために上京し、家賃や食費すら捧ささげて推す真のファンに捧げるべきだ。父母兄弟姉妹を捨てきれず、されどアニメも捨てられぬ私には、ふさわしくなかろう」

　どこか外れた謙遜。されど本人にとっては、その差は極めて重大らしく。

「変態ならざる未熟者なれど、我が価値は必ず証明する。遊戯を以もつて」

「良かろう。実力さえあれば趣味嗜し好こうなど構わん」

「……構わな過ぎじゃないかなーって気もしますが、言うだけ無駄ですよね、すいません。ええと、それともう一人……お嬢さんが、『五人目』ですよね？」

　ちょこんとジャファルの衣の端を掴つかみ、立っている少女。

　年齢は十歳前後──凍とう城じよう未み恋れんと同年代か、やや下だろう。だが人形めいた空疎さを持つ未恋とは違い、華やかな晴着の奥に隠しきれない快活さ、元気さを放っている。

「うん！　よろしくね、エーギル様！」

「は、はい、すいません、よろしくお願いします……？」

　遊戯村第４位、アイラ・チャンドラ。彼女がぺこりと一礼し、

「あの……すいません、ごめんなさい。オチは無いんですか？」

「え？　オチ？　……何それ？」

「その、バトルマニアさんとお色気占い師さんの次がアニオタさんですし……アイラさんにも何かおありじゃないか、と。幼女のフリして人妻とか、実は男性だとか……」

「無いってば!?　カムラン、モナ、何やってたの!?　遊戯村が誤解されてるよ!?」

　クセの強い遊戯村の面々に慣れたせいか、そんな疑念を抱くエーギルに、恥ずかしげにアイラが叫ぶと、先着の二人はけらけらと明るく笑った。

「ハハハハ！　バトルマニアってオレのことだろ？　だいたい合ってるな！」

「……お色気占い師って、十代の娘を捕まえて酷ひどいわね。けど大丈夫よ、エーギル」

　静かに歩み寄り、モナがアイラの傍そばに立つ。アイラの背は長身のモナの腰ほどで、並ぶと活発な妹と静かな姉、といった雰囲気がある。

「この子、アイラは遊戯村ではクセのない方だから。おかしな趣味もないし、人格的には年とし嵩かさの長老や大人世代よりまともなくらい……」

「うん。それに」

　エーギルに微笑ほほえみかけるアイラ。ごく普通の幼女、そうとしか思えずに。

（私が言うのも申し訳ないんですけど、ホントにこの子で勝てるんでしょう……か!?）

　王女の思考が走る刹那。コンマ一秒、瞬まばたきした瞬間。

　モナの傍そばに立っていた、袖をつまんでいたはずの幼女の姿が──

「こういう芸もあるから、期待してね？」

「ヒッ!?　いいいいい、いつの間に!?　消えた!?　消えてませんでした、今の!?」

　まさしく一瞬。風ひとつ起こさず、音もなく。動きにくいはずの華やかな晴着のまま、アイラはエーギルの真横に立ち、地味なスーツの袖をつまんでいる。

「落ち着け、凡俗。タネは別に珍しくもないものだ」

　長椅子に座ったまま眺めていた透とう夜やが平然と言う。

「眼球は繊細な器官だ。保湿と清掃のため、ヒトは無意識に瞼まぶたを閉じる。無自覚に視覚を塞いだ瞬まばたきの瞬間、側面や背面に回り込む──よくある技だが」

　特筆すべきは、その『速度』。

「幼さと小ささに見合わぬ健脚、反射速度。さしずめ牙持つ子ネズミといったところか？　遊戯ゲーム村での選抜においても反射神経、身体能力を生かした遊戯では無双していたな」

「うん。そういう駒って、使いにくい？」

「いや？　遊戯の駆け引きに精通し、古式の忍びの如ごとき身体能力を持つ……か」

　透夜は静かに立ち、怯おびえたように固まっているエーギルを無視し、アイラを見下ろす。

「──弟に近い性能、性質だな。最終戦、ヤツも追放されたＦクラスからＣクラスへ席を移し、未いまだ抵抗の兆しを見せているが……俺が見ておらん隙に牙を研ぎ直したと見える」

　言うと、透夜は正面から幼女に向かい合い、その黒く艶つややかな髪に触れた。

「許す。我が軍の末席に立つがいい。アイラ・チャンドラ」

「あ……。うん！　任せて、トーヤ様！」

　子供らしい素直さで、張り切った声を上げるアイラ。その淡く色づいた頬ほおの意味は──。

「なあ、トーヤのやつ、知ってるのかな？　うちの村のあたりだと……」

「女性の頭に触れるのって、家族か結婚相手くらいよね。責任、取ってくれるかしら？」

「まずありえまい。そも異文化であり、ラブコメ的反応を期待できる人物ではない」

　アイラの笑顔も、恋愛にはほど遠い。異国の美しい王子様、それに対する忠誠と憧れ。その領域を出てはおらず、ラブコメらしい夢や誤解も抱いてはいないだろう、が。

「……ふふふふ、すっごくやる気になってきた[image: ][image: ]っ!!　勝つよ～っ、みんな!!」

　キラキラと輝きすら見えそうな、モチベーションに。

（子供らしくてカワイイですけど……たぶん、ハンドタオルの新製品くらいにしか思ってませんね、あれは。つきあいは短いですけど、そういう人です、絶対）

　白しろ王おう子じ透とう夜やという人間は、徹底的な実力主義者だ。

　彼を瞠どう目もくさせるような何か──輝く才能、遊戯ゲームの実力、どんなものでもそれがあれば、殺人鬼だろうが害虫だろうが空飛ぶサメだろうが一定の敬意を払うだろう。

　それ以外のモノ、たとえばエーギル・アルセフィアのようなものは、せいぜい。

（めんどくさい仕事を押し付ける便利な家具、的な……！　そんな位置を目指します！　ラブコメとか絶対できません。すいませんがアイラちゃん、後はお任せで！）

　こっそり拳を固め、無責任に少女の淡い思いを応援するエーギル、だが。

「そういえば凡俗。貴様、何を呑のん気きにしている？」

「え？」

　不意に振り返った透夜に言われ、思わずビクッと竦すくんでしまいながら。

「何を、と言われましても……。すいません、遊戯に関してできることはありませんし。そろそろ書類も片付いたので、お風呂に入って寝ようかな、と思ってました」

「それが温ぬるいというのだ。この俺が参戦する以上、明日の決着と共に貴様は女王だ」

　完全な決定事項を告げるように、絶対的な自信を以もつて言う。

「よもやこの俺が列する戴冠式を、この貧相な役所もどきで開くつもりではなかろうな？　最低限他国に舐なめられぬよう、その小汚さを誤ご魔ま化かす衣装くらい用意しておけ」

「……こ、小汚い……。ちゃんとクリーニングは出してますよ、このスーツ!?」

「存在が小汚い。凡夫俗人どもの価値基準において、王たるものがそれで良いとでも？　この俺が仮にも仕える王として、恥ずかしくない姿を心得よ」

「ひどっ!?　暴言!?　普通の女性ならわりとショックで死にますよ!?」

「勝手に死ぬな。せめて王として玉座で死ね。──来い」

　白い指がパキッと鳴る。透夜のそれを合図としたかのように、事務室の扉が開く。

　滑り込んできたのは数名のメイド、そして執事。どれもアルセフィア王室に仕えている、古参の使用人たちだった。

「え？　え？　え？　すいません、ごめんなさい。何をどうするおつもりで……!?」

「やれ、家具ども。この凡夫を最低限、衆目に映える程度には磨き上げよ。うまく成せば、新体制のアルセフィア王国において、女王付きの立場も得られると思え」

「ははっ！　お任せを！」

　凄すさまじく傲慢な命令。だが餌をちらつかされた者たちは反発より先に動き出す。

　屈強なボディーガードがガッチリとエーギルの両腕を捕獲。さらに新品のドレスや高価そうな装飾品が運び込まれるに至って、さすがの姫も流される前に声を上げた。

「ちょ、ちょ[image: ][image: ][image: ][image: ]っと待ってください！　すいません！　なんで従者がみんな透夜様に従ってるんですか!?　それとこんな高そうな服とか、ウチの予算じゃ……！」

「買った。欧州連合の代理人どもが売りつけてきたのでな。支払いは貴様のカードだ」

「ぴええええええええっ!?　ひ、ひどい！　わ、私の貯金が～っ!?」

「一国の姫がリクルートスーツ一着で国事に参加している方が酷ひどかろう。貴様の怠慢を、わざわざこの俺が正しているのだ。むしろ感謝するがいい、そして」

　呆あきれ果はてて言葉もない。そんな意図が伝わるような、額を押さえるジェスチャーと共に。

「貴様と俺の二択で、貴様を選ぶ奴やつがいると思うか？　理解したら準備を急げ、凡愚」

「……あ、はい。すいません、納得しました……」

　とほほ、と漫画のように肩を落とし、エーギルは執事とメイドにさらわれていき。

「ぷっ……。ははははは！　あいかわらず仲いいな、二人とも！」

「でも、ちょっと気の毒ね。……帰ってきたら、少し優しくしてあげたらどうかしら？」

「何を言う。格別の扱いをしているだろう？　あれはどうしようもない凡骨だが、困り果てて叫ぶ悲鳴は悪くない」

　さらわれたエーギルを見送り、爆笑するカムランとたしなめるモナ。しかし当の透とう夜やは、笑ってはいない、だが不愉快でもなさそうな──境界線の顔だった。

「特筆するほど愉快でもなく、さりとて苛いら立だつほど不快でもない。以前持っていた家具に、時とき任とうという手触りのいいタオルがあったが、それに近いな。より便利だが」

「サラッと言ってるけど人間だよな、そのタオル」

[image: ]

「それがどうした。家具では嫌だ、道具など好かぬというならば力を示せ。ヒトたるべき叡えい智ち、閃ひらめき、咲き誇るような人間性を見せてみろ。されば認めてやろう」

　透とう夜やの言葉に嘘うそはない。全人類を平等に見下し、無機物同然とみなす傲慢極きわまる男だが、その半面人の可能性を信じ、期待し続けてもいるのだから。

「──砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、ヤツのようにな。ヤツと鎬しのぎを削り、互いの精魂を絞り出すような遊戯ゲームがしたい。三千世界の烏からすを殺し、息絶えるまで延々と。さぞ楽しいことだろう」

「……感情、重すぎないかしら。見込まれた紅蓮とやらも、大変ね？」

「他ひ人と事ごとのように言うな、モナ・ラナ。ヤツとの遊戯、その鍵となるとしたら貴様だぞ」

　その言葉に、場にピリリとした気配が走る。

　愉悦に滾たぎっていても、白しろ王おう子じ透夜には芯がある。それは決して狂わぬコンパスのように、狂気を抑制して勝利へ導くブレざる指針だ。それが、今はっきりとモナを示していた。

「今後の方針だ。今後の遊戯について軽く詰め、後に睡眠、食事等の雑事を済ませておけ。遊戯開始は約12時間後、正午。疲労で頭が鈍っていたなどと下らん言い訳はさせん」

「御み心こころのままに」

「うん！　ありがとう。でも私、大丈夫だよ。ぜんぜん元気だから！」

　慣れぬ船旅に疲労はある。だがジャファル、アイラともどもそんな気配は微み塵じんも見せず。

「さて、次だ。モナ・ラナ、貴様の予知についてだが──この遊戯の結末までは見通せん。確かそう言っていたな？」

「ええ。結果が周囲に、世界に与える影響が大きすぎる……そうね」

　例えるなら、大海原にただひとり置き去りにされた水夫のように。

　どれほど優れた眼めを持ち、水平線の果てまで見通せようと、眼はふたつ。見える範囲、角度も限られており、３６０度の視界など不可能、それが人類の限界で。

「勝利と敗北がもたらす波紋が大きすぎて、運命を伝えるモノ……ダイスやカード、予知予言、どんなものを使ってもごく一部しか解わからない。そういうものよ」

「その断片、未来のカケラを利用して勝ち上がる。それが貴様のスタイルだったな」

　可能性の結果、結論の先取り。見える範囲は狭く小さかろうとも。

「ならば時間を限定すればどうだ？　カメラのピントを合わせるように、短い未来の予知なら今もできよう。そして貴様はそれで勝ち上がってきた──究極の後出しでな」

「ええ。私とジャンケンはしない方がいいわ……。私も、したくない」

　す、と優美な手つきでモナは三本の指を立てる。

　中指、人差し指、薬指──しなやかに伸びた褐色のラインに挟まれた古びたサイコロ。安いプラスチックではなく、磨いた骨で創つくられた骨こつ董とう品ひんのそれを。

「【７】──【５】と【２】」

　来客用に用意されていた安いコップ。透明なそれに放り込むと、カラカラと涼やかな音をたてて回ったそれは、やがて勢いを失い、停止する。その出目は──……。

「【５】と【２】の【７】……なるほど、正確だ」

　出目を操作する技術は存在する。人類が紀元前から行ってきたという遊戯ゲーム、その歴史はズル、チート、イカサマと共にあり続け発展してきた。サイコロそのものへの細工はもちろん、何の細工もないサイコロを振り方ひとつで操り、望む目を自在に出す技も存在する。

「古いにしえの博徒どもが伝えてきたそれとも違う。この俺の眼めから見ても特別なものなどない。ただ適当に転がしただけの出目が確実に当たる──」

「ええ。《視みえる》のよ、私には。何度でも試してかまわないけど？」

「要らん。遊戯の結果で証明してみせよ、モナ・ラナ。運命を観みる女」

　透とう夜やの手が伸びる。モナの顎に手をかけ、クイッと持ち上げて視線を合わせて。

「……！」

　少し恥ずかしげな視線、誤解を恐れるモナの意思がカムランに向かう。

　だが、嫉妬のひとつもするかと思った幼おさな馴な染じみは──。

「ああ、モナはすげえからな！　今は同じチームだけど、戦やり合あうのも面白いんだぜ！」

「次の機会に愉たのしませてもらうとしよう。いいな、楽しみが続くのは。素晴らしい」

「……サイテー。まあ、わかってはいたけどぉ……」

　乙女心など一切介さず、バトルのことしか頭になく。

　すねたように口にするモナに、しっかりと王の眼光を向けながら。

「貴様の能力の詳細について、聞かせろ。《獣王遊戯祭ベステイア》最終戦、その絵図を描くためにな」

「ええ。──それじゃあ、始めましょうか」

　諦めたような表情で女は語り、白き王子とその軍勢はその戦略を定めた。





●決戦直前・Ｃクラス




　そして時は過ぎ、最終戦当日──ルール詳細の開示から11時間。

　午前11時頃、決戦開始の正午まであと１時間という瀬戸際に。




「……紅ぐ蓮れん様って改造人間だったんですか!?　特オタ的には高得点、佐さ々さ木きです！」

「桃もも花かも知ってます。おなかのベルトに風とかで変身するヤツですね。あちょー！」

「違います変身しませんありえません！　何を聞いていたんですか、おバカたち！」

　Ｃクラスの送迎車内に響く声。イタリア製リムジンの重厚な車内に座る遊戯者プレイヤーたち。

「まったく……。お兄様を助け出すための聖戦だというのに、なんと自覚のない」

　ため息をつく砕さい城じよう可か憐れん。紅蓮の最愛の妹にして、Ｆクラスを追放されてなお兄を信じると決めた今、仲間を率いて遊戯ゲームの場へ向かうその姿に、迷いや揺らぎは消えている。

「でも、かなり衝撃的な情報だったよ。紅蓮の強さの秘密……それが砕城家に代々伝わる秘伝、ありとあらゆる遊戯の情報を詰め込んだナノマテリアルＡＩだったなんて」

「砕城家内部、それも中枢近くにいた監督役の言葉です。間違いはないでしょう」

　紅蓮の暴走を止めるため、Ｃクラスへの協力を申し出た監督役、黒婆ヘイボオ。

　深夜、彼女とその雇い主──第一王女、リングネス・アルセフィアによってもたらされた砕城家の内部情報、特に砕城紅蓮に関する情報は、ただちに解析されていた。

　一晩をかけた作業。情報分析に長たけた御み嶽たけ原ばら静しず火か、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐この協力のもと。

「佐々木さんの会長権限で獅し子し王おう学園のクオリア分枝と接続。可能な限りデータを解析、現時点での紅蓮の変化とその原因について、一定の考察ができたと思う」

　白しろ王おう子じ朝あさ人とが、組み立てた推理とデータを端末にまとめながらそう言った。

「…………」

　車内に沈黙が落ちる。ＡＩ自動運転の車内に運転手は存在せず、向かい合わせに並んだ三人掛けの座席二つを使い、五人の遊戯者たちが決戦の地へ向かう。

　進行方向に正面を向き、後部座席に横並びの三人。白王子朝人、桃もも貝がい桃花、佐々木咲さき。その逆、三人掛けの席に二人で座り、相対するのが砕城可憐、御嶽原水みず葉は。

　服装は皆同じ──決戦の衣装、獅子王学園の制服。日常と遊戯、両方の象徴とも言える姿で混こん沌とんに沈んだ街を進みながら、彼らは最後のミーティングを進めていた。

「はいはいは～い！　そのＡＩを頭に入れれば、桃花も紅蓮様になれるんですか？」

　重い空気を破るように、明るく挙手する桃貝桃花。

「結論から言うけど、無理だよ」

　断ち切るように、タブレット端末にまとめた情報を流しながら朝人は答えた。

「ＡＩと共生し、走らせる試みは白王子でもやっていたんだ。二十一世紀にＡＩは人類を超え、将棋や囲碁などのメジャー遊戯ゲームではすでに人を遥はるかに超えていたからね」

「端末を見ながらやったらバレバレですけど、頭にＡＩが入ってればズルにはなりませんよね。それなら絶対勝てるのでは？　桃もも花かでも勝てるのでは？」

「人間の脳髄はＡＩを走らせるようにできてないんだよ。当然だけど、電子部品と生体脳じゃまるで構造が違うからね。ある程度擦り合わせたところで……」

　過去の白しろ王おう子じ家の人体実験。

　朝あさ人と自身も間近で見た地獄を思い返すたび、怖おぞ気けが走る。

「──良くて、ＡＩの操り人形。機械が考えた最適の手を再現するだけの奴隷になり果てて、自我を喪失してしまう。当然遊戯者プレイヤーとして認められず、クオリアを通らない」

「つまり、脳内でＡＩを走らせるためには……」

「人間離れした『脳力』が必要なのさ。ＡＩと拮きつ抗こうする思考速度、神経速度、自我を保つ心の強さ。紅ぐ蓮れんは同時並列でＡＩと本来の人格を共生、走らせているらしいけど」

　可か憐れんの相あい槌づちに、朝人は頷うなずく。人間としての閃ひらめきを失うことなく、ＡＩと並列的に稼働する生体脳。砕さい城じよう家の秘伝、進化した次世代の超人こそ《砕城紅蓮》という唯一の成功例。

「紅蓮以外の存在に、耐えられるとは思えない。いや、耐えていることが問題なんだ」

「……佐さ々さ木き的にはかなり心配なのですが、やっぱり負担なんでしょうか？」

　最低最弱の遊戯者にして庶民オブ庶民、お飾りの獅し子し王おう学園生徒会長、佐々木咲さき。

　遊戯者ではないが故に、純粋に紅蓮という個人を心配する彼女に、朝人は己の頭──脳を示すかのように、こめかみのあたりを軽く指で数回、とんとんと打つ。

「例えば、僕が砕城の《二番目》──ナノマテリアルＡＩを受け入れた場合、二～三年は自我を保てると思う。常人よりは鍛えられた脳があるからね。けど」

　だが、それだけだ。

　神経細胞は回復せず、脳の消耗は癒えないままで。

「酷使された脳はオーバースペックにより焼き切れて、しだいに壊れていく。電源を切らないまま、延々と仮想通貨をマイニングし続けるハイスペックＰＣみたいなものさ」

「……めんてしないと、どうにもならない」

　舌足らずな言葉。可憐の隣に座り、その腿ももに膝枕のように頭を預けている人物。

《砕城》の人間兵器、その例──御み嶽たけ原ばら水みず葉はは、過去の地獄を思い出したかのように、可憐の腿に髪を埋うずめながら、丸めた背中をほのかに揺らす。

「どんどんどんどん、こわれてく。わたしがわたしでなくなっていく。……ぼろぼろぼろ。きおくがぬけて、こころがこわれて、ことばがきえて、しんでいく……」

「……水葉、さん」

　慰めるように、その背を撫なでる可憐。

「話を、戻そうか」

　支え合う二人の仕草にほんの少しだけ微笑ほほえみながら、朝あさ人とは残酷な真実を開示する。

「結論から言うと、脳内ＡＩによる強化は、脳が焼き切れるまでの能力だ。凍とう城じよう紫し[image: ]れんが妹を《武器》と呼んだのは正しいよ。まさしく使用回数制限のある《兵器》なのさ」

「遊戯ゲームを重ね、続ければ続けるほど壊れていく……。つまり、ＡＩ強化を施した凍城兄妹きようだい、そして元Ｄクラスのミラは、その代償を支払っているということですね？」

　水みず葉はを慰めながら言う可か憐れんに、朝人は答える。

「会見の時の壊れた様子から考えて、特にミラ・イリイニシュナ・プーシキナ、彼女への悪影響はかなりのものだと思うよ。クオリアの診断とも一致している」

　白しろ王おう子じに蓄積された脳改造術のデータと照らし合わせれば、その結論は不自然ではない。

「凍城兄妹、ミラは持久戦に弱い。これは推測だけど、限界がある可能性は高いと思う。それと──脳の壊え死しは免れたとしても、紅ぐ蓮れん自身にも悪影響、副作用はあるんじゃないかな？」

「「!?」」

　不吉な言葉に、可憐と水葉がゾッと震える。あたかも死神を見たかのような怯おびえの視線、それを鋭く受け止めながら、朝人は昨晩から考え続けた答えを告げた。

「人格は経験の蓄積だ。膨大な記憶は、無意識に影響を与える。シンプルに言えば、熱いストーブに触れて火傷やけどした記憶をもつ赤ん坊が、ストーブに近寄らなくなるように」

　経験、記憶、学習。そのプロセスが生体脳、ＡＩ、双方で成り立つのなら。

「砕さい城じようの遊戯記録は人類史の闇だ。砕城に破滅させられた敗者の末路と勝者の驕おごり、濃縮された業の塊を飲み込むようなものさ。それを延々と記憶し続けて……」

　事あるごとに想起し、参照し、閲覧し、忘れることもできないのなら。

「人格が歪ゆがんでも不思議じゃない。それは生身の紅蓮に対して人類への諦観や失望を与え、そして……生体脳に走るＡＩに、本来あってはならない『感情』を揺り起こす」

　本来、機械の情報に感情はない。当然のことだ。

　だが生体脳に移された情報は、その時点で生身の『記憶』となる。その蓄積から人格が生まれ、人格は記憶に対して感情を抱き、感情は人格に影響する。

「最悪のドミノ倒しだよ。僕の推理が正しければ、紅蓮のＡＩは記憶から生まれた感情によって暴走している。普段の紅蓮にはありえない破滅的、挑戦的な言動の動機が、砕城家の遊戯記録……《記憶》によって創つくられた人類、遊戯への反感だとしたら？」

「遊戯時代を終わらせる、クオリアシステムへの挑戦……。今回のお兄様の行動に、説明がつきますね。では、お兄様は感情を得たＡＩに操られていると!?」

「少なくとも、主導権を奪われているのは確かじゃないかな？　そもそもおかしいんだ、あれだけ遊戯を嫌い、日常を愛していた紅蓮が、自分から世界に宣戦布告なんて」

　まるで動機なき衝動殺人。推理を組み立てる情報は、黒婆ヘイボオによる内部情報と──。

「白しろ王おう子じ家のシステムを使って、紅ぐ蓮れんが《億年スイッチ》を使ったのを憶おぼえてる？」

「獅し子し王おうレジャーランドの件ですね。道化師、クラウンと名乗る遊戯者プレイヤーとの戦い……」

「そう。あの時の接続ログや内部情報を、コッソリ入手して調査してたのさ。加速された時間、億年の虚無に耐える精神構造。そこに紅蓮の強さの秘密があるのかも、ってね」

　朝あさ人とが恋人、姫ひめ狐この協力を得て精査したデータ。

　砕さい城じよう紅蓮の脳内、そこから判明した体感時間の超加速、《億年スイッチ》対策とは。

「《忘却》──一度体感しても、記憶しなければ人格に影響はない。紅蓮は虚無の時間を体験し、そして即座に忘れることで人格を保っていたんだ」

「……すうおくのじかん。きがくるう、こわれるまえに。わすれさる……？」

「そういうこと。たとえば５分過ぎた直後に、その５分の記憶を消す。それを繰り返せば、体感としては一瞬で５分が過ぎ去ったように錯覚するのさ」

　あたかもそれは、《億年スイッチ》の元となったネット上の思考実験。

　押すたびに永遠にも等しい虚無が訪れ、それと引き換えに大金を得るが、押した者は虚無の苦痛を忘れるが故に何度もスイッチを押し続け、虚無の地獄に落ちるというアイディア。

　──連続する忘却によって、虚無の重圧を消し去る。

「紅蓮と彼かのＡＩは、自分の記憶を完全にコントロールできるんだ。たぶん……兄さんが同じ拷問を受けて平気だったのも、似たような技術だと思う」

「便利そうですね！　嫌なことを一瞬で忘れて、好きなことだけ覚えてられるなんて」

「いや～……。どうでしょう、桃もも花かさん。佐さ々さ木き的には、それって超怖いんですけど」

　お気楽に感心する桃花に、ぞっとした面持ちで佐々木が言う。

「成功も失敗もその人のものですよ。大事な経験で、記憶で……。ホイホイ弄いじれちゃっていいものなんでしょうか？　チートやりだしたゲームに飽きちゃうみたいに、すぐ人生に飽きちゃう気がして。とてもじゃないけど怖くて使えないですよ、佐々木は」

　素朴な言葉、当たり前の言葉だった。

　佐々木咲さきはどこまでも庶民で、どこまでも普通の人間でしかない。勝つためならばすべてを犠牲にするような遊戯者の覚悟、逸脱した感覚とも無縁であり、それが故に。

「ＡＩでも、紅蓮様ですよね？　厳しいようで優しくて、桃花さんや佐々木みたいに、目の前で虐げられている人を見捨てておけない、あの人なら……」

　蓄積された遊戯ゲーム記録。砕城家の闇、《遊戯記憶》が。

「醜い世界、虐げられる子供、踏みつけられる敗者。全部を救済するために、一度世界を根こそぎ壊す──そんな発想を生むことが、あるんじゃないでしょうか？」

「「「………！」」」

　すべての始まり、学園生活の最初で桃花を、佐々木を、楓かえでを助けたように。

「これからの犠牲者を全員救うため、遊戯ですべてが決まる新時代を壊す。とんでもない発想ですが……お兄様として振る舞うＡＩなら、考えつくかもしれません」

「うん。けど、遊戯ゲームの時代が終われば、つぎにくるのは……」

「血みどろの時代だね。再び人類は武力を手にする、しかない」

　遊戯の時代、人は『敗者』という少数に『遊戯』で負債を押し付けることで安定を得た。

　戦争の時代、その負担は国家が背負っていた。遊戯者プレイヤーという特定の個人ではなく、国家に命じられた軍隊が優劣を競い、大多数に負担を振り分けるシステム。

「どちらが正しくて、どちらが間違ってるんでしょう……。わかりません、佐さ々さ木きには」

「当然でしょう。これは、答えが存在しない問題なのですから」

　しゅん、と萎しおれた佐々木に対し、可か憐れんは軽く息を整え、考えをまとめる。

「人類がどうの、遊戯時代がどうのと主語が大きすぎます。そもそもお兄様を取り戻す、そのためだけに戦います。余計なことを考えてブレる必要はありません！」

　きっぱり、はっきり、お兄様絶対主義を貫く可憐。

　遊戯社会の犠牲は多い。可憐や紅ぐ蓮れんはもちろん、家族と引き離されて人体改造を受けた水みず葉は、虐待同然の生活をしていた朝あさ人とや姫ひめ狐こ。遊戯により狂った、子供たち。

「それに、社会の大多数が遊戯の恩恵を得ていたのも事実です。国家間の争いは根絶され、暴力は極端に減り、経済活動も安定。大戦の傷痕すら癒えつつある、今」

　極端なゲームチェンジ。ルールの変更は、巨大な混乱を招く。

「すべてを壊すなど、あまりに過敏すぎるでしょう。何よりも、お兄様と私を引き裂こうとする邪知暴虐のＡＩに天てん誅ちゆうを下してやらねば……！」

「かかか！　結局それか。ま、それでいい気もするがのう？」

　拳を握り、唇を噛かんで闘志を燃やす可憐に、背後から声がかかる。

　ＡＩ自動運転が主流となった現代においても、マニュアル操作用の運転席は存在する。

　その隣、助手席から身を乗り出した姫君──アルセフィア王国第三王女ヌグネは、その年齢に似合わない童顔をニシシと緩め、快活に笑う。

「世界がどうのと偉そうな顔で深刻ぶりおって、地に足がついておらんのじゃよ。そりゃ人助けは尊いことじゃが、助けてと言うてもおらん者に手を伸ばしても無意味じゃろ」

「意外なことを言うのですね。弱者救済は、貴女あなたの信じる神の教えにもあるのでは？」

「そらあるわい。じゃが、人間には誇りが、尊厳っちゅうもんがあるわ」

　道端でゴミを食らうドブネズミと、貧しいながらも生き抜く人に差があるとしたら。

「子供たちは、ダイスやカードを握り、あるいは端末を握ってアプリを起動しとる。誰かに救ってもらいたいわけじゃないわい。遊戯で自分の家族や仲間を養うためにの」

「……しってる。しずかが、いってた。おかしやさんで、こどもたちと……」

「遊んだ、と言うておったの。遊戯時代の終しゆう焉えんは、そんな子供らの努力も潰すんじゃよ。そんなもん、放置しておけるほうがおかしいじゃろがい！」

　憤ふん懣まんやるかたないヌグネ。水みず葉はもまた身を起こしながら、妹──静しず火かの話を思い出す。

　この国に来たばかりの頃。駄菓子の毒見に使うつもりで呼び寄せたスラムの子供たち。最初は利用するつもりだった、しかし一緒に遊ぶうち、そんな気持ちは消きえ失うせて。

「助けるって、言ってた。遊戯ゲームの結果がどうなるかわからないけど」

「静火さんが、そんなことを？　でも、スラムの子供たちはかなり大勢いるのでは……」

「よいよい。大聖堂まで連れてくれば受け入れる、とわしが許可を出したわい。お主らは勝つことだけを考えてくれればいい。子供らの保護は、勝った後の未来のためよ」

　その時、微かすかな振動音が響く。

「あ、すいません、佐さ々さ木きです！　……噂うわさをすれば、静火さんたちですね」

「……妹いぬ？　おさんぽ。げんき？」

　マナーモードにしていた端末をポケットから出す佐々木に、可か憐れんの膝から起きた水葉が這はうように身を乗り出す。すると佐々木は、送られてきたそれを皆へ見せるように。

「こんなカンジみたいです。大変そうですけど……でも……！」

　タッチパネルに表示された写真と動画。

　スーパーマーケットを略奪しようと押しかけたスラムの住人をまとめて全員相手取り、ボコボコに叩たたきのめされた暴徒をまとめ、遊戯で決着をつけている──。

『報酬は追加でいただきマスからね。貸しプラスワン賞確定デース、モモカ！』

『お姉様に伝えてくれ！　帰るべき場所は！　この妹が、必ずや守る……と!!』

　自信満々、カードゲームを片手に殺意を向ける数十人の暴徒を相手に無双中。

　桃もも貝がい農園印のバナナ片手のラテン系遊戯傭よう兵へい、アビゲイル・ナダールと背中を合わせた御み嶽たけ原ばら静火。腕組みして仁王立ちの堂々たる姿に、子供らが憧れの視線を向けている。

『炊き出しをはじめました。……武運を、祈っています』

『こんなことしかできない自分が情けないとも感じますが……。勝利を！』

　割かつ烹ぽう着ぎに頭巾を被かぶった目隠しの少女、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こと楠くすの木き楓かえで。二人は大聖堂の前に仮設のテントを立て、第六区画からあふれる難民への炊き出しや救護を手伝っていた。

　美う味まそうな豚汁と大きなおにぎり。湯気の立つ炊き立てご飯を握ろうとして大慌ての楓、平然と手際よく握っていく姫狐のカットに、思わず朝あさ人との頬ほおが優しく緩む。

「姉さん……。ありがとう」

「ええ顔しとるのう。わしがお主らに賭けたのは、間違っておらんかったようじゃ」

「……そうかな？　戦争を前に、ずいぶん甘く見えると思うけど」

　前部座席から身を乗り出し、端末を覗のぞき込こむヌグネ。照れ隠しのように強がる朝人に、

「ひねくれ白髪イケメンよ、甘くてええんじゃよ。戦うのにたいそうな理由はいらん」

　美味いものを食い、金を儲もうけ、家族と共に過ごすために戦う──。

「腹で戦え。股間で戦え。頭で競ったところでＡＩには勝てん！　たんまりと朝飯を食い、恋人への想おもいでナニをビンビンさせながら突っ込むくらいでちょうどええわ！」

　卑ひ猥わいなフィンガーサインを決めながら、一国の姫が啖たん呵かを切る。

「それはそれで怖すぎません!?　とてもできる気がしません、佐さ々さ木きです！」

「何をほざくかノーマルバケモン。朝飯の佃つくだ煮にご飯、三杯もおかわりしよってからに」

「え、だってお腹なか空すいてましたし……そのくらい普通ですよね、桃もも花かさん」

「むしろ足りないくらいでは。桃花的にはお肉が欲しかったです、たんぱく質が！」

「しょーがないじゃろ、ウチ貧乏なんじゃ。米があっただけマシと思え」

　顔を見合わせる佐々木と桃花に、ヌグネはにやりと笑みかける。

　この二人が特別図太いのではない。ついさっきの出発前、大聖堂の中に作られた仮設の避難所で、五人の遊戯者プレイヤーたちは例外なく旺盛な食欲を発揮し、しっかりと食べていた。

「……そうか。紅ぐ蓮れんが僕たちに求めたものは、ただの平凡な《日常》だった……！」

　遊戯ゲームに浸り、背中を追って走る可か憐れんや朝あさ人と、水みず葉はを見るたびに向けた悲しい眼まな差ざし。

　紅蓮の朱あかい眼めに宿る感情を思い返し、可憐はハッと気づく。

「今のお兄様が切り捨てた、大切なもの。《日常》の空気をまとったまま、戦うこと……。それが武器になる。そういうことですか、ヌグネさん」

「おう。フツーにやっても勝てんからの？　なら、フツーじゃないやり方で勝負せい」

　ヌグネ・アルセフィアは遊戯者ではない。

　その本質は政治家、調停役だ。人と人を繋つなぎ、宗教やビジネスで繋がって社会を営む。即すなわち、マクロな視点での《日常》を描き、そこに人々を住まわせる者だ。

「──You play with the cards you're dealt ……whatever that means.」

「『配られたカードで勝負するしかない。それがどういう意味であれ』……ですか」

　アメリカの漫画家が描いた犬のキャラクターの、非常に有名なセリフをヌグネは引用する。

「さよう、不遇不満を嘆いたところで何にもならん。ショボい手札を嘆くより、ショボい手札で勝負することを考えよ。遊戯者ではないわしが贈れる、最後の言葉じゃ」

　それが遊戯に何をもたらすのか。大波乱を巻き起こすのか、それとも順当に実力及ばず、叩たたき潰され戻ってくるのか。結果は未いまだ未確定、誰にもわからない。

（そう。……敵はまさかのお兄様、その最強無敗を支えたＡＩ。完全な格上、実力勝負で勝てるはずもない。けど、それでも。……度胸だけでも、勝てなければ！）

　振り返り、身を乗り出したヌグネと可憐の視線が絡まる。鋭い眼、朝食をしっかりとり、仲間と語って緊張もほぐれた可憐には、鋭さとしたたかさが備わっている。

「協力に感謝します、ヌグネ王女。例の件も、頼みます」

「わかっておるわい。手札はゆるふわ女子高生、ボケボケ農民娘、腹黒イケメンに狂戦士バーサーカー、あげくのはてにブラコンとくる。いやはや、最低最悪じゃな！」

　嘆きながらも、その毒舌に陰はない。カラッとした罵りを聞きながら、車窓を流れる風景に目的地が近いことを察したのか、御み嶽たけ原ばら水みず葉はがそっと、手を伸ばす。

「──でも、あきらめない。でしょ？」

「ええ。当然では？」

　ぎゅっと手と手が繋つながる。隣り合わせに座った二人、可か憐れんと水葉。

　指を絡める恋人繋ぎ──だがその行為が示すのは恋愛関係ではなく、固く誓った同盟の絆きずな。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、ただそれだけを求める少女たちの共同戦線。




「貴様らに全部賭けてやる。わしの権力財力魅力に実績経歴その他いろいろ。一いち蓮れん托たく生しようのオールインで、頼まれた件すべて叶かなえてやるわ」




　だから、と叫ぶ。




「頼んだぞ。ユーリを……妹を。止めてくれ……！」




　血が滲にじむような声だった。世界のため、秩序のため、人々のため……。

　そんな大義名分は、本心を隠すオブラート。ヌグネが漏らした本音の本音、想おもいの核心。それはこの場にいる全員の共感を呼び、遊戯者プレイヤーたちは同じ目的にひとつとなる。




「結局、妹想いさんなわけですね。そういうのいいって思います、佐さ々さ木きです！」

「つまり紅蓮様とユーリさんをドカッとお助けすればいいわけですよね？　ちょっと戦うかもしれませんけど、それはそれで焼肉定食。頑張りますよ[image: ][image: ]っ!!」

　平々凡々とした言葉で同意を示す佐々木と、ズレた雄お叫たけびをあげる桃もも貝がい桃もも花か。

「……たぶん、弱肉強食、って言いたいのかな？　今のは」

「ええ。桃花さんですから、漢字四文字と覚えていただけで賞賛に値するでしょう」

「おばか。でも、そういうの……わるく、ない」




　クスリと笑む白しろ王おう子じ朝あさ人と、砕城可憐、そして御嶽原水葉。

　想いをひとつに戦場へ向かう遊戯者たちの車は、アルセフィア王立学園正門を潜くぐり──

　一般生徒の姿なき敷地を進み、《獣王遊戯祭ベステイア》最終戦の舞台へと到着した。





●最終戦争ラグナロク




　学園管理棟・大講堂。

　朽ちた石壁に蔦つたが這はう。ドーム状の高い屋根を持ち、ファンタジー小説を思わせる古いにしえの彫刻に飾られたここが、実は近代科学の極致を祀まつっているとは誰も思わないだろう。

　ステンドグラスや石畳の陰を這う通信ケーブル。まるで巨大な脳と神経網のように張り巡らされた有形無形のネットワークは、この国を統括する情報通信の要。

　血管じみたそれは、以前この部屋で行われた【ディベート・ゲーム】で使われた六つの棺ひつぎ、仮想空間接続用のクオリア筐きよう体たいに繋つながっているのだが。

「これは……各クラスに置いてあったログイン筐体かな？」

「最終戦に使用するため、急きゆう遽きよ運び込んだものでしょう。少し雰囲気は合いませんね」

　苔こけむした古の聖堂に、近未来的なログイン筐体が追加されていた。

　その数は全部で９基。元々置いてあった６基にプラスし、15基が円を描くように並ぶ。血のような赤い布をかけられた棺の横にロボットアニメのコクピットじみた機械が置いてあるのは何ともミスマッチだが、そんな違和感などすぐさまかき消える。

　新生Ｃクラスの六人が可か憐れんを中心に入室すると──。

「来たか。役者が揃そろったようだな、開始時間の正午にはあと２分ほどあるが……ククク。待ちくたびれたぞ、すぐにも始めてかまわんのではないか？」

「待ちきれない、って顔をするな。おあずけだ、少しは我慢を憶おぼえろよ」

　Ｅクラス、白しろ王おう子じ透とう夜や。Ｆクラス、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。

　それぞれに自陣の遊戯者プレイヤー四人を連れ、白はく貌ぼうの吸血鬼と赤眼の最強が対たい峙じする。

　張りつめた空気、ビリビリと皮膚に突き刺さるような気配の中で。

「遊戯ゲームはまだ始まってない。──いま《兵器》をこっちに向けんのは悪だ。おまえ、悪人か？」

「人の妹捕まえてヒッデェ言い方するなあ。アンタ、モテないだろ？」

「すやぁ……ん～……おにい……」

　妹を肩車。兄の頭を抱いて眠る未み恋れんを支え、睨にらみ合うは凍とう城じよう紫し[image: ]れんとカムラン・マリク。

　一見ただの妹想おもい、だが紫[image: ]の行動には隠しきれない毒があった。

「《魔凍の瞳》……だっけ？　異能封じの力があるってことはエーギルに聞いてる。遊戯開始前、全員が集まるここでその子が目を開いたら……その時点で、攻撃だろ？」

「ハハッ。お見通し、ってワケ？　ま、そんな小細工しないって。必要ねーし」

　上目遣いの笑み。その言葉は嘘うそではなく、ただ。

「絶対勝利の紅蓮サマと、脳を電子化しまくったせいで壊れかけとはいえ──ロシア産の人間兵器と、エグいことじゃそれなりに知られた砕城家の遊戯兵器。博徒あがりのお姫も侮れない、キッチリ強い勝てる布陣だ。横綱相撲で叩たたき潰してやんよ」

　……キンッ。

　麗しく塗られた爪がコインを弾はじく。古びて彫りの浅くなったそれは、旧時代の金貨だ。

　小さくとも重い金貨を指だけで垂直に投げ、空中で拾う。パシッと肌を打つ音が小気味よく響き、刻印された図柄を眺めたのは、若き妖艶な女占い師──。

「嘘うそね。その言葉すらブラフ、ということかしら？」

「そんな感じだよね。油断できないよ、ああいう人。実際の強さより、したたかだから」

「警戒しよう。だがしかし……あちらのメンバーには、病人が混じっているのでは？」

　紫し[image: ]れんの言葉を『嘘』と断じたモナの隣には、ジャファルとアイラが立っている。彼らの視線は凍とう城じよう兄妹きようだいではなく、紅ぐ蓮れんの傍そばでひっそりと佇たたずむ者たちに注がれていた。

「……問題、ありません。問題、ありません。遊戯ゲーム、実行可能。待機中、でス……」

　ピク、ピクと音節ごとに身を震わせる、糸の切れた操り人形じみたロシア美女。

「お気遣いなく。有機連結頭脳体クラウデイアン──生体脳の共鳴を利用した情報ネットワークが、飽和状態になっているだけです。壊れかけてはいるようですが、まだ戦えるでしょう」

　言葉は穏やかながら、その意図は『死ぬまで使い潰す』と断じるのと同じ。

　車椅子を押すユーリエル・アルセフィア。そして彼女の介護を受けながらヒクヒク震え、涙と涎よだれをうっすらと零こぼし続けるミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。

　二人、特にミラの異常は、傍はた目めにも明らかで──。

（予想通りの【壊れかけ】ということでしょうか？）

　そんな意図を一切表に出すことなく、可か憐れんは静かに推理する。

　だとしたら策はある。砕さい城じよう紅蓮という最強と共にさまざまな遊戯を潜くぐり抜ぬけてきたのは、可憐をはじめとする獅し子し王おう学園メンバーなのだから。

（お兄様は最強。お兄様とぶつかることは絶対の敗北を意味します。ならば──）

（お兄様以外に、勝つしかない。ミラやユーリエルさん、そして凍城兄妹も強敵ですが、食い下がれないほどの差は無いはずです。特に今回の遊戯の性質を思えば……！）

《獣王遊戯祭ベステイア》最終戦、【国王の鬼ごっこ】。

　チーム戦でありながらも各自独立して動く遊戯の性質上、紅蓮との直接対決を避けて他を脱落させ、こちらが複数人残っていれば……勝機は、存在するはずだ。

　そのはずだ、それなのに。

（……ミラの気持ちが、今さらながらわかってしまいますね。これは……！）

　紅蓮が、可憐を、見ていない。

　朱あかい瞳が貫くのは白しろ王おう子じ透とう夜や。そこから外れることなく、警戒はほぼ彼に集中している。切り捨てた妹、敵となったかつての味方に対し、紅蓮は徹底した無関心を貫いていて。

「……お兄様!!」

　棘とげのように突き刺さる。まるで親の関心を惹ひこうとあがく子供のように。

「可か憐れんか」

　悲痛な叫びをあげる可憐に、紅ぐ蓮れんは。

　視線をぶらさず、顔も向けず。ただ空いている左手だけを妹に向けた。

「兄妹きようだいの情にでも期待したか？　──だが、今の『俺』に私情を挟む余地はない」

　親指と人差し指。二本の指をたて、左手でちょうど拳銃の形を作る。

　アクション映画の俳優が、群がる悪党を視線も向けず、無造作に放った弾丸で始末していく過程のように。不自然な姿勢のまま、敵意さえなく、ただ──。

「いつもお前は『俺』の思うままに振る舞えと言った。自由になれと、能力を発揮しろとな。そうしているのに、何が不満だ。くだらないノイズを、増やすなよ」

「それがお兄様自身のご意思であるのなら、私は世界滅亡の瞬間ですらお供します！」

　きっぱりはっきり、迷いはない。そう断言する可憐に、後ろの方では仲間たちが「流石さすがにそれはちょっと」「ヤバいです……」と呆あきれていたが、それはどうでもいい。

「たとえ陣営から切り捨てられようと、それが勝利の過程なら飲み込む覚悟もあります。が、今の貴方あなたがお兄様とは思えない。──違いますか、《二番目》!!」

「ほう」

　向けられた銃口、それに見立てた左手がコクリと頷うなずくように動き。

「必要な情報は入手しているらしいな。第一王女リングネス、監督役の黒婆ヘイボオあたりか？　だが、俺は俺だ。砕さい城じようの遊戯ゲームＡＩ《二番目》に自我が存在するわけじゃない」

　それはあたかも双頭の蛇。

「右脳左脳を意識して区別する人間がいないように、お前が言う《お兄様》と《二番目》に区別は存在しない。ひとつの意思と肉体にふたつの人格がある、それだけだが」

「……つまり、遊戯社会への挑戦、破滅は《お兄様》の意思でもあると？」

「誰でも思うだろう？　現実など滅びてしまえと願ったことが。潰しても潰してもウザく遊戯を持ち掛けてくる奴やつ、いつまで経たっても足を引っ張る味方、ただ穏やかに暮らしたい、それだけなのに手柄顔で人を遊戯に巻き込んで悦に入る『妹』とかな」

　左手の指銃が示していく。透とう夜やを、桃もも花かや朝あさ人とを、そして──可憐を。

「実行に移さなくても、存在する以上俺達の意思は共通だ。お前が言う《お兄様》の意思、俺自身の生体脳は反発を示しているが、軽い自己矛盾でしかない」

「肉体の反発を意思で抑えている？　なら、やはり、《お兄様》は……！」

「抵抗の意思、拒否感は存在するな。だが、それがどうした？」

　行動と感情が１００％一致し続ける人間など、存在するだろうか？

　誰しも必要だから、お金のため、生活のためと言い、嫌だ面倒くさいと言いながら仕事に出かけ、反発する感情を押し殺して仕事や学業に励んだ経験があるはずだ。

「俺にとってはそれと同じだ。表層の行動に現れない程度の感情ノイズが存在する、それは認めよう。お前たちがそれを正確に読み、敵対する側に回ったことも理解できる」

　だが。

「ぶれているな、可か憐れん。お前は俺が求める日常を好まなかった。大人しく社会に埋没しようとしている俺を遊戯ゲームの舞台に引きずり出したお前が、何なに故ゆえ止めようとする？」

　強い紅ぐ蓮れん。勝つ紅蓮。強い兄こそ可憐の《お兄様》だというのなら。

「それは俺だろう。もう一度言う、お前が言う《二番目》と《お兄様》に境目などない。お前が都合よくひとりの俺を切り分けて、敵味方に区別したがっているだけだ」

「違います。先ほどまで半信半疑でしたが……今話してみて、確信できました」

　指の銃口を凛りんと睨にらみ、可憐は豊かな胸元に手をあてて、強くその意思を主張する。

「《お兄様》が日常を選んだのは、大勢を踏みつけ、傷つけることに疲れたから。ですが、《二番目》──貴方あなたがしようとしているのは、その真逆ではありませんか！」

　遊戯時代の敗者のため、踏みつけられた子供たちのため、未来のためだと言いながら。

「砕さい城じよう家を破滅させるまでは、いいでしょう。ですがクオリアシステムの信頼性を棄損し、社会を壊すかのように動くのは、ありえません。それこそお兄様が一番嫌っていたこと、弱者を踏ふみ躙にじる強者の傲慢、それそのものではありませんか！」

「人間の性さが、悪なり。──そう言ったのは誰だったかな？」

　愉快げな言葉が挟まる。紅蓮と対たい峙じしたままの白しろ王おう子じ透とう夜やが、隻眼に愉悦をこめて。

「ヒトは野蛮な動物だ。三度の大戦で地球を脅かし、ついには核兵器で大陸の形すら歪ゆがめ、十億単位の命を犠牲にしてようやく戦争の愚かしさに気づいた、というフリをしている。が、結局のところその本質は、一切合切何ひとつ変わってなどいないのだ」

　兵器開発を遊戯者プレイヤー育成に代替しただけ。

　自分の利益のために他者を犠牲にすることを厭いとわない。人類の歴史に変革はなく。

「故に成立した遊戯社会に、お前は明確なノーをつきつけた。そうだな、紅蓮？」

「歪みの補正に伴う必要なコストだ」

「馬脚を現しましたね。ＡＩ」

　ごく短い答え。人命犠牲をコストと言い切る傲慢に、可憐は強く反発する。

「お兄様は優しい方です。遊戯者として犯した罪、弱者を踏みつけた痛みを抱えながら、許しを乞うこともせずただひとり隠れ、耐える道を選ぶような人です!!」

　確かに紅蓮の強さに惹ひかれてもいた。

　だが、可憐が誰よりも、何よりも、眩まぶしいほどに愛したのは──。

「守る、救うと言いながら、弱者をコストと切り捨てる矛盾。本来のお兄様は違います。最強不敗の力を持ちながら、身近で苦しむ人に手をさしのべずにはいられない……そんな、優しさがある人です。本家の中庭で、私を助けてくれたあの日のように！」

　その優しさがどれほど身に染みたことか。

　無能と切り捨てられ、鞭むち打たれてばかりだった幼少期。可か憐れんが強くあろうと思ったのは、ただひたすらあの日、手をさしのべてくれた兄に応えるためで。

「私は貴方あなたに挑みます、《二番目》。お兄様の一側面に過ぎない貴方を否定し、切り捨てられた優しさを、強さだけではない大切な《お兄様》を……取り返してみせる！」

「面倒な話だ。……旧時代の膿うみは、やはり出し切るしかないようだ」

　そしてようやく、紅ぐ蓮れんの眼めが。

　万里万象を見通す深紅の眼が──片方だけ、可憐を射い貫ぬく。

「思えばお前も《砕さい城じよう》の産物だ。その身に刻まれた本能が遊戯ゲームを求め、犠牲を増やす。ならばこの遊戯が終わり、世界が塗り替えられた暁には……」

　銃の形をした左手で、可憐の額を狙う。ばん、と跳ね上がる指の銃口、それは。

　死をもたらす銃弾のサイン！

「その命を以もつて、遊戯時代の終しゆう焉えんとしよう。他の砕城と同じく、新時代から除外する」

「ククククク……。ハハハハハハハハハハ!!」

　堰せきを切ったように、感情が弾はじけた。

　紅蓮と対たい峙じし続けていた透とう夜や。ぶれることなく向いていた紅蓮の右眼、それときっちり視線を合わせ、一切動かすことなく火花を散らしながら、愉快げに。

「いいぞ。いいぞ。いいぞ！　この場は遊戯時代のフルコース……究極の晩ばん餐さんだ。色とりどりの前菜に、食いごたえのたまらんメインディッシュ。縛りを解き、望む世界の実現のために世界を飲み込み食らわんとするか、砕城紅蓮。遊戯の怪物よ!!」

「ならばお前はさしずめ戦の神か？」

「北欧神話の神ティールか。魔法の紐ひもグレイプニルの証明のため、自ら腕を犠牲とし──最強の獣を捕らえた勇敢なる神。だが生あい憎にくと、俺は隻腕ならぬ隻眼でな」

　ククク、と諧かい謔ぎやくに喉を鳴らし、薔ば薇らの刺し繍しゆうが施された眼帯に触れて。

「北欧神話になぞらえるなら、隻眼の神オーディンこそ俺にふさわしい。神の時代の終焉、ラグナロクにおいてフェンリルに挑みし挑戦者としてな」

「つまり負けて食われる運命か。不吉だな」

「運命を覆す。だからこそ燃え、滾たぎるのだ。不可能だからこそ挑むのだ」

　熱い。視線にギラギラとした意思が燃える。

　物理的な熱すら発してるかの如ごとき覇気、空気が歪ゆがむ陽炎かげろうを錯覚するほどの意思。

「貴様に出会い、俺はようやく困難に出会えた。全人類が当然の如く享受する悦楽──壁にぶつかり、それを乗り越え、成長するチャンスを手に入れたのだ!!」

　生まれながらに与えられた《最強》。人類のバグとも言うべき異常な天然の能力が故に、白しろ王おう子じ透夜にリスクはない。挑んだ時点で確定する勝利など、何の価値があるだろう？

　最初の一度や二度は楽しめるかもしれない。だがそれしかない世界など、つまらない。勝利に飽き、敗北に焦がれ、強者を求めた獅し子し王おうの飢えが、今……満たされる。

「さあ、たっぷりと味わわせてくれ。俺が知るのは敗北の苦さか、勝利の果実の甘さか？　まずは前菜を食い散らし、貴様との対決の席を設けるとしよう！」

「前菜って僕のこと、かな。認識はしてくれてるみたいだね、兄さん」

　わずかに兄の視線が向いたことを察し、朝あさ人とが嘯うそぶく。

「当然だ。もはや韜とう晦かいもしておられまい？」

「能ある鷹たかは爪を隠す、なんて言い訳はもうしない。僕は弱いよ、兄さん」

　だが、それでも。

「弱いから戦えない訳じゃない。戦うしかない時が来たんだ。僕自身のために、兄さんのために、そして紅ぐ蓮れんのために。挑ませてもらうよ、兄さん──いや、透とう夜や」

「待たせてくれたものだな、朝人。生まれてこの方、お前は俺の期待を裏切り続けてきた。血を分けた兄弟でありながら、俺と競える可能性を持ちながら、無様に下を向いてな」

　服従と忍耐の時代は終わった。今ここにあるのは新時代、それを選ぶ最終戦争ラグナロク。

　最強不敗の伝説か。挑戦者たる飢えた獅子か、追い詰められた弱者が意地を見せるか。

「牙を剥むいたからには甘あま噛がみでは困るぞ？　しっかり俺を楽しませろ、朝人」

「もちろん。けどごめん、それはただの過程だ。最後に挑むべきは──紅蓮だからね」

「まとめて来い、白い兄弟たち。可か憐れん、お前もだろう？」

「ええ。最強の伝説、破らせてもらいます。覚悟しなさい、《二番目》!!」




　獅子たちが揃そろい、咆ほえ狂う中で。




『《獣王遊戯祭ベステイア》最終戦【国王の鬼ごっこ】参加申請受諾。

　Ｃクラス代表、砕さい城じよう可憐以下五名。

　Ｅクラス代表、白しろ王おう子じ透夜以下五名。

　Ｆクラス代表、砕城紅蓮以下五名。

　計十五名──接続開始ログインスタート』




　機械の神クオリアの託宣と共に、遊戯者プレイヤーたちは仮想空間へと躍り出る。





　＊






　──息をするたび、ベタつくような土つち埃ぼこりを感じた。




　乾いた空気、薄く陽炎かげろうが昇る平へい坦たんな地面。石灰で描かれた陸上競技用のトラック。

　空に輝く太陽はほぼ真上、設定された時間は正午あたりか。ＣＧとは思えぬリアルさは脳を完全に騙だます欺ぎ瞞まん、現実に等しい嘘うそを吐くクオリアシステムの真骨頂。

「設定された戦場は６エリア。【特別教室棟】【大聖堂】【食堂】【中庭】【薔ば薇ら園えん】」

「そして【校庭】……初期地点は、ここという事ですか」

　紅ぐ蓮れんの言葉をユーリエルが繋つなぎ、周囲をざっと見渡す。

　広大なグラウンドに点在する人影、ぽつぽつと現れた十五人の遊戯者プレイヤーたち。

　遊戯者たちは動かない。いや……動けない。

　見えない力、磁力のような吸着力に足を囚とらわれ、出現地点から動けないのだ。その理由を、ただちに無機質なクオリアの音声アナウンスが説明してくれる。

『【鬼役国民投票】──Ｃクラス、Ｅクラス、Ｆクラス、投票中です。お待ちください』

「今頃、現実世界では残してきた連中が票のとりまとめに動いているだろう。俺達の側は獅し子し王おう創はじ芽め、世紀単位で衆愚を操ってきた奴やつだ。問題なく終わる」

　現実と仮想は繋がっている。ごくわずかな投票期間中、現実に残った支援者たちが動く。遊戯ゲームの成り行きによって選ばねばならない二戦目、三戦目以降とは違う。




　この初回、各クラスが誰を【鬼】とするか、その選択は──。

　仮想ならぬ現実に残った支援者の戦いによって、決まるのだ。




「ククク。……ま、言われた通りにしておこうかネ？　ちょちょいと、ナ」

　囚われの紳士、獅子王創芽が白銀の髪に触れる。その一筋をつまんだ指が引かれると、蜘く蛛もの糸のような極細の繊維が伸び、通信回線を侵略ハツクする。

「この国の情報技術はそれなりだが……。第三次大戦以降の情報通信網、その礎を作ったのはこの私だヨ？」

　接続先はこの国の主要なＳＮＳ、報道機関、インフルエンサー。

　極度の情報化社会において、万人が端末と回線を用いて情報発信能力を得た。しかし、どの時代においてもその信頼、拡散力、さまざまな要因が情報強者と弱者を生む。

　遊戯時代を牛耳るクオリアの司祭たる創芽は、それら情報強者すべてを握り──本人に操作されているという自覚や疑念を一切与えることなく、その方向性を決めるのだ。




『Ｆクラス、【鬼役国民投票】終了──鬼役、砕さい城じよう紅蓮!!』




　流れ込んだ票が真っ先に【鬼】を選び、やや遅れて。




「操作の必要はありません。そんな手段もお金もありませんし」

　エーギル・アルセフィアは動かない。というより、動けない。

　無能たる彼女には情報操作などという技術もなく、矢面に立つ発信力もない、が──。

「ですが、初回の鬼役は既に決まっています。そう、変えようがないんです」

　粗末な役所。使い古しのデスク、ぼろぼろの事務椅子に腰かける麗しの姫君。

　スタイリストにより磨き上げられた、一国を統べるに相応ふさわしい宝石、ドレス、靴。貧乏くさい執務室から異様に浮いたその姿のまま、エーギル・アルセフィアは端末を握り。

「私が遊戯ゲームに参加していない以上、国民に周知されている名前はたった一人だけ。それも、Ａクラスを倒した勝者として紹介された、その記憶もいまだ新しいのですから……！」

　遊戯村の四人はつい昨晩到着したばかりの二人と、表の遊戯で目立っていない二人。

　ならば、結論は必然だ。最後のひとり、Ａクラスを倒した男にすべてを託す。

「……ごめんなさい、すいません、どうか、どうか、どうか……！　よろしくお願いします、神様仏様透とう夜や様その他なんでも助けてくださ[image: ][image: ][image: ]い……!!」




『Ｅクラス、【鬼役国民投票】終了──鬼役、白しろ王おう子じ透夜!!』




　破れかぶれの祈りを見えざる手が聞き届けたかのように、Ｅの代表が決まり。




「さあて、お主ら！　メシは食うたな!?　食うたら投票せいよ!?　よいか[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

『オオオオオオオオオオオオオオ………ッ!!』

　Ｃクラス、大聖堂の門前に集う人、人、人、人、人。

　暴動かと見み紛まがう大群衆。数千、数万、数十万。

　Ｃクラス、第三区画の民のみならず、ＡやＢからも押し寄せた人々が喝采を送る。

「金。メシ。女。宗教。即すなわち物欲食欲性欲名誉にやりがい自己肯定感!!　俗物の欲求なぞ、結局バラせばこのへんじゃ。握ってしまえば楽勝よ。かっかっかっ！」

　神聖なる俗物、ヌグネ・アルセフィア。生き残った王族で唯一《獣王遊戯祭ベステイア》以前から政治的に活動し、宗教的人脈を駆使してコネクションを構築してきた人物。

　己の支配領域でありながら実権を奪われたままだったユーリエル、裏方専門のエーギルとはそれが違う。一声かければ十分に民を動かし、望むがままに【鬼】を選べる。

「とはいえ、これはある意味必然じゃがの？」

　お立ち台に君臨し、沸きたつ群衆を見下ろしながらヌグネは思う。

　本来、Ｃクラスの象徴であった聖女クリステラは堕落し、フラヴィアと共に退場した。今遊戯者プレイヤーとして登録されているのは全員元Ｆクラス、Ｃの住民には馴な染じみがない。

　そんな中、いきなり投票しろ、誰か勝てそうな人間を選んで鬼にしろ、などと。

「言うだけ無駄じゃ、わかりゃせんわい！　あとは方向性を与えてやればええ。一人動けば次は二人、二人が四人、四人が八人となって動く。ガンガン釣れる、爆釣じゃあ！」

　獅し子し王おう創はじ芽めのそれが情報化社会における、技術に特化した群衆操作術であるならば──

　ヌグネのそれは古典。人と人との草の根、口コミ的な繋つながりを利用したアナログ操作。これによりＣクラスの群衆を操作し、望む人物を【鬼】に選ぶことができる。

　砕さい城じよう可か憐れんとヌグネ・アルセフィア。手を結んだ二人がか細い勝利の糸を掴つかむための策。そのひとつが群衆操作による【鬼役国民投票】の操作だった。

「……Siシー. 準備はできています、ヌグネ」

「おう、頼むぞよクリステラ。彼女ができて色ボケしようと見た目じゃわからん。ククク、聖女が性女に鞍くら替がえしたとも知らずに支持しおって、男は哀れよのう！」

「……[image: ][image: ][image: ]!!　[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　報告にやってきたクリステラが顔を真っ赤にしてヌグネを叩たたく。からからと笑いつつ、彼女が差し出した情報端末を探ると、彼女はとある人物を選択した。

「約束は果たすぞい、可憐よ。さて、最初の【鬼】は……こやつじゃ!!」

　その選択は素早く群衆に知れ渡り、同期していく。炊き出しの列に並ぶ大人が、祈りを捧ささげる老人が、はしゃぎ合っていた子供たちすら端末に触れ、その人物へ投票する。




『Ｃクラス、【鬼役国民投票】終了──鬼役、桃もも貝がい桃もも花か!!』




　かくして、各クラスの鬼役が確定し──。




『これより５分間のクールタイムを挟み、【国王の鬼ごっこ】第一戦を開催します』




　仮想空間の空にカウントダウンが刻まれる。グラウンドに点在していた人影が動き出し、ある者は仲間を求め、ある者は単独で、開放されたエリアに散っていく中。




「最初の鬼役は貴様と俺か。これもまた運命……といったところかな？」

「そんなロマンチストじゃないだろう、お前も俺も。ただの操作された必然だ、透とう夜や」

「……え、え[image: ][image: ]っと……？」




　睨にらみ合う紅ぐ蓮れんと透夜のはざま。

　桃貝桃花はギラつく視線と氷の眼光にふくよかな頬ほおを刺されつつ、乾いた声で笑った。





　＊






　──【04：37】




　空に投影されたデジタル数字、クールタイムを示す５分間が刻まれていく中。

（桃もも花か、アウェイです！　何ですか、この異物感……!?）

　ジリジリと熱く睨にらむ透とう夜や、それを平然と受け止める紅ぐ蓮れん。その間に挟まれている違和感。無関係だからと切り捨てるには存在感が大きすぎて、過ぎゆく時間が気まずく長い。

（ううううう……。が、がれんざ[image: ][image: ]ん～……。ぎびぢいですよう……！）

　心はすでに泣いている。遊戯ゲーム開始直前のミーティング、【鬼】に選ばれる予定の桃花に、可か憐れんはとある命令を出していた。最低限それを果たさなければ。

（……勝てない。勝ちたい。勝たなきゃ、ダメです！）

　スペックの違いが理解できない訳ではない。白しろ王おう子じ透夜、砕さい城じよう紅蓮との差は大きすぎる。既に彼らにとって桃花は眼中になく、ただお互いの間に転がった石ころ程度のものだ。

　だが、それでも、やらなければならないことがある。

　そして、できることがある。この遊戯、この状況、この条件なら……！

「[image: ][image: ][image: ]………ッ!!」

　精一杯シリアスに唇を結ぶ桃花に、「ほう？」と透夜が話しかける。

「少しは人らしい面をするではないか、家具。──最強に挑むに恐怖は無し、か？」

「無いですよ。だって、二回目ですから」

「…………」

　ピクリ、と白い眉がわずかに揺れる。

　桃もも貝がい桃花は小さく狂暴な獣のように、ふわふわの髪を振りながら牙を剥むく。

「会長は初めてなんですよね？　けど、桃花は二回目です。だから怖くありません。ただ、ただ、全力でガブッと噛かみつくだけなんです。それが、できるんです!!」

「ほう、ほう、ほう。……いやいや、ククク」

　思いがけないものを見た、という貌かおをした。

　それはあたかも一切期待していない不ま味ずそうな皿、盛られた料理を舌に乗せた瞬間。

　思わぬ美味、思いがけない芳香に不意を突かれた美食家の如ごとく──。

「愚かだな。だがその愚かさが好ましい。中途半端な才人よりも、愚鈍に走る愚者こそが試練を超える鍵やもしれぬ。永遠を恐れ、追い越せぬことを知り、足を止めるアキレスはただの敗者だ。敗れると知りながら、駆け続けるアキレスこそが最も尊い」

　アキレスと亀。亀の二倍の速度で駆けるギリシャの英雄アキレス。

　距離は縮まるが０にはならない、そして永遠にアキレスはのろまな亀を追い抜けない。

　そんな数学的パラドックスを──。

「アキレスさんは知りませんけど、呆あきれるくらい頑張りますよ。だって、だって……」

　桃もも貝がい桃もも花かは頭が悪い。

「可か憐れんさんが、桃花を選んでくれました。つまり、桃花がエースですから!!」

　数学的パラドクスも知らない。互いの戦力差に気づく能もない。ただあるのはひとつ。

　託されたバトン、与えられた命令、それを達成するための手段、その思考のみ！

「我が学園の落ちこぼれ。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの飼っていた残り滓かす、道化師までもを動員したＣには何の期待もしていなかったが、爪痕を残す程度の活躍は期待できそうだな」

　だが、と白しろ王おう子じ透とう夜やは隻眼を向ける。

　ようやく実現した直接対決、焦がれ続けてようやく出会えた人生最初の【強敵】に。

「砕城紅蓮。貴様との直接対決の前には、思いがけぬ前菜も霞かすむな？」

「人間関係を飯に例える癖はどうかと思うがな。意外と食いしん坊か、透夜」

「クク、失礼。食事に例えるなら、俺は生まれて一度もまともな料理を口にしておらん。どれもこれも代用食、ままごとに作られた泥団子と変わらぬモノだ」

　強者との戦い。ワクワクさせる驚き。胸滾たぎらせる情熱を、ぶつけるものが存在しない。

　白王子透夜の世界に、色はなかった。世間が言い立てる凄すごい奴やつ、強いと言われた存在も、実際に相対してみればすぐに尻尾を巻いて負け犬になる。

「俺に言わせれば、愚かさと紙一重の選択こそが人類とそれ以下を分ける要だ。愚かなら肉体を鍛えろ。肉が細くば目を養え。戦う術すべは無限にある。が、多くはそれを選ばない」

　辛つらいから、勝てないから、負けるとわかっているから。

　だから武器を捨て、勝負を放棄して腹を見せる。ごめんなさい、助けてください。勝者の慈悲を縋すがってねだる。醜い、透夜が最も嫌うヒトならざる道具ども。

「愚者でもいい。賢者ならなおいい。戦う覚悟を持ち食いついてこい。常々そう思ったが、疑問を捨てきれなかったのも事実だ。同じ状況で、俺はそれを選べるのか？　とな」

「ほへ？」

　理解できず、疑問符を浮かべる桃花に。

「わからんか。単純だ、俺より強いモノが存在しなかったからな」

「……だから、格上を相手に自分が折れるかどうか。最も嫌う人間以外の存在に堕おちるか。その判別すらできなかった。確信はあっただろう、だが証明ができなかった」

　透夜が、紅蓮が、互いから視線を外さぬままに言い募る。

「証明できたか？　──お望みのものが、ここにはあるぞ」

「ああ。証明できた。俺は人間だ。貴様という初めての試練に折れることなく心が躍る。この興奮に比べれば、容易たやすく忘れ去れる五十億年の虚無など塵じん芥かいに過ぎん」

　俺は、と熱い息と共に透夜は吐き出す。

「お前のため、星々の生涯より長く待った。焦がれたぞ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。我が宿敵よ」

「片思いだな。俺はお前にそれほど興味を持っていない」

　冷たい視線。機械仕掛けの人形めいた平板な眼まな差ざしの、その奥に。

「だが証明はまだ終わっていない。初めての敗北、初めての窮地、初めての混乱。すべて乗り越えてこそお前は、お前自身が定義するヒトになれるんだから」




　時は過ぎ──【00：03】

　クールタイム残り３秒に、紅蓮は。




「お前がヒトか、家モ具ノか。──決まるのはその時だろ、透とう夜や」

　煽あおるような色はない。からかうような気配を含んだ『生』の声に。

「!?」

　透夜が反応する前に、３秒が経過する。

　クールタイム終了のアナウンスが流れるよりもなお早い、コンマ数秒のアドバンテージ。遊戯ゲームを運営するクオリアが処理する内部データと、それを遊戯に反映するまでに至る隙に。




　……カッ!!




　靴がカスタネットのように鳴り、桃もも貝がい桃もも花かは跳んでいった。





　＊






【校庭】エリア──残された鬼役三名の姿が、ごく小さく見える位置。

　グラウンドの境界線、野球用バックネット。遊戯開始直後、その影へ四人が滑り込む。

「プレイボ[image: ][image: ]ルッ、ってかァ！　ハハッ、悪くねーじゃん、青春っぽくて！」

　妹、未み恋れんを抱えて真っ先に身を隠したのは凍とう城じよう紫し[image: ]れん。

　不健康な顔色、痩せた体から貧弱に見える少年だが、現実の運動能力がアバターに反映されるクオリアの仕様上、常人離れした身体能力は基本として持ち合わせている。

　いかに小さいとはいえ人間一人を抱えながら、遊戯開始の一瞬。わずか十数秒で【校庭】を縦断、フェイクとして植え込みや藪やぶに身を隠して視線を切り、滑り込んだのは。

「やきゅー？　……みたこと、ある」

「この学園にゃ、アメリカ……Ａクラスも出資してたしな。そのノリだろうさ」

　片隅に作られた野球用のバックネット。リアリティの演出か、ちらほらと野球ボールやバットなどが転がっているその裏に、凍城兄妹きようだいは身を隠し。

「──クオリアＡＩによる監視を排除。脳共鳴接続完了。外部情報、確認」

　平板な声が耳を打ち、ケケッと紫し[image: ]れんは狡こう猾かつに笑う。

「ミラ、あと王女サマ。そっちも打ち合わせ通りイッてるみてーっスね？」

「問題ありません。ミラ」

「……あア」

　答えたのは、先ほどまで車椅子で震えていたとは思えぬ立ち姿。

　ユーリエル・アルセフィアとミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。

「改造の後遺症によって運動に支障が出ているかのように思わせ、油断を誘うブラフ……。というよりは、クオリアに反映される運動能力は筋力の値を参照して計算されているため、現実世界で歩けずとも、筋肉さえ衰えていなければ、仮想空間内では歩ける。わざわざ車椅子の姿を敵に見せたのは小細工ですが、初戦を勝利で飾るためには必要でしょう」

「個体名【ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ】……正常に稼働。運動能力、思考速度、すべてにおいて潜在能力の１２０％を開放していル。脳共鳴ネットワーク接続。外部情報を獲得。現在、Ｆクラス国民コメントを操作、獅し子し王おう創はじ芽めの指揮により欺ぎ瞞まん情報の流布に成功しタ」

「便利だねえ。テレパシーもどきの直接回線、脳共鳴ネットワークを使えば遊戯ゲーム中、外部情報の閲覧も自由自在。それに獅子王創芽の情報操作能力が加われば……」

「──ああ。こんなこともでき、ル」

　ミラは静かに瞼まぶたを閉じる。

　黒い帳とばりが降りたような視界が外部と繋つながり、共有された意思、視聴覚が同期する。

「遊戯開始と同時に、【国王の鬼ごっこ】観戦サイトと国民コメント機能が開放された。Ｃ、Ｅ、Ｆの国民は不可視の【眼め】となって血眼で敵対クラスの所在を探っている」

　外部情報を閲覧できるミラには、そのインターフェイスが理解できる。

「視点の提供はいわゆるＴＰＳに近いようだ。我々全員の頭上、やや後方に見えないカメラが存在し、Ｆクラスの国民はそれを好きなように切り替えることができる」

　つまり、参加している遊戯者プレイヤー全員が直接遊戯の様子を動画配信しているようなものだ。各国民は自国の遊戯者を自由に選び、その視点で遊戯を観みることができる。

「他のクラスも同じ、ってことか。よそのクラスの視点は得られねーんだよな？」

「そう。ふつうにかんがえると、おおぜいがあつまるのは……悪手」

　紫[image: ]の問いに答えたのは凍とう城じよう未み恋れん。意外に逞たくましい兄の腕、そして指に触れながら彼女は言う。

「おおぜいのしてんが、ひとつにあつまる。すると、みんながそれをみて……こめんと、たくさんかきこんでいく。じっきょーじょーたい。いち、ばればれ……」

「そうだ。この瞬間にも【鬼】が我がクラスのコメントを閲覧すれば、すぐにもこの位置は発覚するだろウ。しかシ、それハ、我々にとっテ想定内だ」

　回らぬ舌、だがそこにＡＩらしからぬねっとりとした情念をこめて。

　ミラは愛いとしい男の面影を想おもい、唇の端を自らの指で緩めて笑顔を作る。

「ハジメ・シシオーは、Ｆクラスの国民コメントを掌握しタ。ヒントを与えるような発言をブロックし、嘘うその位置や状況を実況させていル。すべてハ！」

「紅ぐ蓮れんの指示通り、ということですね。昨夜のルール発表以前から、紅蓮は獅し子し王おう創はじ芽めを通じて情報ネットワークを掌握していた。それがここで……活いきた」

　書き込まれる膨大なコメントの渦。弾幕のように流れていく無数の文字から古い情報を抜き、有効な情報のみを手に入れるのは、いかに優秀な【鬼】といえど至難の業。

　自然、重要なのは情報の精査。ログから真実を抽出する作業となる……が。

『良くも悪くも、Ｆクラスの国民は制御できない。ユーリエル君は統治能力を失って長く、国民にしてみれば彼女に従う義理はないわけだ。強権で規制したところで反発が生じるし、ログには必ず真実が混じるのさ。利益だけで人間は動かないからネ』

　ミラと共有された意識の中で、飄ひよう々ひようとした獅子王創芽の声が響く。

　情報操作に端末すら必要ない。機械化されたクオリアの司祭が操るのは──。

『故に、必要なのは検索を妨げるノイズだ。コメント権を持つ国民の３割ほどが無意味な、何の価値も無い合いの手や絶叫をブチ込むだけで、難易度は非常に跳ね上がるヨ♪』

　どこか楽しげな思考にミラの感情が煽あおられ、イラッと波打つ。

　だが創芽の打った策は、確かに効果を発揮しており。

『うっひょいお尻！　ユーリちゃんのお尻、今見えた!!　エロ！』

『お義に兄いさんもうちょい妹ちゃん高く抱き上げて！　スカート！　うっひょい！』

『うっひょい！　うっひょい！　うっひょい！　うっひょい！』

「[image: ][image: ][image: ][image: ]────ッ!!」

　あまりのウザさに、ＡＩを取り込んでなお、ミラは不快感を隠せない。

　遊戯者プレイヤーたちの外見やスカートの中身、一挙手一投足に至るまで。決して居場所や周囲の状況に関わるヒントを出すことなく、ただひたすら嫌らしい視点でのみコメントを残す。

　そう誘導された無数の群衆、獅子王創芽というトリックスターに支配された雑音ノイズの波は、Ｆクラスのコメントを閲覧する者の分析力に大きな負荷を与えるだろう。

「……手段は最低だが、有効だ。我々の所在は簡単には割れまイ」

「うん。……そー、かな？」

　スカートの裾を押さえるようなお姫様抱っこ。

　兄の腕にすっぽりと収まり、自らもその首に手を回しながら、凍とう城じよう未み恋れんが言った。

「うまくいくなら、いい。けど……」

「？　どういうことですか？　盗聴の防衛策としては、問題ないと思いますが」

「だな。正直言ってムカつくけど、エロトークだけやってりゃ情報なんて掴つかめねえし」

　完全に防げるなどとは期待していない。

　鬼役として選ばれた男──白しろ王おう子じ透とう夜やなら10分、いや５分もあれば工作の匂いを悟り、盗聴という手段での索敵を諦めるだろう。だとしても、この策は有効だと言える。

「ルール上設定された索敵手段のひとつを潰せる。やっといて損ねーし、有効じゃね」

「ええ、私もそう思いますが……。何か心配でも？」

　覗のぞき込こむように目線を合わせるユーリエルに、

「うまくいくなら、いい。けど……」

　ぷにぷにとした幼い指を、凍とう城じよう未み恋れんはすっと、つきつけて。

「さいしょから、あてにしてなかったら。そんなの、いらない」

「「「！」」」

　スタタタタタタタタタタタタタタタ……ッ!!

　グラウンドを駆ける靴音。機関銃じみた爆音、土煙をたてて一直線に。

　風になびくピンクの髪。フェンスの金網越しに見えたその姿は。

「桃もも貝がい、桃もも花か!?　……おいおいおいおい、Ｃの数合わせだろ、あいつ!?」

「そのはずですが……いけません。あれは、こちらを、捉えています!!」

「う[image: ][image: ][image: ]んん[image: ][image: ]にゃろ、は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　意味のわからない奇声。たぶん意味などなく、本人も無意識だろう。

　遊戯ゲーム開始からわずか５分、一瞬の迷いもなく一直線にフェンスへ駆けてくる桃花の姿に、声もなく遊戯者プレイヤーたちは動き出す。バックネットを壁に、左右へ散って。

（フェンス裏は藪やぶ。視界を切ってバラバラに散りゃ、問題ねえ！）

「ふやっ!?」

　妹を抱え直し、凍城紫し[image: ]れんは走り出す。ミラ、ユーリエルとは逆方向へ。

　逃げ切れるタイミング。普通の人間、普通の速度を相手にしていれば確実に離脱できる。御み嶽たけ原ばら水みず葉はのような人間兵器であればともかく、ぬるい遊戯しかしてこない学生に……！

「ちょいっ!!」

　バックネットの金網が揺れ、派手な金音が響く。

　高さはおよそ10メートル、高く飛んだボールを受け止めるよう先端が内に曲げてある。スカートを盛大に揺らし、桃花のローファーが垂直の網を蹴りつけた。

「……は!?　おい!!　ちょっ……待てや!!」

　ガシャガシャガシャガシャガシャガシャガシャッ!!

　突き刺さる靴、揺れる金網。垂直のフェンスをよじ登り、唖あ然ぜんと見上げた一瞬で頂点へ、10メートルものバックネットの上へと桃貝桃花は飛び出していく。

（嘘うそだろありえねえクオリアだぞアバター改変能力チート!?　──いや、無理だンなことできねー。じゃああのピンク生身で同じことできるってのかよ。人間じゃねえ!!）

　凍とう城じよう紫し[image: ]れんは彼女を知らない。

　かつて獅し子し王おうレジャーランドにおける遊戯ゲームにおいて、フィジカルスペックのみで紅ぐ蓮れんに挑み、食い下がったことを。頭を使う遊戯、思考が必要な遊戯にはまるで向かないが。

「オイオイオイオイオイオイオイ!!　やべえやべえやべえ来ん……なあっ!?」

「…………ッ!!」

　それはまるで、獲物を樹上から襲う肉食獣。

　跳び上がったフェンスから命綱もなしに飛び降りる。背を向け、藪やぶに飛び込んだ紫[image: ]、その間近に生えていた樹の枝めがけ落下するや、太い一本の枝を掴つかんで速度を殺す。

　メキメキメキ……ビシイッ!!

　位置エネルギーと重力に負け、枝がヘシ折れた。だが桃もも花かは止まらない。落下する枝、飛び散る葉を吹き飛ばし、反動を利用してふたたび跳ぶ、その狙いは！

「【捕獲アレスト】です[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　……バヂンッ!!

「はあっ!?　……げほっ!!」

　薄い背中で肉が爆はぜた。叩たたきつけられた掌てのひらの衝撃に、紫[image: ]は息を詰まらせる。

　体勢を崩して転がりながらも、妹を巻き込むように抱きしめてかばう。前のめりに転び、千切れた枝葉の青あお臭くささを嗅ぎながら、しばし地面を転がって。

[image: ]

「何だ何だ何だよあいつ……!?　意味わかんねえ、人間兵器でもねえのに何だあの動き!?　チートはクオリアがハネるからありえねえ。っつーことは、生身でアレかよ!?」

「……たぶん、例外。おかしい、にんげん……！」

　驚き呆あきれた声を兄妹きようだいは上げる。まさかただの人数合わせ、数合わせ程度に思っていた。

　いかに遊戯者プレイヤー養成校、獅し子し王おう学園とはいえ。ぬるま湯のような遊戯ゲームしかしてこなかったはずのたかが一生徒が、ただただ純粋なスペックだけで度肝を抜いてみせたのだ。

『【捕獲アレスト】成立。遊戯者──凍とう城じよう紫し[image: ]れんが【鬼】となりました』

　全体アナウンスが響く中、ガッ！　と地面に手をついて。

「紅ぐ蓮れんサマ、あんなムチャクチャなのがいるなんざひとっことも言ってねえだろが……！　何か考えでもあんのかもしれねーけど、この遊戯だとアレはやべえだろ!?」

　思い切り平手打ちを喰くらった背中、痛みに顔をしかめながら紫[image: ]は立った。

　走る速さはもちろんだが、あの敏びん捷しよう性せい、瞬発力はほとんど野生動物だ。立体的な障害物のある場所で逃げに徹されたら、それこそ散弾銃でもないかぎり捕獲できる気がしない。

「あのアマ……どこいった!?」

「いない。もー……にげた？」

　周囲を見渡すが、あの特徴的なピンク色は影も形もない。

　妹を抱きしめ、怪け我ががないことを指先で確認して、紫[image: ]は苛いら立だたしげに地面を蹴る。




「…………！」




　追われる側から、追う側へ。

　急変する状況に対応し、兄妹がひとつの影として駆け出す。

　そしてわずか１分後、ふたたび事態は動く。





　＊






『桃もも貝がい桃もも花かが【子】となりました。カウントダウン開始。再捕獲可能まであと【00：59】……』




　直接聴覚に響くアナウンス。

　表示されたステータス画面が【鬼】から【子】へ変わった瞬間、桃花は歓喜した。

「やったやったやっちゃいました[image: ][image: ][image: ]っ!!　大金星です、ゴールデンです[image: ][image: ]っ!!」

　目指すは中央。喜びつつも仲間との合流を目指し、桃貝桃花は駆け抜ける。

　隠れる必要などない。猪いのししじみたスピードで一気に【校庭】を突っ切り、【特別教室棟】【大聖堂】【食堂】といった建物が林立する学園中央部へ向かっていく。

（桃もも花かさん。お兄様に食い下がった貴女あなたは、切り札となる可能性があります）

　遊戯ゲーム開始直前のミーティングで、可か憐れんが桃花に語った作戦。

　他のクラス、他国の遊戯者プレイヤーにはない数少ない利点。獅し子し王おう学園生徒、そして桃花というフィジカル極振りの尖とがったキャラクターを生かした先制攻撃だった。

（クオリアのアバター、その性能は現実の身体能力に準じます。リアルで強い人間は仮想空間でも強く、そして遊戯を盛り上げるための調整が施されている）

（……何だか難しい話ですかね？）

（簡単ですよ。現実に比べれば、クオリア上のアバターは疲れにくく、痛覚も鈍いんです。遊戯に対する忌避感を和らげる程度のごくごく弱い調整ですが……）

　特にこの【国王の鬼ごっこ】のような遊戯はその傾向が強い。長時間逃げたり隠れたり、運動量が多く激突も予想されるため、安全性と遊戯のスムーズな進行のため調整される。

（私たち獅子王学園生が他国の遊戯者に勝るとするなら、その点……補正されたアバターに慣れているかどうか、という事は武器になります。つまり）

（つまり……どういうことなんでしょう？）

　可憐の意図が理解できず、首を傾かしげる桃花だったが。

（失敗を恐れる必要が、ありません。高所から落下しても重傷を負う危険は少なく、全力で長く走り続けることができます。東北の野山を駆け巡った桃花さん、貴女なら）

（走り放題、逃げ放題……追っかけ放題ってことですね!?）

　考えることは苦手だ。だが、ひとつの命令を実行することならできる。

　ヌグネの工作により初回の【鬼】となることが予定されていた桃花に託した奇襲戦法。

（最初の標的は、Ｆクラス。それも遊戯開始直後、クールタイム明けの５分以内です）

　ここで鍵となるのは【鬼】に与えられる特殊能力──【盗聴インターセプト】。

　遊戯開始直後、すべての参加者は隠れ、安全を確保している。想定された遊戯の流れは、【鬼】が【盗聴インターセプト】などの能力を駆使して探索を進め、敵を追跡し、捕まえること。

（つまり、開始直後。能力が解禁された瞬間、【鬼】に選ばれた者はたとえ白しろ王おう子じ透とう夜ややお兄様であろうと、その【能力】で獲物の位置を特定するために動きを止める。それが、ただひとつの隙です。追う側も追われる側も必須と考える探索の時間、これを省いて直接叩たたければ──先手を取り、一撃を加えることが可能になるはず。──桃花さん。貴女ならそうした能力も機能も使うことなく、原始時代の狩人かりうどのように……敵を追跡し、奇襲をかけることはできませんか？）

（え、え～っと……？）

　無む茶ちやな話だ、と誰もが思う。

　何の手がかりもなしにバラバラに散った人を探し、追って、５分以内にタッチする。

　本来なら不可能だ。だが、その不可能を──。

（つまり追っかけて捕まえればいいんですよね？　わっかりました[image: ][image: ]っ!!）

　ピンクの猟犬と化した桃もも貝がい桃もも花かは、やってのけたのだ。

（……できるだろーね、モモカなら。適任なんてもんじゃないデース）

　作戦を聞いた桃花の旧友、ラテン系遊戯ゲーム傭よう兵へいアビゲイル・ナダールは語る。

（友達いませんでしたから、モモカの遊び場は基本山デス。それも管理されてない自然の、野犬とかフツーに出る山。山菜取りから魚釣り、道具は全部現地調達で）

　内容だけなら、ほとんど軍のサバイバル訓練。農作業の手伝いの他、暇つぶしといえばただただ広がる緑の荒野、大自然で生きることしかなかった。

（ホームステイしてた頃、一度だけつきあったことありますケド……。ついてけねーデス。土のにおいからそこを通った動物を見抜き、猿より早く切り立った崖を登る。アレはもう一刻も早く都会に出さないと、野生に還かえったまま戻ってコネーと思いましたヨ）

　呆あきれたような、懐かしいような……微妙な顔のアビーを思い出して、桃花は笑う。

「仮想現実だからですかね？　リアル山よりにおいは不鮮明ですけど、イケました！」

　一見足跡など残らないように思える、整地された固いグラウンド。

　だが追跡のイロハを知っている者には砂利の乱れやわずかな凹へこみが判別できる。

　野生の環境でわずかな違和感をもとに獲物を追跡するのと比べれば難易度はむしろ温ぬるく、追われる側の獲物が大した警戒もしていないとあっては、むしろ楽勝の部類だ。

（この遊戯、桃花に向いてるのでは!?　もしかして、勝てるのでは……!?）

　追いかける、捕まえる、そんなことなら簡単すぎる。余計なことを考えず、本能のままに獲物を追いかけるだけならば、それこそ軟弱な都会人になど負けるはずが……！

　──ドデン!!

「ぶぎゃっぷっ!?」

　思考が調子に乗り始めた。そのタイミングを見計らうように、足をとられた。

「いたたたた……。く、草が結ばれてる!?　罠わな!?　これって、まさか!?」

「そのまさか、だ。お前に言うのも何だが」

　草を結んで輪を作り、足をひっかける超古典的なトラップ。

　その間近、藪やぶの中に身を潜めていた人物が素早く現れ、倒れた桃花の背中を踏みつける。

「野生動物が最も油断するタイミングは、獲物を仕留めた瞬間だ。──忘れたか？」

「は、はうううううううううううう!?　ぐ、紅ぐ蓮れんしゃま[image: ][image: ][image: ]っ!?」

　まるで影。野生に還り、感覚を研ぎ澄ました桃花ですら存在を認知できなかった隠おん形ぎよう術。特に隠蔽工作など施していなかったのに、立木に背を預けて立つだけで周囲の気配に紛まぎれ、違和感がなくなり、まるでごく当たり前の風景の一部のように感じてしまった。

　最強無敗の遊戯者プレイヤー、この遊戯ゲームにおける鬼札ジヨーカー──砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。

「３、２、１……ゼロ。無敵時間終了、これでお前は再捕獲可能だ、桃もも貝がい」

「え？　あ……!!」

　鬼が子を捕らえ、役割を変えた時に手に入る１分間の無敵状態。

　それが切れるギリギリのタイミングで足をひっかけ、無力化した。ジタバタと力まかせに暴れる桃もも花かを万力じみた脚力で強引にひれ伏させ、紅蓮は静かな笑みを浮かべる。

「鍛え直したお前は、駆け引きを伴わない純粋な暴力ならトップだ。とはいえお前はその間抜けぶりから、人に警戒感を抱かせない。口でいくら伝えても、脅威にしづらい」

「え？　えへへへ……あの、褒めてます、よね？」

「絶賛に近いな。絶対勝利のチケットを手にして油断した奴やつらの目を覚まし、桃貝桃花という厄介な札を除外する。そのために俺は遊戯開始からこの位置に潜んだ」

　紅蓮を擁するＦクラス、ユーリエルをはじめとする仲間たちの潜伏場所。

　そこから逆算し、最短で中央──隠れ場所が多く、逃走しやすい障害物が多い建物へと逃げ込めるルートを選び、罠わなを仕掛けた。

「獣を狩るのに馬鹿正直に追いかけるのでは、追う側も消耗を強いられる。おびき寄せ、待ち伏せるのが基本だろう？　──【捕獲アレスト】」

「あ、あ、あ、あひゃ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?」

　コミカルな悲鳴が響き、アナウンスが続く。




『【捕獲アレスト】成立。遊戯者──桃貝桃花が【鬼】となりました』

「いたたたたたっ!?　ふ、踏んでます踏んでます踏んでます！　どいてくださ～い！」




　グリグリと踵かかとに力をこめる。柔らかな尻に靴底が沈み、紅蓮は愉悦の色ひとつ浮かべず、まるで判わかり切った数式に答えを書き込んだような顔で、もがく桃花に止とどめを刺す。

「単純で助かる。お前の思考回路、走行速度、取り得るルート、すべて読めた」

　それは罵倒というには感情が抜けた、呆あきれ切った分析結果の発表。

「格付けはとうに終わっている。少しは大人しくしていろ」

「[image: ][image: ][image: ]……ッ！」

　じわりと涙を滲にじませ、雑草に顔を埋うずめる。

　声を殺した泣き声を冷たく無視し、砕城紅蓮は次なる戦場へと目を向けた。

「お前の鬼札は始末した。さて、次はどう出る？　可か憐れん」

　ほんのわずか、言葉に愉快げな響きをこめて。

　最強は言い、再び影に潜んで姿を消した。





●最終戦争ラグナロク　～第一戦～




　同時刻──アルセフィア王立学園中央部、【食堂】エリアにて。




「趣味の悪い演出ですね。──テーマは、ゾンビ映画でしょうか？」

　崩れたテーブル、乾いた血だまり、ボロボロのテーブルクロスにネズミの糞ふん。

　異臭が漂う朽ちかけた廃はい墟きよには、貴族の会食の席が設しつらえられたであろう名残のように、黒ずんだ銀の食器や割れた皿と、誰のものとも知れぬ骸骨まで転がっている。

「ルール説明の時から予想はしていましたが……やはりこの学園中央部は現実の間取りとはまったく違っていましたね。具体的には、本校舎がそもそも存在しません」

「元の建物が丸ごと消えて、空いたスペースに他の建物を置いた感じ、ですかね？」

「ええ。恐らく平等を期するためのクオリア側の設定、なのでしょうが……」

　そのままの状態の校舎を再現した場合、内部を詳細に把握している側が有利となる。

　事前調査、情報力の差……と言えなくもないが。

「偏りが出るよりは、まっさらな新ステージを創造する方がいい、ということでしょう。それより佐さ々さ木きさん、封鎖は進んでいますか？」

「はいはい、ちょっと待ってください。え～と、使えそうなもの、使えそうな……」

　レストラン風の建物は、古風な酒場の趣がある木造の建築だ。

　正面にバーカウンター。その裏に厨ちゆう房ぼうがあり、酒や食材などを運び込むであろう勝手口。さらに建物の右側にもうひとつ扉があり、老朽化した厩うまやのそばに出るようになっている。

　光は乏しく、薄暗い。窓は板を打ち付けて封鎖されており、壊れた壁や天井の隙間から差し込む光だけが、あちこちでスポットライトのように闇を照らしていた。

「イメージは南北戦争当時のアメリカ、イギリス──１８００年代あたりに見えますね。西部劇の舞台などでよく扱われる時代、まるでタイムスリップのようですが」

　底にウイスキーの澱おりがこびりついたまま乾いたグラス。壁に貼られたままカビが生えた犯罪者の手配書、汚らしい皿に錆さびた缶詰。さまざまなオブジェクトが転がる中。

「完全な再現ではない。このシャンデリアは、電気式……？」

　錆びた鎖が切れて落ちてきたのだろう。テーブルをひとつ押し潰しているシャンデリア、その中に砕けたＬＥＤを発見して、可か憐れんはひとつの推理を組み立てる。

「設定はアンティークなレストランの廃墟。建物は古くとも、機材などは更新されている。そう考えるべきですね。これなら……《策》は、成るでしょう」

「あ、丸太ありました、さっそくゲットです！　せ[image: ][image: ][image: ]の、で……ぐぐぐぐぐ!?」

　可憐が静かにそう述べた時、佐々木は手近に転がる丸太を掴つかんでいた。

　持ち上げようと力をこめるが、現代っ子の細腕ではまったく動かず。

「ぴくともしない。……佐さ々さ木き、よわよわ？」

「私みたいなフツーの女子にムチャ言わないでください、佐々木です！　水みず葉はさんこそ、ちょっとは手伝ってくださいよう。せ～のって言ってるでしょ!?」

「ん、りょ」

　ごく短い返事をして、白く塗られたペンキが残る丸太を掴つかむのは、御み嶽たけ原ばら水葉。

　かつて砕さい城じよう家が誇った異能覚醒の研究、遺伝子操作や投薬を含むなりふり構わぬ調整によって潜在能力を引き出された彼女は、細腕に見合わぬ身体能力を誇る。

　……ズンッ!!

「これでいい？　……かんたんには、とーれない」

「は～。軽々と動かしちゃえるなんて、さすが恐竜ガール。パないです、佐々木です！」

　酒場を支えた元柱を無造作に掴み、右側の扉に立てかける。数十キロはあろうかという木材はギシリと音をたてて床に食い込み、開かぬようにガッチリと固定した。

「きょーりゅー……。かわいく、ない。うれしく、ない……」

「凹へこまないでください、そんな暇はありません。これから挑む相手は、どれも曲くせ者もの揃ぞろいの格上ばかり──この策が通用するかどうかも、文字通り紙一重の賭けとなるでしょう」

　残念そうな水葉に向けて、ガラクタから錆さびた鎖を掘り起こしながら言う。

　恐らくシャンデリアを支えていたものだろう。正面入り口のドアノブに錆びた鎖を巻き、きつく固定してから、可か憐れんは背後を振り返り、少し大きめの声を出した。

「やはり、オブジェクトは利用可能ですね。劣化はありますが現実の道具とほぼ同様です。そちらはどうですか、白しろ王おう子じ朝あさ人と！」

「心配いらないよ、裏口の封鎖は完了。鍵が生きてたから簡単だったね」

　チャリッと金属が擦こすれる音。バーカウンターの裏から繋つながる通路を抜け、白髪の少年が現れる。その指先で、薄汚れた真しん鍮ちゆうの鍵束がクルクルと回っていた。

「《策》の用意、必要なオブジェクトも調達できた。──準備ＯＫ、だよ」

　どこか凄すごみを感じさせる静かな言葉。だがそれを聞いてなお、その場に集った四人の中、ただひとりの庶民は不安げに、板が打ち付けられた窓や壊れた壁を眺めている。

「第一戦終了までの10分間……。ホントにここに籠城するんですか？　佐々木です」

「ええ、そうですが。不安そうですね？」

「そりゃ不安ですよう！　鍵をかけてる時点でここにいるぞって叫んでるようなもので、それにこっちの動きはリアルで実況されてるわけですよね？」

　だらだらした日常やぬるいゲーム、歌ってみたなど配信者として活動している彼女には、その状況がありありと想像できる。

「ここにはＣクラスの遊戯者プレイヤー中、桃もも花かさんを除いた全員がいるわけですし……。どれだけヌグネさんが統制しても、絶対漏れますよ!?」

「この状況を見ているＣクラスの国民は、当然私たちの意図を読み切れずコメントを残すでしょう。そして【鬼】がそれを読む」

「そそそそそ、そ～ですよね!?　佐さ々さ木きの勘違いじゃないですよね!?　で、鬼さんたちには瞬間移動的な能力があるはずなので、ソレで飛んできちゃいますよ!?」

【鬼】が持つ能力のひとつ【移動トラベル】は、瞬時に指定したエリアへワープできる。

「正確な座標は指定できない、ランダムだ。壁の外側に出てくれればいいけど、封鎖した建物内に出現されたら、ここは僕らを閉じ込める檻おりと化す」

　つまり、エリアを逃げ回るのではなく、密室に立て籠もるのは──自殺行為。

　普通に考えれば誰もが避ける悪手。

「ええ、それでいい。それも今回の《策》のひとつですから」

「はあ……。でも、それなら佐々木にもそろそろ策とやらを教えてくれてもいいのでは」

「……貴女あなたに教えると、何かポロッとしょうもない拍子に漏らしそうなので」

「ひどっ!?　尿漏れパッドが必要な人扱い!?　そこまでひどくないです、佐々木ですよ!?」

　涙目になる佐々木。可か憐れんはそんな彼女を貫くように、真剣な眼めを向けた。

「だとしても、わずかなノイズすら残したくありません。この《策》で──狙うものは、お兄様。あるいは前会長、白しろ王おう子じ透とう夜やですから」

「ばひっ!?　ぐ、紅ぐ蓮れん様を、ヤッちゃうんですか!?　性的じゃない意味ですよね!?」

「もちろん。今回……誰も僕らを知らず、対策が取れていない初戦で狙う。紅蓮か兄さん、これらの大駒が残っていれば、回を重ねるごとに不利になるからね」

　ズデッと転びかけ、ゴミだらけの床に尻餅をついた佐々木に手を貸して、朝あさ人とは続ける。

「二戦目、三戦目じゃ遅いんだ、奇襲にならない。僕らが誰にでもわかる悪手を打った、それを知らしめるのが大切なんだよ。──その意図が、わかるかい？」

「い、いえ……。間近で見るとめっちゃイケメンすぎて思考回路がそっちに……」

「はは、誉ほめ言葉と受け取っておくよ。僕も可憐さんも未熟だ、遊戯者プレイヤーとしてはね。でも、素人でも判わかる悪手を打つほど馬鹿じゃない。それは兄さんも、紅蓮も知ってる」

　ならば、それを知った二人はどう思うだろうか？

　当然──何かの罠わな。《策》が存在する、と推理する。

「そして、必ず来る。紅蓮も兄さんもいわゆる《後ごの先せん》……相手に策を打たせて対応し、手札が切れた相手をカウンターで潰すタイプの遊戯者だ」

　砕さい城じよう紅蓮、本人の意識と並列に走るＡＩは学習を求め、敵の手を観察する《見》。

　白王子透夜、愉悦を求める超越者は、弱者が振り絞った知恵の果実を味わうために。

「どちらが先に現れるか判らない。けど、今現在の【鬼】である紅蓮、そして兄さんは、必ず動く。情報収集のラグを考えれば、もういつ跳んできてもおかしくないよ」

「ヒエッ……や、ヤッちゃえるんですね!?　その《策》で、あのつよつよカップリングをイイ感じにできるんですよね!?　信じますよ、信じちゃいますよ、佐さ々さ木きは！」

「できる、かもしれない。……やってみないと、わからない」

　静かに立つ朝あさ人との傍そば。可か憐れんと佐々木を挟むように立つ、幽鬼じみた佇たたずまい。

　いつものように狂っていない。獣じみた暴走を抑え、水みず葉はは力を溜ためている。

「けど……成功する可能性、あると思う。いい感じに過激になったね、可憐ちゃん♪」

「それほどでもありません。ただ、できることをしているだけですから」

　憧れ、焦がれ、灼やかれてきた。

　この場にいる遊戯者プレイヤーたち、全員が砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという存在に強い影響を受けている。中でも妹であり、最も重い感情を抱いているはずの可憐だが、その言葉に迷いはなく。

「《策》にハマるのは紅蓮かもしれない。その時は容赦しない。……いいかい？」

「愚問ですよ、腹黒イケメン。今のお兄様は欠陥品のＡＩに汚染された偽物です。本当の、私が知るお兄様は──誰よりも強く、そして、優しさを忘れない人でした」

　兄がただの兵器であれば、これほど愛することはなかっただろうと可憐は思う。

　だが、紅蓮は優しかった。彼が戦う理由は常に誰かのためで、自分のためではなかった。最初は可憐を救うため、そして獅し子し王おう学園に入ってからは。

「……誰かの、そしてお兄様自身の《日常》を守るために戦った。それが真のお兄様です。ヌグネさんの推理通り、私たちが切り離された理由が、その願いだとしたら？」

　暴走する紅蓮を、最強を止めるために。

「『止めて欲しい』からだとしたら、必ず仕留めます。迷いなど、ありえません!!」

　咆ほえる可憐に、迷いなし。

　恐怖はある。もしヌグネの推理が間違っていて、自分たちが無能故に棄すてられたのなら？

　兄の真意が社会秩序の崩壊、遊戯ゲームによってすべてが決まる世界の破壊にあるとしたら？

（……その時は）

　怖おそれながら、迷いながら、それでも。

（言いましょう、はじめて。お兄様に──『貴方あなたは間違っています』と！）

　反抗と叛はん逆ぎやくの決意を秘めて、ただひたすら兄を信じ、想おもい抜いて。

　その場に集ったＣクラスの遊戯者、四人の間にしばし沈黙が降りた、その刹那。




　──黄金の風が、崩れた天井から吹いてきた。




【移動トラベル】能力の、演出。

　砂金のような粒子は視覚化された情報。黄金は集まり、人の姿を作る。シャンデリアが吊つるされていた天井付近、およそ３メートルの高みに現れる靴、足、そして──。

「古来、兵法に曰いわく。援軍なき籠城は悪手という。だがそれは攻め手に無限の時間が与えられたときのみ。時間制限がある遊戯ゲーム、逃げ切られぬよう無理に攻め込まねばならぬ鬼に対し、如い何か様ような罠わなを張り巡らせるのか」

　カッ……！

　固い音がし、革靴が瓦が礫れきを踏みしめる。優雅な跳躍を決めたダンサーのように、その男は四人の遊戯者プレイヤーたちに背を向けて、壁から抜ける陽光に照らされた。

「檻おりは破れ、鬼は城に入った。──さあ、試すとしようか」

「……兄さん!!」

　白髪が翻る。骨を食はむ獅子の笑みを浮かべて振り返る隻眼の少年。

　血と勝利に飢えながら、氷の理性でそれを縛る。駻かん馬ばを乗りこなす騎士の如ごとき、冷静と熱狂が同居したその佇たたずまいは、ただ対する人間を心底凍らせ、震わせる凄すごみがあった。




「悪手を打った貴様らか、策ありと悟りながらまんまと嵌はまりに来たこの俺か。真の愚者はどちらかな？　……楽しませてもらおうか、朝あさ人と！」

「……白しろ王おう子じ、透とう夜や!!」




　答えたのは弟ならず、妹。

　悲鳴じみた可か憐れんの叫びと共に、獅子と獅子、兄弟相克の争いが始まろうとしていた。





　＊






「さて、さて、さて。……いささか軽いメニューだ。前菜としても少々、物足りん」

「……ひ、ひょえ～!!　こ、怖い、めっちゃ怖いですよ、あの人……!!」

　子ウサギじみた佐さ々さ木きの悲鳴に眉一筋も動かさず、白王子透夜は不満げに言う。

　封鎖された【食堂】、眼前に立つは可憐、朝人、水みず葉は、佐々木。

　全員を束にしても、透夜が想定する敵──砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと、その一味に比べれば格落ちも甚だしい。が、それをあえて獲物に選んだのは、己自身を盛り上げ、ヒリつかせるためだ。

（ギアを上げる。そうせねば、紅蓮には勝てん）

　もし己が紅蓮に劣るとしたら、それは【経験】であろうと透夜は読んでいる。

（ヤツは砕城が生んだ怪物。膨大な遊戯の情報を握り、過去の定石や戦法に通じている。が、それのみではない）

　知識を真に身に着けるためには、経験が必要だ。

　良き鋼を鍛えるためには熱い鉄と金かな床とこ、そして叩たたくハンマーが必要なように。

　学び、熱く滾たぎる魂を鍛えるにはリアルな機会が必要だ。真にヒリつく遊戯、命を賭した経験は魂を鍛え、揺らがぬ芯を遊戯者に与える。だが、白王子透夜はそれにおいて……。

（明確に《劣る》。──俺が敵、獲物に恵まれなかったが故に）

　その生涯、遊戯ゲームを見み出いだして以後、戦いを求めながら満足できず。

　才能、血筋、実力、ありとあらゆる面で初手から強すぎたが故に成長の機会が無かった。超えるべき壁が無かった。故に飢え、乾き、全力で立ち向かえる試練を待ち望んでいた。

「企たくらみがあるのは承知している。この黴かび臭くさい廃はい墟きよを決戦の場に選んだ以上、俺……あるいは紅ぐ蓮れんすら追い詰める何かが、窮きゆう鼠その牙が隠れていることを、な」

　それこそが。

「俺の望みだ。弱者の工夫、足あ掻がき。平手では勝てぬという立場とは何と素晴らしいのか。弟よ、お前の無能が羨ましいぞ。超えるべき絶対の壁がいくつも存在するのだからな」

「……本気で言ってるあたりが、本当にどうしようもないね、兄さん」

「本音だからな。俺が貴様の立場であればさぞ楽しかったろう。明らかに劣る才覚、周囲はみな格上、これほど食欲をそそる晩ばん餐さんがあるか？」

　だからこそ、透とう夜やにとって過去の弟は理解しがたく、歯がゆかった。

　課題は山積みだ、なぜやらぬ？　超えるべきもの、戦うべき相手、殺す者、壊すモノ。

　透夜が望んだものすべてを与えられながら、途方に暮れたような顔で座り込む。無能と馴なれ合って傷を舐なめ、うずくまって動かない。そんな弟に、失望した。

「白しろ王おう子じの血統に生まれながら、早々に心折れたお前には呆あきれたものだ。身の程を弁わきまえ、家具になりきるならば理解できるが……そのくせ、我が家具へ欲望を抱く」

「……姫ひめ狐こ姉さんの、ことだね」

　かつて透夜の許嫁いいなずけだった恋人、聖せい上じよう院いん姫狐。今もその関係は切れていない。

　白王子の庇ひ護ごを捨てて家を出た今、事実上消滅したようなものではあるが──。

「そうだ。欲しいのだろう？　ならば挑み、奪え。原始の生物より続くルールに俺は従う。されど貴様はその覚悟もなく、敗北を恐れて伏せ続けた。見切りたくもなる」

「そうだね、反論の言葉もないよ。紅蓮に出会わなければ……諦めていた」

　ある意味己の弱さを認めるような言葉に、ピクリと透夜は眉を揺らす。

「己の弱さを認めることが潔いなどと勘違いするなよ、愚弟。お前が頼る最強は今や敵だ。まさか未いまだにアレが助けに来てくれるなどと、甘えているのではなかろうな？」

「違うよ。確かに僕は彼より弱い。兄さんよりも弱い。けど、それでも挑むと決めたんだ。それを……勇気を与えてくれたのは、彼と僕が得た、大切なものがあるからだ」

　ほう、と思わず透夜は弟の覇気に見入った。

　弱者の言葉に感じる。だが、それは彼が弟に願ったものだから。

「大切なもの、か。聖上院との関係か？」

「それもあるよ。けど、それだけじゃない。……彼は、紅蓮は、《友達》だ」

　朝あさ人との手がポケットを探る。取り出したのは情報端末、スマートデバイス。

　本来の通信機能は無く、アプリもほとんど使用不可に設定されているそれを指紋で認証、起動した画面を兄に向ける。その画面──数百枚の画像、カメラロールに。

「これが、どうした？」

「わからないかな、兄さん。簡単さ。──大切だから、無くしたくない。取り戻したい。それは僕だけの願いじゃない、可か憐れんさんと、仲間と、そして紅ぐ蓮れんの望みだと信じるから」

　映っていたのは、たくさんの笑顔。

　半熟卵を乗せたトーストにかぶりつき、こぼれる黄身で頬ほおをベタベタにした紅蓮がいた。

　バケツをひっくり返して濡ぬれた桃もも花かに、やれやれとタオルを投げる紅蓮がいた。

　佐さ々さ木きとカラオケで熱唱する紅蓮が、教室で楓かえでと宿題をする紅蓮がいた。

　エプロンをして可憐と一緒に餃子ギヨーザを包む紅蓮がいた。

　夏のベランダ、星空を見ながら水みず葉はと並んでアイスを食べる紅蓮がいた。

　男同士、タブレットで週刊の少年マンガ雑誌を回し読みする紅蓮と、朝あさ人とがいた。その傍そば近く、お茶をひっそりと淹いれながら微笑ほほえむ姫ひめ狐こがいた。当たり前の、ごく普通の、それは。

「【幸せ】だよ、兄さん。僕は、この笑顔を信じてる。彼が心底愛した日常を、彼の手に返してあげたいと思う。幸福な時間を共有して、傍にいたいと思ってる」

「故に、挑むと？　ヤツが切り捨てたものを勝手に取り戻すか。ストーカーの論理だな」

「そうさ。僕は戦いたいんじゃない。戦うしかなくなったんだ。逃げていた頃の僕には、大切なものなんて何もなかった。何も持っていなかったんだから……当然さ」

　だが、大切なものを。失いたくない日常を手に入れた、今。

　──白しろ王おう子じ朝人に、逃げるという選択は存在しない。

「揺れない、ぶれない、逃げない。僕は挑むよ、兄さん。必ず、彼を助けてみせる」

「健けな気げだな、朝人。家具を止やめて犬になったか。……それでも、それでもな、クク」

　愉快だ、と示すかのように、透とう夜やの口角が上がっていく。

　これまで朝人に向けたことのなかったもの、失望や嘲笑ではない笑み、その意味は。

「ようやく、生き物になったか。誰かの意思に左右される家具から、己の意思で動く犬に成り上がったか。まったく……待まち侘わびたぞ、愚犬おとうと」

「……！」

　楽しげに両手を広げ、まるで弟の成長を寿ことほぐかのように言う透夜。

　その隙に、じわりじわりと可憐が、そして水葉が動く。

　注意を惹ひかない程度に注意して、バーカウンターの後ろ、厨ちゆう房ぼうのある側へ──。

「俺が、見え透いた貴様らの悪手を罠わなだと気づかんとは思っていないな？　あるのだろう、罠が。俺を驚かせ、楽しませる趣向が。焦じらすな、早く見せてみろ」

「それだよ、兄さん。……楽しみ過ぎなんだ、兄さんは」

「ほう？」

　無言のまま、視線も透とう夜やに固定したままぶれることなく、朝あさ人とが立ちはだかる。

　可か憐れんが、水みず葉はが、少し遅れておっかなびっくりの佐さ々さ木きが、カウンターの内に入った。障害物なき直線、壊れかけたゴミだらけの通路の奥、朽ちた厨ちゆう房ぼう器具の残骸が見える。

　その姿を見落とすことなく捉えながら、白しろ王おう子じ透夜は動かない。

（今、まとめて潰すことは容易たやすい、が）

　それをしてしまえば、終わってしまう。せっかくのヒリついた空気、成長のチャンスが。あからさまな格下相手、まともにやれば危機感などない。楽しくもない。

　そんなことで成長などできるものか。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、かつての最強に挑むまで、己のギアを上げることなど夢のまた夢。罠わなと知り、真正面から食い破る程度ができなくて──……。

（最強喰ぐいと呼ばれた男を。砕城紅蓮を喰らうことなど、できるものか!!）

　故に透夜は、可憐たちの不審な動きを見逃して。

「兄さんのスタイルは危うい。その眼めといい、これまでの行動といい──無謀で刹那的。理論に基づくデジタルな筋じゃない」

　薔ば薇らの刺し繍しゆうが施された眼帯は、勝利のために捧ささげた犠牲と朝人は読み。

　加えて透夜到着以後のＥクラスの動き、性急過ぎるまでのＡクラス打倒を見れば。

「兄さんは今、楽しくて楽しくてたまらないんだ。登り甲が斐いのある壁がいくつも出てくる、初めて跳ぶことを知った競技馬のように、障害を越えたくてたまらないんだよね？」

「……ククク。否定はできんな、確かに楽しんでいるとも」

「認めるんだね。だから今、あからさまに逃げようとしている可憐さんたちを止めないし、僕らの仕掛けを未然に防ごうともしない。賭博の誘惑に、焦がれているから」

　賭博者たち。遊戯者プレイヤーの前身とも言える旧時代のギャンブラー。

　破滅に向かって突き進む彼らが求めたものこそ、瀬戸際のスリル。莫ばく大だいな金を、自由や命すら賭け、ギリギリの際に立って勝利することに絶頂する、スリルジャンキー。

「兄さんは、今まで負けてこなかった。だからだよね、まだ……」

「まだ？」

「自分が《死なない》と思っている。僕が知り、兄さんが知らないものがあるとしたら。僕は自分自身の無能が故に、何度も何度も死線をさまよった。その経験……それだけさ!!」

　──パンッ!!

　突然響いた拍手が、合図となった。

　朝人が手を叩たたく。乾いた破裂音と共に、無言で可憐が進み、水葉は……！

「──！」

「いく。くる。こい!!」

「ひ、ひょえ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!?　あ、足、浮いてます[image: ][image: ][image: ]っ!?」

　佐さ々さ木きの首を鷲わし掴づかみ。まるで獲物のウサギを捕らえた猛もう禽きんのように、強引に三人は通路に突っ込み、厨ちゆう房ぼうめがけ駆けていく。大きく動いた刹那、透とう夜やもまた解き放たれた。

「死か。離別の恐怖、喪失の危惧。そんなささやかな武器で、俺を仕留めると？」

「そうさ、兄さん。不死身で無敵で不敗の、兄さんには……!!」

　透夜が駆ける。瓦が礫れきを蹴り、バーカウンターを華麗に飛び越えようとした体に、朝あさ人とが影のごとく割って入った。体が触れる寸前で身をかわし、通路を塞ぐように。

「危機感がない。罠わなを感じても対応しない。ギリギリまで逃げようとしない！」

「必要がないからな。切り札は何だ？　その袖口に隠したちっぽけな武器か？」

「そうだね、そのひとつだよ」

　武器を使って抵抗してはいけない、というルールは存在していない。

　遊戯ゲームが完全非暴力設定されていない以上、武力による抵抗、アバター間の暴力は合法だ。

　この遊戯における【死】が完全な脱落か、あるいは一時離脱の後復活するのかは不明で、それこそ殺してみなければわからないが。

「──兄さんに触れられることなく殺す。挑戦しがいのあるトロフィーだよね？」

「ほう……！」

　冷たく殺意を浴びせてくる弟、彼が袖口に隠していた凶器は、素朴なナイフだ。

　刃先は錆さびつき、乱暴に扱えばボキリと折れてしまうほど劣化している。厨房で使われたものなのだろう、肉をさばいた時についたらしい血ち糊のりが柄にまで残っていた。

「小太刀術。……古ふる臭くさい武道に過ぎぬと思っていたが、なかなか様になっている」

「兄さん。その手で人を殺したことはないよね」

　ナイフを構え、バーカウンターを盾にする朝人に対し、透夜は歓よろこびと共に考察する。

（まずは整えねばなるまい）

　口には出さない。言葉にしない。だがそれは白しろ王おう子じ透夜にとって絶大な賛辞と言えた。

（単なる小太刀術ならば、よくある陳腐化した技に過ぎん。だが白王子家による虐待紛まがいの遊戯教育、デスゲームの渦中を生き残り、実戦で磨いた朝人の殺人技術は、侮れん）

　それは本来、遊戯ですべてが決着する新時代には不要な能力だ。

　しかし今、朝人はそんな制限を取り払い、迷うことなく急所を狙ってくるだろう。

（上等な武器ではないが、それでもアバターを破壊するには十分か。間合いはおよそ１メートル、その円に立ち入れば、ヤツは迷うことなく刃やいばを振るう）

　殺人、攻撃は特殊技術だ。技術の発展により死が遠ざかり、暴力が禁じられた現代社会において、罪悪感なく人を傷つけられる精神性は大きな武器となる。

「どれ。……味見といこうか」

「!!」

　透夜が跳ぶ。一息にバーカウンターに駆け登り、ワイヤー・アクションじみた軌道で、革靴の底を弟の脳天めがけて蹴り落とす。高低差を利用した踵かかと落とし。

　が、朝あさ人とは迷わず半歩退ひいて身をかわす。整った顎の筋ギリギリを靴底が掠かすめ、擦さつ過か傷しようがアバターの表面に刻まれるが、痛覚エラーを無視して目を開け続けて。

「クオリア内での殺人行為にはコツがある。それはね──」

　──シャッ!!

　錆さびたナイフを突き上げる。制服の裾を錆びた刃が掠め、わずかに切れる。血は流れず、痛みもない。だが明確なダメージが、一瞬赤いエフェクトと共に透とう夜やの脳裏に閃ひらめいた。

「アバターとヒトは違う。ヒトを殺すなら脳、心臓、血管、呼吸器、臓器、そういう重要部位を破壊するのが一番早いけど、アバターはヒトの形をしたテクスチャの塊だ」

　故に、当たり所は関係ない。

　脳や心臓などを攻撃できればクリティカルが発生し、即死に近いダメージを与えられる。しかし服を掠める程度の当たりでも耐久度は削れ、アバターのＨＰは減少するのだ。

「戦闘行為が前提となるシステムの場合、痛覚は鈍く設定される。重傷を与えてもＨＰが尽きないかぎり平気で動くし、反撃もする──映画のゾンビみたいなものさ」

「ＨＰの削り合い、か。だがこの戦い、圧倒的に俺に優位なのは理解しているな？」

　バーカウンターの上に立ち、弟を見下しながら透夜は言い切った。

「俺は【鬼】──貴様ら【子】を捕食するモノだ。触れたときに【捕獲アレスト】なり【転写コピー】なりを発声するだけで決着はつく」

　朝人は指一本透夜に触れられることなく、アバターを破壊せねばならない。

　透夜は真逆、触れさえすれば勝利が確定する。ナイフで武装した朝人を遥はるかに上回る、見えざる武器を持っているようなものだが──。

　……ビシッ!!

「悪いけど、僕の武器はこれだけじゃない」

「礫つぶてか！」

　ナイフを持たない左手にいつしか握り込んでいた小石を、朝人は親指の力のみで弾はじく。素人が同じことをしても威力は出ない。親指の筋肉が生むエネルギーのみでは、せいぜい当たれば痛い程度のものだ。だが、それを覆す【技術】が存在する。

　親指を握った人差し指にかけ、極限の力をこめる。バネが縮むように蓄えられた力で、一息に弾いて獲物を打つ。白しろ王おう子じが伝えた手裏剣技のひとつ、そして。

「《霞かすみ打うち》さ。兄さんが知る必要のなかった、裏の技だよ」

「ククッ……！」

　鋭い礫、コンクリートの破片が耳たぶを抉えぐる。微かすかな鮮血と砕けたテクスチャが散る中、白王子透夜はいささかも怯ひるむことなく、今受けた秘伝を解析する。

「人間の視覚には穴がある。手品師どもが狙う視線の誘導、見えているのに見えていない認知の空隙。隻眼の俺ならばなおさら、その隙は大きくなる」

　それを突き、礫つぶてを仕込んだ拳を隠して打つ。放った瞬間が見えず、弾道の予測も困難。まさに霞かすみの向こうから打たれたかのような、見えざる攻撃……だが。

「小細工だな。そんな隠し芸でこの俺を止めるつもりか？」

「……くっ!!」

　透とう夜やが動く。バーカウンターを蹴り、再び間合いを詰めてくる。

　左の拳が礫を放つ。後ろ手に朝あさ人とが放った石弾は、割れた酒瓶が転がる棚に命中して。

　ガシャン!!

「ガラスの散弾。いいぞ、少しは愉たのしませてくれるではないか」

　砕かれたばかりのガラスが透夜の横顔に弾はじけ飛とぶ。まともに喰くらえば皮膚を引き裂き、目にでも入れば潰れかねない危険な状況を、透夜は蠅はえでも払うかのように覆す。

　腕を曲げ、肘を立てて盾とする。あたかもファッションモデルか、斬新極きわまるマンガの表紙じみた、無理がある──だが、異様にサマになる、美しすぎる立ち姿。

「悪くない。だが、俺を傷つけるには温ぬるすぎるな」

　クオリアのアバターの仕様に通じているのは朝人だけではない。

　他ならぬ獅し子し王おう学園前生徒会長、透夜にとって世界を自由にデザインできるクオリア内の仮想空間は己の庭のようなものであり、未いまだ知られざる攻略手段を握っていた。

「ガラスを弾いた!?　って、どんな筋肉してるんだ……!?」

「虚無の中にただ一人、五十億年。億年スイッチの煉れん獄ごく、加速された意識の中で、俺が何を学んだと思う？」

　必殺の散弾が脆もろくも砕け、煌きらめきながら床に散らばる。

　容易たやすくそれを振り払い、奇妙なポーズを瞬時に解いた透夜が踏み込み、手を伸ばす。

　伸ばした掌てのひらが朝人に届く。錆さびたナイフで払おうとする、だがそれを……！

「答えは、すべてだ」

「……っ!?」

　まるで魔法のようだった。

　錆びているとはいえ、ナイフの刃を白しろ王おう子じ透夜は掴つかみ取る。

　指が千切れ、掌が深々と切れてもおかしくない。だが万力の如ごとき指はナイフを固定し、それどころか軽く捻ひねり上げると、ネジれた朝人の手首と肘に激痛が走る。

「な……が……ッ!?」

「無意識の肉体の反射、というものが存在するのは知っているな？　人体を模倣したものとはいえ、アバターにもそれは存在する。偶然から発生したクオリアの仕様だ」

　透夜は、朝人に指一本触れてもいない。

　ただ朝人が握ったナイフ、その刀身を無造作に握り、捻っているだけ。それに釣られたかのように右腕が捩ねじれ、朝あさ人とは脇固めのような姿勢で地面を舐なめるほど傾いていく。

「武器を装備している最中、攻撃判定が発生したジャストのタイミングで腕を捻ひねる。攻撃判定が生きている状態ではアバターの装備は外れん。つまりナイフを捨てたくとも、捨てることができなくなり……ナイフ、拳、腕までが攻撃モーションで固定される」

「ぐ……あああああああッ!!」

　ミチミチミチッ……！

　不自然な姿勢のまま固まったアバターが、強引なポーズ変更に抵抗し、捩じれる。

　テクスチャの内側で発生した処理の矛盾、仕様の隙が痛みに還元されて朝人の脳を焼き、透とう夜やはまだ弟に指一本触れることなく、ただ薄い笑みさえ浮かべて見下ろした。

「なるほど、古伝の武術を学び、近代格闘技と軍隊式の訓練をミックスした貴様の動作は、極きわめて効率的に殺人行為を行える、非常に優れたモーションだ、朝人」

　が、ここは現実ではない。

「どれほど効率的な動きをしたところで、それは１Ｇの重力と現実の物理に即したものだ。ルールに則のつとり新たな法則が書き換えられる仮想空間で、何なに故ゆえそれが不変だと思う？」

　遊戯ゲームのために作られた仮想世界。

　その物理法則、世界のルールは変わる。その仕様に誰よりも通じた男こそ。

「アバターの《完全制御フルコントロール》は、加速された世界の中──十年ほどで見み出いだした異能のひとつだ。人体ならぬアバター、設定されたモーションの仕様や意図を理解し、制御できる」

　即すなわちそれは、人体の完全制御。

「特定の呼吸、特定動作において一時的な意識の再接続が発生する。１秒にも満たぬ刹那。しかし、その間意識は加速時間から解放され、リアルでその時を過ごすのだ」

　再接続時間、１秒未満の刹那。

　だが加速された時間に直せば数千、数万年をスキップできるのと同じで。

「俺が発見したアバター仕様のひとつに過ぎんが、繰り返せば五十億年の刑期も圧縮できる。他にもさまざまな発見があり、正確に何年過ごしたかは覚えていないがな」

「がああああああああああっ!!」

　……ゴボキィッ!!

　鈍い音がする。攻撃モーションのまま硬直したアバターを強引に動かした音だ。

　右腕が歪ゆがんだヘアピンのように曲がる。右腕の破壊によって攻撃判定が消え、指の硬直が外れて握ったナイフから手が離れると、朝人は左手に残った礫つぶてを放つ。

「温ぬるい、どこを狙っている？」

「……[image: ][image: ]ッ!!」

　首をわずかに傾かしげ、残った眼めを狙って飛んだ石礫を避よける。

　その動きによって生じた隙に、朝人はグシャグシャに折れ曲がった腕をそのままに、バーカウンターの奥にある厨ちゆう房ぼうへ続く通路へ飛び込んだ。

（先ほど、砕さい城じよう可か憐れんらが逃げ込んでいたな。逃走用の出口、あるいは本命の罠わなか）

　即座に追えば通路内で捕らえられた。ジャガー並みの瞬発力をリアルで持つ透とう夜やなら、手負いの獲物を即死させることなど難しくもない、しかし。

「さて、次は何をする？　どんな手で俺を楽しませる？　焦じらすなよ、愚弟!!」

　上機嫌で笑み、透夜はゆっくりと通路へ進む。乾いたゴキブリの死骸、白骨化した鼠ねずみ。さまざまなオブジェクトで飾られた厨房の廃はい墟きよを覗のぞき込こむ、すると。

　シュウウウウウッ………！

「この匂い……そして、この粉。そうか、これが本命か、朝あさ人と！」

「そうだよ、兄さん。無い知恵を絞った結果さ」

　朽ち果てたキッチンに大きな筒が転がっていた。

　錆さびてあちこち凹へこんだガスボンベ──調理器具を動かす貴重な火力。

　穴を穿うがたれたそれが白い気体を激しく吹き出し、さらに天井の隙間から差す微かすかな光が、厨房全体にブチまけられた細かいチリ、微粒子のような粉末を照らしている。

「ひ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　定番すぎ、いくらなんでも定番すぎませんか!?　テロリストが学校に攻めて来た妄想の中で堂々のナンバーワンですよ、コレ！　佐さ々さ木き調べで!!」

「いいから黙って走りなさい!!　自分の足で登るくらいの覚悟を見せたらどうですか！」

　ジタバタと、屋根の破れ目から佐々木の下半身が生えていた。

　壁際、食器棚の残骸を積み上げた足場を登って脱出したらしい。先に出たと思われる可憐の声と共に引き上げられ、その姿が消えた、その瞬間だ。

「小麦粉だよ。──たっぷり空中にばら撒まいて、プラス可燃性ガスと酸素のミックスだ」

「…………！」

　砕けた右手ではない。無傷の左手でポケットを探り、取り出したのは古びたマッチ。

　手品師の指先で箱が開き、一本を抜き取って、朝人は壁に赤い先端を当てて。

「──死ぬ気か？」

「無傷で紅ぐ蓮れんや兄さんを止められるなんて、思っちゃいないさ。それに」

　リスクはある。馬鹿馬鹿しい仕掛け。相手が乗らなければハマるはずがない。

　だが、破滅ギリギリを愉たのしむ透夜と、ほんの少しでもいい。紅蓮の心が残っていれば。フィクションを楽しみ、漫画アニメのシチュエーションを好む、彼ならば！




「粉ふん塵じん爆発──映画なんかで、よくあるやつさ!!」




　──シュッ!!




　迷うことなく壁に擦こすられたマッチ。

　弾はじけた火花は酸素と混ざった可燃性ガス、そして空気中の細かな小麦粉に引火して。




「ッ!!」




　白しろ王おう子じ透とう夜やの眼前で、灼しやく熱ねつの華が咲いた。





　＊






　──殺人の記憶は、心にへばりついたまま取れない。




　殺さなければ殺されていた、というのは言い訳だと白王子朝あさ人とは思う。

　喉を掻かき切った血の温ぬくもりも、焦点を失ってヒクつく眼めも、断末魔の恨み言も。

（全部全部、僕のせいだ。強要されたものであっても、僕自身の罪だから）

　言い訳はしたくない。大昔、まだ小学生だった頃。ある年の夏休みに課せられたデスゲーム。

　同年代の少年少女、百人。白王子の裏を束ねる後継者候補を選び抜く、コロシアイ。




「死ね!!　死ね!!　死ねよぉ……!!　ううっ……あああああぁぁぁあぁぁあ!!」




　じめつく夜の密林で、泣き叫ぶ少年を憶おぼえている。

　同じ小学校に通っていて、何度も一緒に遊んだ。少し乱暴だったけど、ガキ大将じみた器の大きなところがあって、大勢の友達に囲まれていた、そんな子が。

「……え？　……あ……？」

　ナイフの刃先を首に滑らせると、信じられないという顔で朝人を見た。

　血泡を吹いた口元で、ああ、お前じゃんかとでも言いたげな一瞬の笑顔。デスゲームの渦中に放り込まれ、知り合いに出会った安あん堵ど感かん。そして一拍置いて、致命傷を悟り。

「……なん、で……？」

　友達だったのに。どうして殺されるのだろう。

　わからない、そんな顔で血ち溜だまりに倒れて死んでいった、友達の顔を。




（──忘れないよ）




　白王子朝人は、未いまだに忘れられずにいて。




（忘れなくて──……いいよ）




　聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こだけが、そんな自分を支えてくれた。

　それはきっと罪人同士の傷の舐なめ合いだ。朝あさ人とが殺した友達のように、姫狐もまた人を殺し、二人で殺して殺して殺し続けて、最後には彼女を傷つけ、デスゲームを終わらせた。

　言い訳はある。傷つけずに終わることはできなかった。審判として配置されたドローンや白しろ王おう子じの関係者を騙だますには、遊戯ゲーム決着を確信させるだけの傷を与えねばならなかった。

　喉を裂いた殺しの刃やいばで、姫狐の愛らしい声を、幽霊じみた掠かすれ声にした。

（紅ぐ蓮れんと知り合って、兄さんがいなくなって。姉さんと結ばれてからも、ずっと）

　笑い合いながら、手を繋つなぎながら、殺した九十八人の顔が、頭のどこかにいて。

　姫狐と二人、互いにその重さを、生き延びた辛つらさを預け合うようにもたれ合っていた。

（表舞台に立つと定められていた兄さんが）

　憎くて憎くてたまらなかった。

　自分に地獄を押し付けながら、つまらなそうに見下す兄が。白王子の、いや世界の主役を務めながら、自分の役柄に不満をこぼし続けているような、あの顔が。

　自分と同じ遺伝子を継いでいることが一目でわかる白い髪が、どこか似た面差しが。




（僕自身と、同じように）




　──罪を抱いて無様に死ねと、思ってしまう。

　嫉妬に羨望、自己嫌悪と八つ当たり。自分でも醜いと思う、汚らしい悪感情が。




『獅し子し王おう学園に行くって……兄さん!?』

『決めたことだ。親父おやじ殿は捩ねじ伏せた。貴様の意見は聞いていない。下がれ』

『でも、兄さん。兄さんはそんなこと、遊戯なんかに関わる必要はないんだよ!?』




　もし、それを許してしまったら。

　友達の犠牲のもと、遊戯者プレイヤーとなった自分の罪は？

　幼くして亡くなった九十八人の命は、本当に無意味じゃないか──と。




『不満か？　なら、挑んで来るがいい、我が弟の面をした、出来損ないの家具よ』

『そんな……白王子の次期当主に、そんなこと。できるはずないじゃないか！』

『だから貴様は家具なのだ。つまらん、くだらん、情けない。抗あらがうこともできん家畜に、俺の運命を委ねることなど許せるものか。遊戯ゲームの果実は、この俺が自ら味わうのだ』

『味わう、って。そんな甘いものじゃ……！』

『辛つらいか？　ならいいだろう。喜べ、代わってやる』




　それはきっと悪意ではなく。

　王が奴隷に与える、慈悲だった。




『貴様はいらん。どこにでも行って、好きに生きて好きに死ね。庶民らしく世界の片隅で、命など決して脅かされることのない日常を堪能して老いて死ね』




　その宣告は。




『望みは叶かなえたぞ。──どうした、喜べ』

（……ああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!）




　奴隷に残された、ほんのわずかな誇りさえ踏ふみ躙にじり、叩たたき潰して。

　思い出すたびに心が叫ぶ。だが実際の朝あさ人とは、声もなく。ただ呆ぼう然ぜんと兄の言葉を聞いて、ガクリと膝をついたまま。静々と兄に従う姫ひめ狐こを、自分が先に愛したひとを見送った。




『不満げだな。貴様とてアレと変わらん、抗あらがう牙の抜けた豚だ。──家具は家具らしく、静かに傅かしずけ。ならば使ってやる』

『──……はい……──……私は、あなたのも、だから──……』

（姉さん。姉さん。姉さん。姉さん。……姉さんまで!!　姉さんまで!!）




　どれほど心で叫んだか。どれほど涙を流したことか。

　何もかも奪われた。なけなしの遊戯者プレイヤーとしての誇りも、愛し、罪を分け合った半身も。

　友達を殺したという罪だけが、空っぽの肉に取り残されて。

（殺してやりたかった。あの首にナイフを突き立てる想像を、どれだけしたか）

　だが、何もできなかった。

　そのまま進学する兄を、姫狐を見送り。空っぽのまま、愛想笑いでごまかして、平静を装って心を麻ま痺ひさせ、せめて知らないふりを続けながら──地獄の日々を過ごしていた。




（紅ぐ蓮れん。──キミに、出会うまで）




　それが牙無き家畜とヒトの境界。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと出会い、真の日常を知り、誇りと半身を取り戻して、ヒトに戻る前の。

　白しろ王おう子じ朝あさ人とという、壊れた兵器だった。




（兄さんが、怖かった）

（兄さんを殺してしまいそうな自分が、怖かった）

（姉さんを奪い返すとか、遊戯者プレイヤーとしての立場を取り戻すとか、そんな理由じゃなく）

（ただ……ただ、兄さんが憎いから。殺したくなる自分が、何よりも怖かった……！）




　正面から遊戯ゲームを挑む覚悟もなく、話し合う勇気もなく。

　ただ暴力の衝動に負けて凶器を取ってしまいそうな自分が怖かった。あの地獄の島で、白王子の選抜試験で死んでいったかつての友達が向けた、怪物を見る眼めが真実になる。




　誰かに強要されたのではなく。

　言い訳のできない、純粋な人殺しに堕おちるのが、怖かった。




（──もし、それをしたら。きっと兄さんは喜ぶだろう）




　覚悟の刃やいばでも、狂った凶器でもかまわない。

　白王子透とう夜やは己の弟が家具を脱したことを寿ことほぎ、それから丁寧に叩たたき潰すはずだ。

　どんな奇襲を仕掛けようが。たとえ病か毒か寿命で死の間際であろうが、朝人は透夜に、あの天才に自分が勝つヴィジョンが想像できない。ありえない、としか思えない。




　自分では、勝てない。




（けど、だから──……紅蓮……が……？）




　痛み、熱が含まれた呼吸。鼻にへばりつくような煤すすの匂いがして、微かすかに意識が戻る。

　過去に、これまでの記憶にさ迷いかけていた白王子朝人は、繋つながりかけた感覚を無意識に駆使して我が身を調べ、壊れかけたアバターを確かめる。

「生き、て、る……？」

「死んではいない、と言った方が正しい。貴様のアバターは崩壊寸前だ」

「……あ……！」

　あまりにも平静な声に、喉が詰まった。

　熱で曇る視界、目の粘膜が焼かれたせいか霞かすむ景色。

　黒焦げになった厨ちゆう房ぼう、吹き飛んだ壁、くすぶる黒煙とその中に立つ──白しろ王おう子じ、透とう夜や。

「にい、さ……ん……はは。やっぱり……ダメ、か……」

「悪くなかったぞ。自爆とは、いささか独創性は無いが熱意は認めよう」

　まるで、適当に流し見ていた動画が予想外に面白く、感想を語りたくなったような。

　微かすかな熱を帯びた口調で、手足は折れ、顔も体も焦げた弟の白濁した目を覗のぞき込こむ。

「俺は戦いながら、常に【盗聴インターセプト】でＣクラスの実況を追っていた。国民のコメントは完全に統制され、貴様らがせっせと仕掛けていた奇襲、粉ふん塵じん爆発の兆候は感じなかった」

　瓦が礫れきの中に残っていた燃えさしのマッチを、無傷の指がつまみあげる。

「小麦粉を撒まいたのは先に逃亡した砕さい城じよう可か憐れんと他二名。このマッチや充満していたガスの仕込みは貴様だろうが、ヌグネ・アルセフィアという宗教的カリスマが在ろうとも、見物する愚民すべての口を閉ざすことなど不可能だ。そのままなら、絶対に策は洩もれる」

　が、実況から奇襲は完全に隠された、その理由は。

「貴様だな？　ただの探索と振る舞いながら我が身で隠し、実況のカメラを想定してガスをボンベから放ち、悪臭漂うなか一切の素振りを見せず、マッチも手の中に握り込んだ」

「…………」

　沈黙は正解の証あかしだった。

　虐待としか言えない幼少期の地獄、遊戯ゲーム教育で朝あさ人とが唯一得た技術。

「殺さつ戮りくの技と忍びの手筋で、ここまで仕込んだか。そして爆発の影響で他の三名は逃れ、残る時間での捕捉は難しい。旧時代の文献に曰いわく──微み塵じん隠がくれの術、というわけだ」

「……そう、だね。でも……なぜ……？」

「俺が無事なのが不思議か？　簡単なことだ」

　鬼役に認められた三つの能力、そのひとつ。

「ガスと粉塵の存在に気付いた瞬間、俺は【移動トラベル】を起動した。あまりに時間が短すぎ、選べた行き先はこの地、この場所。すなわち爆心地たる【食堂】のみ」

「……じゃあ……!?」

「そう。爆発の瞬間、俺は爆心地から消え、即戻ったのだ。ランダムな座標にな」

　無謀すぎる賭けだ。ガスと粉塵爆発の相互作用は、【食堂】の大部分を吹き飛ばしている。瞬間移動の結果によっては、爆風と灼しやく熱ねつに巻き込まれアバターは破壊されていただろう。

「この遊戯はターン終了時に【鬼】だった者は除外される。──つまり【鬼】のアバターを破壊し、行動不能にしてしまえばその時点で脱落はほぼ確定。貴様はそうしてこの俺を脱落せしめようとした」

　朝人の狙いは、まさにそれだった。

　初戦、恐らく【鬼】となるであろう最強戦力、紅ぐ蓮れんか透夜。そのどちらかのアバターを相打ちでも破壊し、脱落させることができれば。

　仮にその場合に朝あさ人とが脱落しようとも、引き分けなら……朝人にとって、それは勝ちのはずで。

「はは……。うまくいった、って。おもったん、だけど……な……！」

「泣くな、弟よ。……家具から、家畜から、ようやくヒトに戻ったか」

　焦げた頬ほおに伝う涙を、透とう夜やの指先がピッと撥はねる。

「お前は俺を焦らせた。久しぶりに【死】の実感を覚え、恐怖と共に回避を選択させた。誇るがいい、白しろ王おう子じ朝人。お前の覚悟は、俺の首に一瞬とはいえ縄をかけたぞ」

　それは最大の賛辞。ギリギリの恐怖を愉たのしませてくれた【弟】への敬意と共に。

「だが、俺は負けん。期待していなかった前菜ですらこの味だ。この【国王の鬼ごっこ】、予想以上に愉悦をそそる晩ばん餐さんとなりそうだからな。最後まで貪らねば気が済まん」

「が……ァ……！」

　ギリ、と強く喉に手がかかり、絞める。

　苦しむ弟、焦げた壊れかけのアバターを掴つかみながら。

「──【捕獲アレスト】。誇るがいい、俺の最初の獲物となったことをな」

　宣告と共に、ガクリと朝人だったものから力が抜ける。

　アバターが完全に停止する姿を眺めながら、透夜は空を見上げる。

[image: ]

　黒煙に彩られた青空。仮想の世界に吹き渡る風と共に。




『【捕獲アレスト】成立。遊戯者プレイヤー──白しろ王おう子じ朝あさ人とが【鬼】となりました』

「アバターが破壊されても【捕獲アレスト】は有効か。可能なら【転写コピー】を使うつもりだったが」




　いささか残念そうに呟つぶやく。【捕獲アレスト】では相手に【鬼】を押し付ける対価として、自分は【子】となる。それ以上、敵を追うことができなくなったので、このターンで複数を脱落させる試みは頓挫してしまった。




「思った以上に時間を食われた。やはりやればできるではないか、朝人。この第一戦、少なくとも俺を釘くぎ付づけにしたのだからな」




　残念そうに、されど機嫌は上々のまま。

　捕らえた獲物の大きさを喜ぶ狩人かりうどのように白王子透とう夜やは呟き、端末を取り。




「第一戦終了まで、あと２分弱。波乱のもうひとつくらいは、あるのだろうな？」




　デバイスに表示された残り時間を確かめた瞬間──その望みは、叶かなった。





　＊






　……ズゥンッ!!

　兄弟の決着より少し前。

　可か憐れん、水みず葉は、佐さ々さ木き──脱出し、【食堂】を離れた三人は、【中庭】近くの小道で爆発音を聞いた。

「マジ爆発した!?　超燃えてますよ、煙すごいですよ!?　アレ、平気ですよね!?」

「大丈夫。ここで死んでも、リアルで死ぬわけじゃないから」

「……わー、安心できなーい……。仮想でも死にたくないですよ、佐々木です」

　息を切らし、へたへたと座り込みながら佐々木が走ってきた方角を振り返る。

　かつて【食堂】があった場所からは黒煙がもうもうと立ち昇り、キノコのような爆炎が盛り上がってゆくのが見えた。焦げ臭くさい風がふわりと少女らの髪をそよがせていく。

「朝人さんは、やってくれました。あれで、仕留められればいいのですが……」

「否定ネガテイブ。確率は、五分五分」

「でも、あの超デッカい爆発ですよ？　フツー、死にますよね？　佐々木です……」

「しろおーじ、とーや。前会長なら、あれくらい避よけるかもしれないから」

「人間じゃないですよそれ……。バトル指数インフレしすぎです、佐さ々さ木きです……」

　涙目で頭を抱える佐々木をよそに、可か憐れんは呼吸を整えながら周囲を見渡す。

「ここは……【中庭】ですか。【校庭】の近くへ戻ってきてしまったようですね」

　特別遊戯ゲーム【国王の鬼ごっこ】の舞台とされるエリアは、最大の【特別教室棟】を中心に、【大聖堂】【食堂】があり、少し離れた位置に【校庭】と【薔ば薇ら園えん】がある。

　特別教室棟側と校庭側。ちょうどその中間に位置するのが【中庭】エリア。

　美しく整えられた街路樹、レンガ造りの小道に花壇。

　一見穏やかな散歩が楽しめそうな牧歌的なエリアに見えるが──。

（植木の背が高い。視界が悪い。隠れるのに都合はいいですが）

　その代わり、身を潜めて近づく【鬼】を察知するのも遅れる。今こうして立ち止まっている間にも国民は可憐たちの所在を実況し、それを【鬼】は盗聴しているのだ。

（ヌグネ王女がいくら統制したとしても、隠し切れるものではないでしょう。残り時間は３分弱、後はフィジカル頼りでも逃げ切れるはず……！）

　佐々木は多少怪しいが、可憐も水みず葉はも身体能力は並ではない。

　紅ぐ蓮れんや透とう夜やのような規格外を除けば、そう簡単に捕まることはないはずだ。そう計算し、方針を伝えようと仲間たちを振り返った、その時だった。

「うわあああああああん！　可憐さま～っ、すいません、負げぢゃいまぢだあああ！」

　ガサゴソと生垣を押しのけて、見慣れた人影が現れた。

　子供っぽくべそべそと泣く表情、涙がこぼれる大きな瞳。校庭の土つち埃ぼこりで汚れた制服姿は、まさしく遊戯開始と共に別行動していた桃もも貝がい桃もも花か。

「は!?　桃花さん、どこから出てきたんですか、あなた!?」

「ずみばぜんっ!!　そっちでづけど、ぞれがなにが？」

「ああもう鼻水を飛ばさないでください。それで、何があったのかを詳しく……」

　ぐしゅぐしゅと洟はなをすすり上げる桃花に、可憐がハンカチを出して近づく。

「しゅびばしぇん……。Ｆクラスの人を【捕獲アレスト】することには成功したんですけど、そのすぐ後に紅蓮しゃまが来て……捕まっちゃいました。ごめんなさ[image: ][image: ]い!!」

「そうですか、お兄様はそちらに向かったのですね。……なら、仕方ないでしょう」

　責める気持ちは微み塵じんも湧かない。相手は紅蓮──圧倒的な格上なのだから。

（桃花さんの奇襲は、お兄様ないし白しろ王おう子じ透夜をそちらに引き寄せ、私たちの《策》に両者がカチ合う可能性を減らすための保険。その目的は果たしているのですから）

　最低限の仕事はしている、むしろ十分だと思えた。それに。

「Ｆクラスを一人【捕獲アレスト】できたなら十分、期待以上ですよ。それで、誰を？」

「ふぁい、ええっと、ですね……」

　可か憐れんが桃もも花かの頬ほおにハンカチを当てようとした……そのときだった。

「……可憐ちゃん!!」

「え……きゃあっ!?」

「凍城紫[image: ]オレっすよ。バ────カ☆　【捕獲アレスト】ォ!!」

　無防備な手首が掴つかまれ、桃花だったものが声色を変えた瞬間。

　ゾワッとした感覚が可憐の二の腕から肩、首筋から皮膚を舐なめ尽くすように広がった。




『【捕獲アレスト】成立。遊戯者プレイヤー──砕さい城じよう可憐が【鬼】となりました』




　冷たいアナウンスが響いた瞬間、可憐の中で理解がスパークする。

（【鬼】第三の能力。アバター外観を変更し、他者を偽装する……【詐称メタモルフオーゼ】！）

　直感が答えを導き出した刹那、桃花だったものが異形に変わる。

　可憐の手首を掴んでいたぷくぷくとした指が、病んだ芸術家じみた青白いものに変わる。手足が伸び、髪は栗くり色いろ。逞たくましさと狡こう猾かつさを併せ持つ顔立ちに、特徴的な八重歯！

「おまえ!!　はなれろ!!」

「ヒエッ♪　ケドね、もう遅いんだっつ～の!!」

　激怒した水みず葉はの蹴りが、刈り取るように男の腕を薙なぎ払はらう。

　掴んでいた可憐の腕から弾はじき飛ばされ、その男──凍とう城じよう紫し[image: ]れんは、後ずさりながら笑って。

「ばぁ☆　オモシロかったっしょ？　やられたからにゃ、やり返さねーとな☆」

「……してやられましたか。本物の、桃花さんは……!?」

「紅ぐ蓮れんサマに【鬼】にされたあと、ベソかきながらウチらのメンバー追っかけてったぜ？　今頃は【校庭】周りの藪やぶやら森やら走り回ってんじゃねーかな」

「くっ……!!」

　完全にやられた、上をいかれた。弁解のしようもない失態に、可憐は唇を噛かむ。

　このまま遊戯ゲームが終了すれば、【鬼】は排除されてしまう。序盤も序盤、第一戦から自分が消えたのでは、ただでさえ乏しい勝ち筋がほぼ完全に消える。

（無敵時間が経過。残りは……あと、１分!?）

　デバイスに表示された数字は刻一刻と減り、終了はもはや間近で。

「まだっ!!　こうなったら１分以内に貴方あなたを捕まえて……!!」

「……──!!」

　可憐の意思を受け、猛獣じみた唸うなりと共に水葉が躍りかかる。

　しかし、紫[image: ]も素人ではない。不健康な顔色、おどけた仕草や軽い態度とは真逆の動き、訓練されたアスリートの動きで巧みに狂戦士バーサーカーの爪をかわすと、ケラケラと笑う。

「ハハッ、無理無理無理☆　いくらアンタが人間離れしたバケモノだからってさ……！」

「ッ!!　待てッ!!」

「たかが１分、凌しのぎ切れねえと思ってんの？　──ナメんじゃねえよ！」

　スカートが舞い、凶器と化した腿ももと踵かかとが空を斬る。

（迅はやい!!　捕まらない!!　時間が……足りない!!）

　可か憐れんの頭脳が結論を、絶望を弾はじき出す。単純なスペックならフィジカル最強は桃もも貝がい桃もも花か、だが最強の【戦士】は間違いなく御み嶽たけ原ばら水みず葉はだ。

　任意にオンオフ可能な暴力衝動は恐怖とためらいを消し、人間兵器としての身体能力と組み込まれたスキル、恐竜じみた狂暴性は敵を引き裂き、粉砕する。

　しかし、相手もまた砕さい城じようの人間兵器。紫し[image: ]れんは余裕の笑みすら浮かべながら紙一重で数々の攻撃を避よけ、素早くその場から立ち去っていく！

「がうううううううううううううううううッ!!」

「借りは返したぜ、Ｃクラス。──あばよ、バケモノ☆」

　するりするりと逃げていく紫[image: ]を捕らえようと、水葉は諦めずに食らいつく。

（いけない、加勢しなければ！　とにかく、今ここで脱落するわけにはいきません!!）

【中庭】に点在する植え込みや壊れた彫像、さまざまな障害物をするりと逃げていく間にも、どんどんその姿は遠ざかっていき、可憐が加勢しようと踏み出した、が。

「可憐さん!!　残り40秒……無理です、アレ!!　佐さ々さ木きです!!」

「知っています！　でも、今、ここで諦めたら、私たちは……私、たちはっ!!」

　何もできずに終わってしまう。最強を倒し、兄を救うはずだったのに。

　自爆までした白しろ王おう子じ朝あさ人とや、捨て駒同然の扱いを喜んで受け入れた桃花に報いることもできず、ただひたすら可憐自身のミスによって、敗北を決定づけられてしまう！

「そんなことは、それだけは……できません!!　とにかく、追います！」

「ダメですって!!　そんなことしても、成功の可能性は低いです。鈍くさい佐々木だってわかります。けど、けど……１００％、可憐さんが助かる方法、佐々木、知ってます!!」

「は!?」

　あまりに意外な言葉に、可憐は思わず目を剥むき、振り向く。

　可憐の腕をガッチリと掴つかむ佐々木の手、微かすかに震える指、桜色の唇で。

「最初から考えてたんですよ。遊戯ゲームなんてぜんぜんできない佐々木が、お役に立つ方法。もし、この遊戯で佐々木に役割が持てるとしたら……【残機】だなって」

「まさか……!?」

「私を【捕獲アレスト】してください、可憐さん。残機ささきを消費して生き残ってください！」

　残り時間は30秒を切った。

　可憐の頭脳が高速で巡る。【中庭】を舞台とする水葉と紫[image: ]の攻防は続いているが、逃げに徹した紫[image: ]を水葉は捉え切れておらず、少しずつ距離を離されていた。

（この局面で私が参加したとしてもアレを捕獲できる可能性は低いせめてあと２分あればいや無理ならここは他に方法は思いつかない存在しない不可能……ッ!!）

　一呼吸に思考が弾はじける。

「ささっ……!!　あな……!!」

「議論するヒマはないです。捨て駒上等、踏み台ベスト。いいですよ、可か憐れんさん」

　手を握りしめる佐さ々さ木きと、胸を突かれたような顔の可憐が、見つめ合う。

「紅ぐ蓮れんさまに、いつまでもあんな顔、させてちゃだめですよ。助けられるとしたらきっと──家族である、可憐さんだけなんですから！」

　その笑顔は曇りなく、さっぱりと割り切っていて。

　自分の能力を正確に把握し、できることを考えた末にそう結論づけたのだ、と。

（……20……19……18……迷っている時間すら、ない!!）

　理解できた瞬間、可憐はとっさに佐々木の手を握り返す。




「──【捕獲アレスト】!!」

『【捕獲アレスト】成立。遊戯者プレイヤー──佐々木咲さきが【鬼】となりました』




　残り時間、およそ15秒の際で【捕獲アレスト】は成立し。




「……佐々木、さん。ありがとう……ごめっ……なさっ……!!」

「あはは、泣かないでください。佐々木、結構嬉うれしいので」




　強がりではない正直な仕草で、佐々木咲は涙をにじませる可憐の手を取り、胸を張る。

「佐々木が一番怖かったのは、何もできずに終わることですし。あんまり役に立ちませんでしたけど、それでも一応……爪痕だけでも、残せたのなら」

　学園で助けてもらった恩。人生を文字通り救ってもらった借りを。

「ほんのちょっとでも返せたなら、オッケーですよ。あと」

　10、９、８、７……。

　終わりかけた遊戯ゲーム、カウントダウンが刻まれる中、佐々木咲は仮想の空を見上げる。

　青いキャンバスに広がる白。雲の動き、流れる風、そんなものを心地よく感じつつ。

「頑張ってください、可憐さま。紅蓮さまと一緒に帰ってくるの、待ってますから!!」

「……はい。必ず……!!」

　可憐に強く抱きしめられた瞬間、カウントダウンは０を刻み。




『【国王の鬼ごっこ】第一戦終了します』

[image: ]





　＊






　クオリアＡＩのアナウンスが遊戯者プレイヤーたちの脳裏に響き、最初の遊戯ゲームが終わる。

　全員の感覚がぐらりと揺れ、軽い酩めい酊てい感が襲う。腹をヒュッと引っ張られるようなＧ、高層ビルのエレベーターで一気に持ち上げられたときに感じるような内臓の萎縮と三半規管の酔いの中で。

「こういうのを、『おもしれー女』とか言うんだったか？　いや、それとも……」

　ただ一度の遊戯のため、描画されていた仮想世界が消えていく。

「……『鬱展開』と呼ぶ方が正しいのか。心底くだらないと思うのに」

　赤い眼め。仮想世界を構築するテクスチャが分解され、割れた鏡のように呑のまれ。

「酷ひどく不快で、腹が立つのに、手を伸ばしたくなる感情。このノイズは……何だ？」

【特別教室棟】３階から見下ろした【中庭】──日常の象徴たる佐さ々さ木きの自己犠牲を目に、どこか苦しむような声が響き。

　伸ばしかけた自らの手を強引に降ろしながら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは疑問と共に消えた。





●最終戦争ラグナロク　～第一戦・制裁～




『【国王の鬼ごっこ】──第一戦、終了しました。結果発表の後、【制裁】を執行いたします』




「………ッ！」

　再接続の瞬間、脳に火花が散って、砕さい城じよう可か憐れんは目を覚ました。

　電気が弾はじけたような感覚が瞼まぶたの裏であり、微かすかな痛みと共に五感が再接続する。

（ここは……集合ロビー、のようなものでしょうか？）

　戻ったばかりの視覚に、石造りの広間が映る。障害物も何もない灰色の石を積み上げたドーム状の部屋には家具らしきものはなく、まるで監獄か要塞の一室じみている。

（動けない？　体が……無い！　アバターが、存在しない!?）

　監獄のような室内に、ふわふわと白いものが浮いている。

　亡霊のような光は正面と側面に五つ、そして可憐自身の間近にひとつ。

（可憐ちゃん。……だよね？）

（水みず葉はさん。では、これは……このフワフワが、アバターですか）

（たぶん、そう。幽霊、みたいなイメージ。……だと思う）

　遊戯ゲーム間のイザコザ、イカサマを防ぐ目的だろう。

　実体なきアバターに接続された遊戯者プレイヤーたち──クラスごとに分けられた魂。

　五名ずつ揃そろった２勢力は、それぞれＥとＦクラス。対してＣはもはや、二人きり。

（……やられた、ね？）

（ええ。相手が相手、とはいえ初手から、大惨事……ですか）

　無力感に歯は軋ぎしりしたくとも、ふわふわとした形なき身ではそうもいかない。

　追い詰められた姿、表情、しぐさ、態度。それはすべて情報となり、遊戯を左右する。故にそうした盤外の情報を廃するために、この幽霊アバターがあるのだろうが。

（佐さ々さ木きさんと朝あさ人とさんはわかります。けど、桃もも花かさんはいないのですか？）

（わからない。あそこにいたのは、にせものだったし……【鬼】のまま、他に捕まえられなかったのなら、たぶん【制裁】されるはずだけど）

　言葉はいらない、寄り添うだけで互いの意思が通じ合う、奇妙な感覚。

　可憐と水葉の魂、亡霊アバターが触れながら話していると──。




『第一遊戯、脱落者を発表します。

【白しろ王おう子じ朝人】【佐々木咲さき】【桃もも貝がい桃花】──制裁、執行』




　──ゴッ!!




　殺風景な部屋に、熱が宿った。

　重苦しい地鳴りと共に、床が円形に開いていく。そこに敷き詰められたのは焔ほのお燻くゆる石炭、地獄の釜の如ごとき高温たぎる中に、三つの鉄串が降ってくる。

（……あれは!?）

　歴史の教科書に載っている、それはまさしく磔たつ刑けいの台。

　鉄串は焔に触れた根本だけが真っ赤になり、黒から金属の地色に変わっていく。陽炎かげろうを発する鋼の杭くいに、それぞれひとりずつのアバターが括くくりつけられていた。

（佐さ々さ木きさん、白しろ王おう子じ朝あさ人と、それに……桃もも花かさん！）

　囚とらわれた三人は、鉄串にくくりつけられ、焼かれていく。

「痛くはない、ね。ただの演出、ってことなんだろうけど……趣味が悪いな」

「さっきお別れは済ませちゃいましたから、ちょっと気まずいです。佐々木です！」

「はうはうはうはうはう……。しゅびばぜん、まげぢゃいまぢだあああああ[image: ][image: ]！」

　金属に焙あぶられた皮膚が焦げ、肉から滴る脂が黒煙を上げる。

　火ひ炙あぶりにされながらも、三人の【鬼】たちはアバターの損傷に伴う苦痛は感じておらず、あたりを漂う亡霊じみたものの中から、可か憐れんと水みず葉はを見つけ出した。

「ごめん、僕はここまでみたいだ。大きなことを言っておきながら、情けないけど」

（本当ですね。でも、情けないのは……私も、同じですから）

　飄ひよう々ひようと言う朝人。諦めたように見えながら、自ら身を焼く鉄串に強く体を押し付ける。

　ますます焦げゆく肉体、壊れるアバター。それを禊みそぎとし、己を罰するかのように──。

　ふよふよと可憐と水葉の魂は浮き、仲間のもとへ飛んでいく。だが一定以上の距離には見えない壁のようなものがあり、近づくことができなかった。

「！　もしかして、可憐さまですよね!?　あの、あのっ、桃花、桃花は……！」

　ジュウウウッ……!!

　火勢が増し、焔が足首から脛すね、豊かな腿ももを舐なめるように広がっていく。

　順に焼かれていくアバター。精一杯首を伸ばし、頬ほおに煤すすをつけたまま、桃花は叫んだ。

「Ｅクラスに注意してください！　紅ぐ蓮れんさまにやられた後、ターゲットをＥクラスのほうに変えたんですけど、あの人たち、桃花が全力で追いかけてもダメでした！　枝を渡って空から突っ込んでも、残ったにおいを頼りに追跡しても……！」

　焼かれゆくアバターの周囲に死者の記憶、第一戦のハイライトシーンが映し出される。

　クオリアが選び抜いたベスト演出。これを見ている国民に向けた映像の中には、まさに猿がごとく木々の枝から枝を渡り、高速でＥクラスを探す桃花がいた。

　凍とう城じよう兄妹きようだい、クオリアＡＩを搭載したミラ、そしてユーリエル・アルセフィア。Ｆクラスの強者たちの度肝を抜いた野生の身体能力、並外れた追跡技能を発揮してもなお──。

「ダメでした!!　たぶん、アレ、なんか、違います。うまく言えないんですけど、目とか耳とかそんなんじゃなくて。動物っぽくないアレで、桃もも花かを感じて逃げてるんです!!」

（……意味がわかりません。けど、言いたいことは、わかる……！）

　桃もも貝がい桃花の身体能力を、可か憐れんはよく知っている。

　獅し子し王おうレジャーランドでのアウトドア体験、その後の遊戯ゲームなど。

　人間離れした怪力のみならず、それこそ動物じみた素早さや感覚の鋭さも天性のものだ。それを使いこなす頭脳があれば、きっと彼女は今頃超一流の遊戯者プレイヤーだっただろう。

「だから……──！！！？　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　言葉が途中、ぱつんと途切れた。

　焼け焦げるアバターが必死で口を開閉するが、声は出ない。

「声が出ないみたいだ。これ以上は公平性を欠く、クオリアがそう判断したのかな」

「[image: ][image: ][image: ]っ!!　───ッ!!」

　焼け焦げながら、じたばたと身をよじる桃花。苦痛はない、それはわかる。

　だが顔見知りが火ひ炙あぶりにされ、無残に焼かれながら言い残そうとしている。その凄惨さ、命を懸けたヒントを受け取ることもできないのは、耐えがたいほど辛つらくて。

（……情けない、情けない、情けないっ!!）

　浅い謀略、急ごしらえの《策》など通じるはずが──……

「最初の奇襲は効いたんだ。いいかい、可憐さん。この証言のポイントは……！」

（ッ！）

　朝あさ人との言葉が途中で遮られた時、可憐の思考が引き締まった。

　焦げかけたアバターの口元、唇の動きを可憐は読み、頭で文章を組み立てる。

『桃貝さんの潜伏、奇襲、追跡能力は超一流の遊戯者にすら通用する。なのに遊戯後半、Ｅクラスは彼女に影すら踏ませなかった』

（……つまり、Ｅクラスは。何らかの手段で奇襲を察知する能力を得た？）

　凍とう城じよう兄妹きようだいやユーリエルといった超一流すら追跡し、襲って一度は仕留める桃花。

　ごくわずかな匂いや足跡をたどって人を追うような、人間離れした田舎娘を完封する、探知能力。その持ち主がＥクラスには存在し、手札を一枚切って逃れたのだ。

（最初、第一戦。一番手札が揃そろっている時での奇襲すら結果的に敗れた。けど、諦めないなら。まだ勝利を目指すなら、狙うのは……ＥクラスとＦクラスの、潰し合い！）

　怪物と獅子。紅ぐ蓮れんと透とう夜や、そしてＥとＦの遊戯者たちを噛かみ合わせるしかない。

　そのためには、むしろ無様に敗北した今の状況は。

（……わるく、ない）

（ええ。私たちは脅威になりえない、そう認識してくれれば）

　水みず葉はの意思に応え、可か憐れんは思考をまとめていく。

（極きわまった遊戯者プレイヤーに油断はない、けれど優先順位は存在する。いつでも潰せる小物より、まずは脅威になり得る強敵を排除したいはず。Ｃクラスは敗北した。三人がやられ、気力も萎えた。もはや敵ならず、そう思わせれば……！）

（すきはある、かもしれない。──かぼそい、よわい、ちっぽけな……）

　佐さ々さ木きが委ね、桃もも花かが遺のこし、朝あさ人とが繋つないでくれた、あまりにも小さな希望を抱えて。

（まだ終われません。いいですね、水葉さん）

（わかってるよ、可憐ちゃん。……みんなの、ため。ぐれんの、ために）

（生き残りましょう。Ｅクラスの謎を解き、Ｆを打倒して、お兄様を救うために！）

　可憐と水葉は互いを支えるように浮きながら、仲間のアバターが崩壊するさまを見た。

　焔ほのおが首から口元、顔にまで至り、三人が完全に焔に包まれた、その直後。




『制裁を完了、三名は遊戯ゲームから除外されました』




　聞き慣れたアナウンスと共に、遊戯者たちは再び戦場へ接続ログインした。





●滾たぎる三匹の獣




　初期地点はやはり【校庭】。

　広大なグラウンドにポツポツと佇たたずむ十二のアバターに、機械の神が託宣を下す。




『【鬼役国民投票】──Ｃクラス、Ｅクラス、Ｆクラス、投票中……』

『【鬼】はＥクラス、白しろ王おう子じ透とう夜や。Ｆクラス、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん。Ｃクラス、御み嶽たけ原ばら水葉。

　これより５分間のクールタイムを挟み、【国王の鬼ごっこ】第二戦を開催します』




　視界に５分のカウントダウンが表示され、点在していたアバターがたちまち姿を消す。

　取り残されたのは三人。透夜、紅蓮、そして……御嶽原水葉。空中に表示された数字、クールタイム５分間のカウントダウンを眺めながら、退屈そうに紅蓮が言う。

「俺とそこの白髪頭が【鬼】なのは、前回の実績として……」

「砕城可憐と御嶽原水葉。その二択ならば、Ｄクラス打倒の実況で愚民に顔が売れている砕城妹に票が流れるのが筋だろうが……フッ。つまらぬ作為の匂いがするな？」

「わるい？　……こざいく、じょーとー。かつために、やることをするだけ」

「悪くはないな。現実で票を取りまとめているであろう王女、ヌグネだったか。あの者は貴様と砕さい城じよう妹を天てん秤びんにかけ、貴様を選んだわけだ。さて、その判断はどう出るか」

「さあ。やってみないと……わからない」

　手持ち無沙汰にカウントダウンを眺めている紅ぐ蓮れん、どこか愉快げな透とう夜や。

　その間近で軽くしゃがみ、水みず葉はは整備されたグラウンドの平らな土を眺めている。

　空気、風、匂い、ちっぽけな塵ちりや石ころに至るまで再現された仮想空間。乾いた小石の中に蠢うごめく黒点は、餌を探す蟻ありの群れだろう。そんなものすら、再現されている。

（……今回わたしが選ばれたのは、偶然じゃない）

　狂戦士バーサーカーの高揚とは真逆、冷徹な賭博師、遊戯者プレイヤーの意思。

　御み嶽たけ原ばら水葉の二面性、狂気と本能に身を委ねる怪物ならぬもうひとつの顔、冷静かつ緻密な戦士の頭脳が、このギリギリの遊戯ゲーム、運命を決める手番の策を練り始める。

（遊戯に挑む前から、こうした局面は予想されていた。可か憐れんちゃんを残したのは私たちの総意、票をとりまとめるヌグネの意思は、実はほとんど関係ない）

　Ｃクラス、最後に残るべきは。

　最強最悪のジョーカー、砕城紅蓮にほんのわずかでも迫る可能性があるとしたら。

（それは、可憐ちゃんだから。心を殺せ、じぶんをころせ。かみつけ、わたし──!!）

　紅蓮のため、可憐のため、そして自分のために。

　勝利を渇望する獣の眼めが、クールタイム開始と共に逃げ散ったアバターを捉える。

（前回、Ｅ・Ｆクラスの遊戯者たちは森……【校庭】付近を戦場にした）

【校庭】の周りを囲む雑木林は隠れる場所も多く、この遊戯には向いている。

　が、所詮はエリア境界線のわずかな地域だ。面積は狭く、単独の【鬼】ならともかく複数が来れば対応できない。まず追い詰められ、捕まるリスクがある。

【子】の集中も問題だ。狭いエリアに大勢が逃げ込めば、いかに隠れようと痕跡は残り、各国民の実況も容易になる。そうなれば、フィールドの優位など吹き飛んでしまう。

（けれど、第一戦でわたしたちが選んだ中央付近。【特別教室棟】や【大聖堂】、【食堂】なら。屋内というリスクはあっても隠れ場所は多く、逃走ルートも複数確保できる）

　故に、論理を以もつて今回の【子】らは中央を選んだのだろう。

「ねえ。……戻らないの？　紅蓮さま」

　逃げ散るアバター、ケシ粒よりも小さくなった影を眼で追いながら、水葉が言い。

「戻ってどうする？　散々言ってきたはずだ、俺は遊戯が嫌いだと」

　日常に溺れ、平和に、《日常》を謳おう歌かしたいのだと。

「言い続けて来た俺を遊戯に引き戻し、争いの中に放り込み続けて来たのはお前だろう。なあ、水葉。お前は、強い俺にメチャクチャにされたいんじゃなかったのか？」

　嬲なぶるような言葉、しかしそこに愉悦はうかがえない。

【校庭】に座り込んだ水葉、学校指定のローファーと靴下、タイツの奥。短いスカートから胸、首筋、顎、最後に鋭い視線と視線をぶつけ合って、紅ぐ蓮れんと水みず葉はは睨にらみ合った。

「──喜べ、叶かなうぞ。お前を含め、あらゆる遊戯者プレイヤーを壊してやるよ」

「そういうのじゃ、ない。……そういうのじゃ、ないよ。紅蓮さま」

「何が違う。お前が愛したのは弱い俺じゃない。強い俺、何もかも踏ふみ躙にじる絶対強者の俺。そう理解していたし、今の俺はその条件に合致しているはずだが」

「そんなんじゃ、ない。気持ちは、論理ロジツクじゃないから」

　言い切ると、水葉は一息に立ち上がる。

　スカートについた砂すな埃ぼこりを落とし、目線は対等。そのまま、朱あかい眼光と獣のソレが重なる。

「わたしはね、誰かを好きになるってどういうことなのか、わからなかった」

　壊し壊され命を削る、血みどろの遊戯メイクラブしか知らなくて。

「けど……紅蓮さまが、教えてくれた。傷つけなくても誰かを愛することを。好きだって、そんな気持ちを伝えて、一緒に時間を過ごすことの尊さを……教えてくれた」

「勘違いだ」

　縋すがるような言葉を、救ったはずの男はすげなく断じる。

「昔の『俺』に都合よく、お得意の自己改造で価値観を歪ゆがめた結果だろ。好きな男に合わせて好みを弄いじる尻軽女みたいに、お前には自分というものがない」

　御み嶽たけ原ばら水葉の異能《陰陽相克ダブルフエイス》は、己の思うがままに脳に干渉する。

　右利きの者を左利きだと思い込ませ、脳内麻薬の分泌量を弄って痛覚を鈍らせ、ホルモン量の調節で身体能力を一時的に増幅するなどの活用法はもちろん、その最も優れたものは。

「自分自身の記憶、感情、意思のコントロール。お前は大嫌いな男を心から愛するように自分を改造できるし、そいつの好きなものを自分も好きだと人格や嗜し好こうすら改変できる」

「……うん」

「認めたなら、理解できるな。今お前が抱いている感情は、以前の俺に合わせた調整だ。本当に俺が好きならアップデートしろ。遊戯ゲームを捨てて、俺に従えばいい」

「うん。……けど、だめ」

「支離滅裂だな。お前は何を望んでいる？　何のために戦う。何のためにここへ来た」

　答えを期待していないのだろう。間を埋めるような、熱のない紅蓮の問いに。

「好きな人のためなら、わたしはいくらでも自分を変えられる。──それは、ほんと」

　だが、それは。本当に好きなのは。

「わたしが恋したのは、あの夏の日、駄菓子を持ってきた紅蓮さま。誰よりも強いのに、誰よりも優しい紅蓮さま。一緒にシチューを食べてくれた紅蓮さま。家族や友達を大事にして、私が知らなかった世界を……《日常》を教えてくれた、紅蓮さま」

　瞼まぶたを閉じればいつでもフラッシュバックする、輝く記憶。

　幼い日、《伊い邪ざ那な美み機関》の一室。古びた元学校で初めて出会った記憶。

　獅し子し王おう学園で再会し、わずかな間正体を隠して同居した記憶。

　仮想空間の館で身を削り、愛し合った記憶。敗れ、彼のモノになった後の記憶。

　ぎこちないデート、共に日常を学んでいこう、と手をさしのべてくれたあの笑顔は。

「それは俺だ。それも、俺だ」

「ううん、違う。絶対違う。わかるから──間近で話して、確信できた」

　虚うつろだった言葉に熱が宿り、思考のギアが噛かみ合うのが解わかる。

　あくまで冷徹に見下ろす紅ぐ蓮れんに対し、気を逆立てて威嚇する獣じみた貌かおで、水みず葉はは唸うなる。

「返してもらう。苦いだけのあなたじゃなくて、甘く切ないあの人を。疼うずくカラダと痛むココロを鎮めてくれるのは、たったひとり……紅蓮さま、だけだから♪」

　蕩とろけるような笑みと獣の形相が、少女の美貌に共存する。

　吐息が熱い。解き放たれる瞬間を檻おりで待つ怪物のように、恋する男の胸へ飛び込む瞬間を待ち望む乙女のように。熱狂と冷徹、狂気と常識を兼ね備えた人間兵器は、唸る。

「ククッ……！　手て酷ひどくフラれたようだな、紅蓮？」

「ああ。残念だよ、俺は何も変わっちゃいないっていうのにな」

「さて、それは解らん。どうでもいい。俺にとって重要なのは貴様の強さだけだからな。そこの女どものように解釈違いで喚わめきたてるような趣味もない」

　下から上へ睨にらみ上げる水葉。
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　堂々と見下ろす紅ぐ蓮れんに対し、白しろ王おう子じ透とう夜やは目移りするかのように両者を眺め。

「追い詰められてグツグツと滾たぎる愛欲のソース。そしてこの世の遊戯ゲーム、勝利と敗北の味を極限まで詰め込み、エッセンスを凝縮した至高のスープ……どちらを味わうにも悪くない。前菜から箸をつけるか、いっそメインの皿にむしゃぶりつくか？　実に悩ましい」

「興味ないな。お前らの薄汚い欲望が性欲だろうが食欲だろうが、知ったことじゃない」

　いつもの紅蓮ならば、料理に例えて唇を舐なめる透夜に怒っていたことだろう。

　人を喰くい物扱いするな、とか。せめて食器を使え行儀悪いだろ、とか。

　そういった言葉は会話の種となり、掛け合いがほんの束つかの間まとはいえ《日常》の空気を漂わせ、殺伐とした心を癒いやしてくれる。だが、今の紅蓮にはそんな気配が微み塵じんも無くて。

「遊戯者プレイヤーは殺す、潰す。──それだけだよ、お前たちなど、どうでもいい」

　ただあるのは冷たい断絶。

　他者との繋つながりを拒む絶壁じみた言葉の棘とげと拒絶の意思で。




（待ってて、紅蓮さま）




　かつてのような破壊衝動に身を焦がす。だが、その想おもいはかつてと真逆。

　自分の劣情や欲望のみならず、ただただ愛する人を助けたいという願いによって。




（──滅め茶ちや苦く茶ちやに、してあげるから!!）




　空中に投影されたクールタイムが【00：00】を刻んだ瞬間。

　滾る三匹の獣の鎖が外れ、システムの託宣が降くだる。




『クールタイム終了。【国王の鬼ごっこ】第二戦を開催します』





　＊






「──【移動トラベル】。指定エリア【特別教室棟】」




　宣言からわずか数秒で、周囲の景色がガラリと変わる。

　加速するエレベーターの中で感じるような浮遊感の後、水みず葉はの靴底が固い地面に触れた。

（【鬼】の能力を発動するには、三通りの方法が……ある）

　ひとつは宣言。即すなわち発声し、クオリアに音声で認識させて使用する。

　ひとつは端末。配布されたスマートデバイスの専用アプリを操作することで、発声せず能力を指定、実行できる。そして最後のひとつが思考、考えただけで発動する、というものだが。

（おもったいじょうに、ぶれる。……つかい、にくい？）

　ヒトの思考とは散漫なものだ。素人なら、頭の中で【移動トラベル】や【盗聴インターセプト】といった能力の使用を検討しただけで、クオリアはそれを検知し、最悪の場合誤動作を招いてしまう。

　クオリアの扱いに慣れた獅し子し王おう学園メンバーはもちろん、別格の紅ぐ蓮れんや透とう夜やであれば、苦も無く使いこなすだろう。水みず葉はとて失敗の怖おそれはない、が。

（クオリアがほぼ未経験のＥクラスには、つらいはず。……隙になる？）

　唯一の経験者である白しろ王おう子じ透夜が【鬼】で在り続けている以上、能力使用のミスはない。だが、経験不足の他メンバーが慣れるまでに、一人でも仕留められれば……。

　第一遊戯ゲームの失点を取り戻せる、かもしれない。狙いは……Ｅクラス。

（桃もも貝がい桃もも花かの警告。異様な身体能力を誇る彼女すら追跡しきれなかったというトリック。その正体は不明。……けど、攻めなければ、つかめない……!!）

　野生の桃花すら振り切る手段がある、その警告は頭の片隅に置いて。

（三人を失ったわたしたちが勝つには、紅蓮さまや白王子透夜以外の頭数、それを可能な限り減らすしかない。そのために、あえてリスクを踏む）

　真昼の特別教室棟の校舎。石造りの武骨な建物、門前の植え込みに素早く身を隠す。

　ランダムな座標に転移する【移動トラベル】、出現地点はギャンブルだ。今回水葉が引いたのは、校舎正面玄関の前で、見上げれば元要塞らしい武骨な建築、その全容が把握できる。

（特別教室棟は三階建て。事前に提供されたデータによれば、一般教室の機能も再現され、使用可能な状況のはず。具体的にどれかは、わからないけれど──）

　この広さは、武器だ。全世界の留学生を受け入れていた本物の建物に比べれば狭いが、それでも指定された全エリアで最大の広さを誇る。これは、つまり。

（【移動トラベル】による襲撃が困難。着地地点がランダムな以上、ピンポイントな転移が難しい。前回わたしたちが選んだような、立て籠もり戦術も検討できる）

　前回の奇襲で【食堂】を選んだのは、粉ふん塵じんやガスといった爆発物が利用でき、かつ狭いエリアだからこそ爆発から逃げるのは困難だと判断したからだ。

　結果として白王子透夜という遊戯者プレイヤーの怪物性、異様な危機感知能力の前に出し抜かれたが、策として間違っていたとは思っていない。ただ、相手が上手だったのみ。

「──【盗聴インターセプト】使用。クラス指定……【Ｅ】」

　短い宣言と共に、ザッ……！　と短い擦さつ過か音おんが聴覚に走る。

　クオリア内の感覚が切り替わる時特有のノイズを超えて聞こえはじめる、無数の『声』。

『暗くて見えない、どこだ、ここ？』

『バカ、実況すんな。敵が聴いてんだぞ。ちゃんとルールを読めよ！』

『自治すんじゃねえよ何様のつもりだクソが。だいたいこいつら全員外国人だろ？　何で俺達の代表面してやがるんだ、認めたくねえ！』

『そうだそうだ。エーギル・アルセフィアなんざお役所仕事しかしない、王室のハズレだろ。この間の暴動の時だって何もしちゃくれなかった……。勝っていいヤツじゃない』

『だからマシなんだろうが！　Ｃは宗教じみてるし、Ｆは王室解体とか言ってるやべーやつだぞ。まだマシなんだよ、エーギル様が！　黙って見てろ！』

『お、移動した。ここどこだ？　教室？　１の……』

『だから実況すんな!!　遊戯ゲーム中の予想禁止、実況禁止、テンプレ読んでから書き込め!!』

　殺伐としたトーク。個人が特定されないよう、クオリアにより電子化された声。

（──エーギル・アルセフィアは、国民コメントの統制管理がほぼできていないと判断）

　御み嶽たけ原ばら水みず葉ははただの狂戦士バーサーカーではない。

　理性と野生、狂暴さと冷徹さ。相反するふたつを併せ持つ《陰陽相克ダブルフエイス》の異能者であり、そのクールな視点が乱雑なコメントから情報を拾い、答えを導き出す。

（『テンプレ』──恐らく実況コメントの内容を制限する声明を出したと判断。遊戯中の実況、予想の禁止。だがそれを周知させるだけの影響力が無い）

　宗教的な影響力を持つヌグネ、そもそも野放しのユーリエルとは違う。ある程度統制を図ってはいるが、まるで効果がない半端ぶりから、これらの情報の確度は高い。

（１の……普通に考えれば【特別教室棟】１年生の教室のどれか──なら！）

　物陰から校舎内を窺うかがう。いくつかあるガラス窓の向こうには廊下と教室らしき扉がある。どれも【食堂】と同じ、ひどく寂れて荒れ果てた廃はい墟きよの演出が施されていた。

　迷っている時間は、ない。

　静かに窓に忍び寄る。土つち埃ぼこりで汚れ、ヒビ割れが走るガラス。窓枠には釘くぎが打たれており、簡単には開きそうにない。ぶち破るのは簡単だが、その音は遠くへ響くだろう。

　生徒用玄関から入るのは論外だ。よほどの無能でない限り、ドアの開閉音には最も注意を払う。そして相手を侮るよりは、最大限に有能と考え警戒すべき、と獣の勘が叫んでいる。

（──【移動トラベル】。指定エリア【特別教室棟】）

　ギシッ……！

　脳内での宣言と共に、瞬時に場所が替わる。

　ローファーが傷んだ床板を踏み、悲鳴のように軋きしむ音。

　カビ臭くさい淀よどんだ空気、窓の光が赤みがかった色で照らしている、板張りの通路。

（成功。屋内に入れた。ここは……１階。１年のフロア！）

　窓から覗のぞく景色、寂れた風景からそう判断して、水葉は密ひそかに笑む。

　場所はどうやら正面玄関の逆側、建物内の廊下のようで。

（ついてる？　否定ネガテイブ。──ここからが、はじまり……！）

　出現場所がランダムな【移動トラベル】で、目的地である１階を引いた。

　幸運と言っていい。しかし、問題はここからだ。Ｅクラスの警戒を潜くぐり抜ぬけて接近し、【捕獲アレスト】をキメるまではまだまだ、数多あまたの障害があるはずだから。

（【盗聴インターセプト】使用。クラス指定【Ｅ】）

　声はしない。その一方で腰を沈め、床板を舐なめられるほど身を屈かがめて、床に手をつく。

　四よつん這ばいの姿勢は、毒どく蜘ぐ蛛ものよう。古びた床は天然の警報器だ。わずかな体重の偏りに反応してギシギシと音をたててしまうが、この姿勢ならば心配はない。

　普通に考えれば無理な姿勢。だが、これこそが最善だと。

　己はヒトならざるもの、獲物を追い、静かに仕留める捕食動物だと──。

（じぶんを、洗脳する。確信し、つくりかえる……！）

　カチリと脳の歯車がハマる。脳への自己催眠、セルフカスタマイズにより、御み嶽たけ原ばら水みず葉はは沈黙の狩猟者となり、静かに床を這いながら、微かすかな振動を感知して獲物を探る。

（……足跡？）

　数歩廊下を進んだ時、Ｅクラスの国民コメントと共に、水葉はそれを発見した。

　積もっていた土つち埃ぼこりが剥げ、床にクッキリと残った靴跡は──。

（おとな、ひとり。こども、ひとり。……おとこ、おんな、ひとりずつ。合計、四人？）

　判断の根拠は靴のサイズと歩幅。

　目測だけで正確とは言い難にくいが、成人男性と十代から二十代の男女、小学生ほどの女子で。

（このくみあわせ、Ｅクラス。みつけた、けど……これ……？）

『どんな歩き方してんだよ……。四人固まって歩いてんのに静かすぎてキモい』

『中東の奴やつだからニンジャ、じゃねーよな。訓練された兵隊か何かなのかもね？』

『あんな小さな子まで？　つーか今地味にヤバかったな、Ｃの……』

『実況すんなバカ！』

　流れて来る会話の断片に、水葉が眉をひそめる。

　今発見した足跡は、ごく新しいものだ。

　出現したポイントの間近、ある教室から出てそのまま廊下を進んでいる。水葉がやってくるおよそ１分前、入れ違いも同然のタイミングで──。

（わたしから、逃げた。……なんで、わかったの？）

　ランダムな座標移動は、本人にすらどこに現れるかわからない。

　たまたま１階に出現し、あろうことか間近に出現したのは純粋な偶然、運だ。水葉本人すら予想しなかった幸運を察し、前もって脱出するなどありえないはずで。

（これだけなら、ただの偶然。けど……あの子の言葉が、気にかかる）

【制裁】の炎に焼かれながら語った桃もも花かの言葉。異様な身体能力で追いすがる桃花をいなし、まるで砂漠の蜃しん気き楼ろうのように翻弄するＥクラスの姿、前回の映像を思い返した時。

　キイッ……！

「！」

　金属が擦こすれるわずかな音に、水みず葉ははピクリと反応した。

　床板に触れた指から伝わる振動をたどり、水葉は伏せたまま廊下を追ってゆく。足跡は建物をぐるりとめぐり、つい先ほどまで水葉が外から見張っていた玄関まで辿たどりつき。

（玄関が、開いてる。……外へ出た？）

　そっと目を閉じ、【盗聴インターセプト】により流れてくる国民コメントに耳を傾けると。

『あれ、ここ爆発してなかったか？　治ってるけど』

『毎回室内とかはリセットされるんだね。……あ、これって居場所バレちゃう？』

『バレるに決まってんだろ!!　バカは書き込まないで黙ってろって!!』

『必死になんなよ、どうせ上の連中のお遊びだろ？　誰が勝っても一緒さ、ハッ！』

　聴覚にさわる粗雑なコメント。Ｅクラスの国民、その民度はかなり低く。

（気持ち悪い。けど、この場合は……助かる）

　前回爆発した場所など、ひとつしかない。

　考えるまでもなく、Ｅクラスの行き先は【食堂】だ。近いとはいえこの短時間で、かつ音も気配もほぼ出さずに移動するなど、凄すさまじい技術と言えるが。

（Ｅクラスは『四人固まって歩いて』る。なら……！）

　ニッ、と牙剥むくように笑みをこぼし、水葉は能力の使用を宣言する。

「──【移動トラベル】。指定エリア【食堂】」

　……カカッ!!

　もはや慣れた、一瞬の浮遊感。感覚が断絶し繋つなぎ直される。

　ノイズが走った視界が切り替わり、次に出現したのは──前回、白しろ王おう子じ透とう夜やを待ち伏せ、そして返り討ちにされた【食堂】だ。古きアメリカを思わせるレトロな建物、爆発により粉々に吹き飛んだはずの褪あせた白壁が、そのまま復活して元の姿を取り戻している。

「……いない!?」

　四人もの人間が移動すれば、痕跡を残すのは避けられない。

　いかに隠おん密みつ行動に慣れた手て練だれでもだ。警察犬じみた嗅覚がなくとも、緻密な観察力で擦れた地面の靴跡や折れた枯れ草、蹴られた石から人の流れを追跡できる。

（おかしい。どういうこと？　……確かに来た。ここへ、来た）

　が──。

（着いてすぐ、また進路を変えて移動してる……。偽情報？）

　考えられるとしたら、Ｅクラスのコメントが操作されている可能性だ。

（エーギル・アルセフィアが嘘うその情報を流している。……ありえる、けど？）

　彼女の能力を低く見積もりすぎた可能性。何らかの手段でＥクラスのコメントを制御しており、自分がその誘導にまんまと引っかかっている可能性を、御み嶽たけ原ばら水みず葉はは検証する。

（けど、それなら……まったく違う方向へ誘導した方がいいはず）

　それどころか痕跡を読むに、遅れはわずか数十秒。入れ違い同然のギリギリで、相手はこの場を立ち去っている。わずかでもタイミングが狂っていれば鉢合わせだ。

（そんな危険な賭けを打つ必要が、ない。だとしたら、これは……わたしが、監視されてる？　みられてる、どこかから、だれかに……!?）

　可能性があるとしたら、今も自分を『視みて』いるであろうＣクラス国民のコメント。

　Ｅクラスの【鬼】である白しろ王おう子じ透とう夜やがＣクラスのコメントを【盗聴インターセプト】し、何らかの手段で仲間に情報を流しているとしたら、この擦れ違いも説明できる、が。

（否定ネガテイブ。自国民に対するヌグネの影響力は強い。Ｅと違って、単なるテンプレの配布から一歩踏み出した実況禁止や、積極的なニセ情報の流布もできる）

　Ｅのエーギル、Ｆのユーリエルに対しＣが唯一勝る点が、それだ。

　Ｅは最低限の事務にのみタッチし、以前暴動が起きた際目立った行動を取らなかった。Ｆは外資に国を売り飛ばしていたため、両クラスともに国民感情は最悪に近いはずで。




（事前の打ち合わせでその点は確認した。Ｃクラスのコメント管理は、完全）

（その点は前提とする。コメントでわたしの位置は追えない、なら）

（……他の手段で、わたしの行動を探知する手段が、あることになる……！）




　──ゾクリ、背筋が逆立つ。




　これが、桃もも貝がい桃もも花かが語った違和感。野獣じみた彼女をあっさりといなし、影すら踏ませなかった逃走術。追えば追うほどスルリと抜ける蜃しん気き楼ろう、逃げ水のごとき技だとしたら。

　まるで未来が視えているかのように、こちらの動きが読まれている。

「厄介……！」

　突拍子もない発想、かもしれない。

　だが裏遊戯ゲーム《黒の採決ブラツクバウト》における異能者に常識は通用しない。幸運不運を操ってのけたフラヴィアやクリステラ、自身の脳を組み替えていかなる状況にも対応する水葉自身や、異能を封じる瞳を持つ凍とう城じよう未み恋れんのように、異常としか言いようのない能力者が存在する。

　ギミックやトリック、何らかの仕掛けがあるならまだいい方だ。それを暴けば勝てる。しかし、それすら存在しなかったら。純粋な異能で、未来を予知しているとしたら？

（……難しい。どうやって、倒す？　……可能性が、あるとしたら……）

　巡る思考、数秒間のフリーズ。【食堂】の門前に佇たたずむ水葉に──。




「気づいたか、水みず葉は。このままではＥクラスは捕まらない、と」

「ぐれん……さま？」




　思わぬ言葉に、きょとんと子供のように見上げた水葉の瞳。

　映る三人、一人は気まずげに佇たたずむユーリエル・アルセフィア、そして。




「……ユーリエル。それに、ミラ……？」




　どこか調子でも悪いのか、顔を伏せ、ふるふると震えるミラ。

　痙けい攣れんする彼女を、散歩中の駄犬のように掴つかむ男。




「どうだ、手を組まないか、水葉。──Ｅクラスを潰すまで、な」




　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは、笑いもせずにそう言った。





　＊






「……どうして、わたしと組むの？」

　廃はい墟きよじみた【食堂】の前。苔こけむした建物に背を向けて、水葉は訊たずねた。

「お前が考えてる通りだよ」

　当たり前のテキストを読み上げるように、熱のこもらぬ言葉で紅蓮は答える。

「ガチの未来予知か、あるいは根拠ある予測か、根本原理までは解わからないが──Ｅの挙動は《未来を知る者》の動きだ。トラブルを事前に潰し、何事もなく終わらせるたぐいの」

　誰かの動きを観測し、行動する場合。誰かの動きを事前に知り、行動する場合。

　どちらも同じように思えるが、その違いは【先に動くのがどちらか】という点だ。

「こちらが動いてからあいつらが動くか、こちらが動く前にヤツらが動くか。結果は同じだが、常に主導権を手放さない。距離や時間のアドバンテージを持ったまま、獲物が狩人かりうどを追い詰める。そういう局面を作られた」

　残り時間は限られている。もはや異能の有無など論じている場合ではない。

「なぜお前を誘ったかと聞いたな。それが勝ち残る手筋だからだよ、水葉。予知かそれに類する能力を持つ敵を潰すには、見えていようと避よけられない攻撃しかない」

「……包囲、殲せん滅めつ」

「そういうことだ。たとえ盤面が見えていようと、退路を断たれ、包囲された状況を作れば捕獲できる。それすらも読んで対応される可能性はあるが」

「ただ漫然と追いかけるよりは、いいでしょう。……受けてくれませんか？」

　進み出るのは、ユーリエル。

　紅ぐ蓮れんの陰に隠れて震えているミラと違い、虚勢でも動揺は見せずに水みず葉はに接する。

「タダとは言いません。包囲に必要な【鬼】──うち【三人】は私たちが務めますから」

「……ははっ♪」

　その言葉、その意味を即座に理解して、御み嶽たけ原ばら水葉は冷や汗を拭う。

　端整な顎から首筋に至る滑らかなライン。そこを伝うそれは、恐怖のサイン。

「おかしいと、思った。わたし……【鬼】の前に【子】を連れて来るなんて、話す以前に戦いになってもおかしくない。けど、その可能性は潰された……！」

【鬼】に設定されたもうひとつの能力。

「【転写コピー】……！　その二人はすでに【鬼】。そうなんでしょ、紅蓮さま？」

【鬼】が【鬼】のまま【子】を【鬼】にする【転写コピー】。

　成立した時点で【鬼】が【子】に戻る【捕獲アレスト】ではなく、あえて味方に【転写コピー】を使い、紅蓮は【鬼】を保ったまま、逃げ惑うはずの味方を敵を追う【鬼】に変えたのだ。

「……未来予知の精度にもよる。けど、Ｅクラスの遊戯者プレイヤーにとって、【鬼】と断定できるのはわたしと紅蓮さま、二人だけ。白しろ王おう子じ透とう夜やが【捕獲アレスト】していない以上──」

「ユーリエルとミラ。この二人を【鬼】と判断する材料はない。それすらも読まれる可能性はあるが、必要なのは一瞬の迷いだ。包囲網を完成させ、一網打尽にするまでのな」

　明確な【鬼】である紅蓮と水葉が、上下から敵を挟むハンマーと金かな床とこ。

　潰されぬためには左右に逃れるしかない。が、その左右をユーリエルとミラという壁が塞いでいれば、いかに未来を読んだとて逃れられない。

「その局面を成立させるための投資。ハンマー、金床、壁二枚。絶対に必要な駒を揃そろえる、そのために味方を犠牲にした。……気持ち悪いよ、紅蓮さま」

「そうか？　お前好みの作戦だと思ったけどな」

　肉を切らせて骨を断つ。痛みを伴いながら、それを喜び突き進む。

　狂気としか思えぬ選択を喜んでする──それはかつての御嶽原水葉が好んだ手筋。

「痛くないのに、痛いふりをしているから。……ユーリも、ミラも、そして自分自身も。失ったらどうしよう、傷つけるのは嫌、ごめんなさい……そんな気持ちがぜんぜんない」

「女々しい話だ。遊戯ゲームにそんなもの、必要ないだろ？」

「ないけど、あるよ。……それが、紅蓮さまが一番大切にした、尊いものだから」

　自己犠牲や生いけ贄にえのような手も紅蓮は打つ。最後に勝つために途中の局面で負けもする。

　だが、その痛みを耐えるのと、まるで感じていないのとではまるで違う話で。

「あなたは、痛くない。そのひとたちがどうなっても、あなた自身がどうなっても……。もっと遥はるかに、別のものが痛むから。その奥で、ドロドロとした何かが煮えてるから」

「知った風なことを言うな。なぜ、そう思うんだ？」

「わたしが、そうだったから。紅ぐ蓮れんさまに負けるまでの、いやらしいわたしが」

　淫らに狂い、勝利も敗北も自傷行為の道具程度にしか感じなかった。

　傷つけられ、傷つけるのが楽しかった。ただひたすら辛つらくて苦しくて、息を止めながらタールの海を泳ぐような重苦しさの中で、その歓よろこびだけがすべてだった。

「人間兵器だったわたし。人間じゃなかった頃の、わたし。壊れきっていたころのわたし。あなたに救われる前のわたし。あなたに壊されて、わたしはいまのカタチに整った」

　あの頃の紅蓮が抱いていた尊いもの。

　たったひとつの芯、怪物を倒すヒトたる証あかし──。

「可か憐れんちゃんを捨てた。日常を捨てた、大切なものをなくしたのに。ただ遊戯ゲームを、世界を壊そうとしているのは、なぜ？　きっと楽しくなんかないはずなのに」

「ペラペラ舌を回すな。問答するつもりはない」

　水みず葉はの疑問、切々とした問いかけにも、紅蓮は眉ひとつ動かさず。

　傍らに立つユーリエルやミラの方がひくりと震え、紅蓮を見上げる。その視線を浴び、朱あかい双そう眸ぼうを細めて、紅蓮はただ予定されていた最後の言葉を投げかけた。

「協力してくれ、水葉」

「……」

　わずかな沈黙。だが、答えは既に決まっていた。

（ここで拒めば……Ｅクラスの包囲網が成立せず、不完全で終わる）

　それでも砕さい城じよう紅蓮だ。何らかの手管を駆使し、Ｅを捕らえる可能性はあるだろう。

　しかし、もし失敗したら？　すでに五人もの【鬼】が生まれてしまった時点で、ＥＦの均衡は崩れている。このまま時間切れとなり、ユーリとミラが脱落したら……？

（Ｅが一気に優位を確立する。それは……だめ！）

　ただ紅蓮を止めるだけなら、Ｅを勝たせるように動く手もあるだろう。

　名目上とはいえ、Ｅの代表であるエーギルは小物中の小物だ。世界を大きく混乱させるような大それたことはまずしないし、できない。日常は守られ、きっと救われる。

　けど──そこからは、最も大切なものがこぼれてしまうから。

「紅蓮さまを、助けるために。救うために。……協力、する」

「……そうか」

　御み嶽たけ原ばら水葉にとって、今の砕城紅蓮は敵である。

　だからこそ倒し、救うために。かつての自分、兵器と化した自分を壊し、日常を与え、ヒトに戻してくれた恩に応え、この胸に満ちた温かいものを注ぐために。




　四人の【鬼】は結託し、Ｅクラスの包囲網が完成した。





●網と罠わなと獣と




　遊戯ゲーム用に再構築されたアルセフィア王立学園。

　建物の殆ほとんどは本来の形とは異なり、遊戯のために新たな形を与えられている。

　旧時代の星型要塞を改築した本校舎が、この遊戯では三階建ての寂れた廃はい墟きよに変わり、校舎内に設しつらえられた【食堂】はアンティークな外観を与えられ独立した建物となった。

【薔ば薇ら園えん】エリアは、そんな中にあって本来の形をほぼ崩していない。

　大理石の噴水とその隣に建つガラス張りの大温室は、実物よりかなり古びた佇たたずまいで、水はごくわずかしか流れず、緑の藻が浮いている。蝶ちよう番つがいが錆さびた温室の扉は倒れており、砕けたガラスが芝にきらきらと散って虹色に映えている。

　そして、優れた遺伝子操作技術からアルセフィア王国の象徴とされる薔薇。

　色とりどりに咲き誇る花弁と整えられた生垣は、学園に在る実物をそのまま再現したかのように美しく、微かすかな陽光に照らされながら静かに咲いていた。

「…………」

　ぷちり、と音をたててひとつの薔薇が手折られる。

　褐色のしなやかな指が花の付け根を軽く捻ひねり、棘とげに触れぬよう摘まれた花を掌てのひらに乗せて、その花弁をひとつひとつ抜いてゆく。

「《兆し》とは、ほんのささやかなものでいい。ダイスをひとふりするだけでも、摘んだ花びらが水面に触れた波紋でも、どんなものからでも……かまわない」

　苔こけむした大理石の噴水が澄んだ水音を立てている。

　水面に花びらをひとつ、そっと散らし──微かな波が秘めた《兆し》を予言者は暴く。

「やはり《結果》は見えないわね。強者の気配が強すぎるせいかしら？」

「ふぅん。よくわからないけど、そういうもんなのか、モナ」

「体の強さというより、運命よ。苦難に立ち向かい、現実を変えていく力……ね」

　薔薇を手折ったモナ・ラナ、そしてカムラン・マリクの姿が影のように現れる。

　大理石の円柱の影、薔薇の生垣の裏。ごくささやかな物陰に潜んでいるうちは、その姿はまったく捉えられない。息を殺し、気配を殺し、振動を殺し──。

　周囲の雑多な動き、風でそよぐ枝葉の擦こすれる音や、仮想現実とはいえ設定された動物や虫のエフェクトが放つ生命の気配に紛まぎれることで、彼らは完璧な隠おん形ぎようを可能としていた。

「遊戯の結果は、モナ姉さんでもわからないんだよね？」

「わかるのはせいぜい２分以内、ごくごく短い未来の《兆し》のみ。それも時折足を止め、痕跡を残す覚悟で占いをせねばならない。いささか不便な能力よな」

「ええ。……触媒となるものは何でもいいわ。サイコロでも、花びらでも……ね」

　近くの樹上に、たくし上げた服の裾から眩まぶしい太ふと腿ももを晒さらして立つアイラ・チャンドラ。その根本に隠れたジャファル・ハーンは、服についた土を軽く叩たたき落として言い。

「さりげない出来事に《兆し》は現れ、それを視みた瞬間、頭の中に映像が弾はじけるのよ……。ほんの少し先の未来、その風景が朧おぼろげにね。共有できれば楽なのだけど」

　そうね、と薄桃色に紅を差した唇へ指を乗せて前置きしながら。

「今視えたのは……『森』『迫ってくる赤い眼め』『囲まれた私たち』……ね？」

　絶望のヴィジョンを語りながら、予言者モナ・ラナはしっとりと笑む。

「包囲……追手の気配は途絶えぬ、思い切った手を打つ頃合いか」

「本気で追いかけてくるってこと？」

「ああ。【鬼】に【盗聴インターセプト】があり、国民コメントが制御できん以上、完全には振り切れん。埒らちが明かんとあれば手を打つだろうな……しかし」

　思い出したように、ジャファルは端整な顔に笑みをこぼす。

「先の遊戯ゲーム。まさか我らが聖地、日本の女子高生があれほどとは思わなかったな。枝葉を伝う素早さ、蹴りひとつで立ち木をへし折る剛力。……まさに、アニメは現実である」

「その発想は気持ち悪いけど……そうね。アイラ、貴女あなたともいい勝負ができそうだわ」

　ぐふふ、と喉の奥で翻るスカートや制服の妙を反はん芻すうするジャファル。

　その不気味な顔を冷ややかに睨にらむモナに、アイラは可愛かわいらしく首を傾かしげた。

「う～ん……どうかな？　体の強さだけなら、私より上じゃない？」

　第一戦の後半、泣きながらＥクラスを猛追してきた桃もも貝がい桃もも花か。

　そのすべてを見事に掻かい潜くぐり、いなして逃げ切ることに成功したものの──

「ヒヤッとする場面はあったよな！　ま、モナを出し抜くのは無理だぞ！」

「うん。力任せの追撃だと、あれが限界だと思うよ？」

　遊戯者プレイヤーとしてのアイラ・チャンドラは桃花に近い。優れた身体能力、反応速度を武器にスポーツ的な遊戯において遊戯村でもトップクラスの勝率を誇る。

　だが、彼女には桃花に足りないものが備わっていた。

「あの桃色のお姉さんは、わからなかったんだよ。ひとりで追いかけても捕まらない……。モナ姉さんが《兆し》を読む限り、必ず先手を奪われるってことが」

　奇襲が奇襲にならない。

　枝を跳び越え空を飛び、木立を貫く猛獣じみた突撃も、読まれていれば空を切る。

「奇襲が奇襲にならないのなら、他の手を打つしかないんだよ。私たち以外を探すとか、他の鬼と協力するとか。でも、あの人はそれができなかったんだね」

「そうね。……懐かしいわ。子供の頃、よく遊んだもの。鬼ごっこや、かくれんぼ……」

　古今東西の遊戯、子供の遊びを真剣に研究する遊戯村において。

　子供たちの遊びは多岐にわたる。旧世代のレトロゲーム、各国の言葉やローカルルールを駆使した鬼ごっこやかくれんぼなど、あらゆる『子供の遊び』があった。

　その中において、カムランとモナ・ラナ、そしてアイラは比較的齢よわいが近いこともあり、数年前までよく遊び、競い合った間柄で。

「あの頃、《兆し》を読んだ私を破ったのは……カムランとアイラ、二人が揃そろった時だけ。未来を読んでなお逃げられない、完全な包囲を受けた時だけだったわ」

「捕まらぬなら逃がさねばいい。口にするのは簡単だが、そうできることでもない」

「ええ。ただ、鬼ごっこなら負けもあったけれど……。かくれんぼならまた別よ？」

　今回のように【鬼】が獲物を探す手段がなく、潜伏が許されるルールなら。

《兆し》を読むモナ・ラナを捕らえることは不可能であり──遊戯ゲーム村においても無敗、一度たりとも負けたことがない。

「今回もそうか。がむしゃらな追撃で捕らえられぬなら、策を使ってくる……」

「ええ。子供の頃の鬼ごっこ……。カムランやアイラが私に勝った流れのようにね」

　渋い顔をするジャファル。

　幼い記憶にわずかに浸りながらも、モナはかつての敗北を教訓とする。

「すべての勝利の《兆し》を潰された時、私の異能は必敗のサインに変わるわ。どれほど運命を弄いじろうと、運の領域では決して超えられない差」

　鬼ごっこやかくれんぼのみならず、運の要素が介在するあらゆる遊戯において。

　運勢、運命の領域を超える、いわゆる『詰み』の状態がある。乱数がどう偏ろうとも、ルールの枠にあるかぎり覆ることのない結果を《兆し》として読み取った時。




「そう……まさに、今みたいに、ね？」




　はらりと散った薔ば薇らの花びら。

　噴水に浮かべたそれが、くるりと回りながら水底へ沈んでいくのを見て──。

　予言者モナ・ラナは《兆し》を読み、妖艶な唇を歪ゆがめるのだった。





　＊






　──これで、『詰み』。




　獣の嗅覚に薔薇の香りが届く位置。

　遠く【薔薇園】に建つ温室の屋根、きらめくガラスが梢こずえから覗のぞき、咲き誇る薔薇の花が緑の枝葉に点々と散る──ギリギリの距離に、御み嶽たけ原ばら水みず葉はは潜んでいた。

（わたしは、金かな床とこ）

　水葉は熱い鋼を受け止め、敵を仕留める受け皿として。

（ミラとユーリは、壁。……あれらを挟んで逃がさない、火バサミのように）

　鍛冶師が熱した鋼を掴つかむ火バサミ。その両端となるのは、ユーリエルとミラ。

　二人は既に【薔ば薇ら園えん】の左右に展開、潜んで退路を断っているはずだ。左右から逃走を図ろうと、必ずや最低一人は捕らえ、結果を出すはずの構え。

（紅ぐ蓮れんさまは……鎚つち）

　床に叩たたきつけられるハンマー。

　火花を散らし、熔とけた鋼を強したたかに打つ役割を担うのは、最強不敗の遊戯者プレイヤー。

　ＣとＦの合同による、Ｅクラス包囲網。温室と噴水を中心とする【薔薇園】、南を水みず葉は。東西をミラとユーリ、そして北側を紅蓮が詰める包囲網が、静かに完成していた。

（そして……捉えた!!）

　第二戦の開始から初めて、ついにＥクラスの遊戯者を視みた。

　影に潜み、先手を取り続けた数分間。国民コメントの実況という見えない追跡を受け、それでも影すら踏ませなかった四人。モナ、カムラン、ジャファル、アイラ。

　中央アジアの砂さ塵じんを感じさせる一団は、温室と噴水を背に背を合わせ、周囲をグルリと睨にらみつける。それはまるで、ライオンに包囲されたガゼルの群れのように。

（逃げられない。突破するしかない。……そう踏んだ？）

　高精度の予知があるとしたら、包囲網を敷かれることすら読んでいたのかもしれない。

　だとしたら、迂う闊かつな逃走ではなく突破を選ぶ可能性はある。【鬼】を押しつけ、【子】に戻す【捕獲アレスト】は、触れた状態での発声を必要とするからだ。

（さわって、さけんで、認識される。──およそ３秒）

　体術、武術で上回れば、その３秒を半ばで断てる。

　あえて身を晒さらして振り切るか、掴まれた手を引ひき剥はがすか、喉を潰し認識を防ぐか。

　そうした骨太の選択をする可能性は、十分に、あ───………？

（───………!?）

　水葉の推測が、断ち切られた。

「どうした。コソコソ逃げるのは止やめたのか？」

「ああ。必要なくなったからなっ!!」

　少年ぐれんの誰何すいかに、応える快活な声カムラン。

　薔薇の生垣の中に、古びた街灯が立っている。

　緑青の浮いたランプ、ガスか何かを燃やすのだろう古びたシェードに手をかけて、砕さい城じよう紅蓮が【薔薇園】に降り立つ。これまで隠れていた樹上から、獲物の前に跳び降りて。

（なんで……！）

　獣性を持たない、冷徹な水葉の頭脳がありえない状況に誤作動を起こす。

　Ｅクラスがこちらの追撃を察しているのは、円陣を組み待ち受けていることからわかる。が、だとしても一斉に襲えば勝機はあるはずだ。奇襲効果がなくとも包囲網を狭め、四人で逃げ道を塞いだ上で体術勝負に持ち込めば、Ｅクラスを捕獲できる確率は上がる。

（なのに、どうして、自分から……出ていくの？）

　意味がわからない。紅ぐ蓮れんはあっさりとその身を晒さらし、Ｅクラスの四人も驚きさえしない。

「変わった。お前たちの思考の色が。行動が、俺の《眼め》が視みていたものから」

　朱あかい眼が、Ｅクラスの四人を薙なぎ払はらうように斬りつける。

「何をする？　何を企たくらむ？　俺を出し抜く一手……手札を、開けてみろ」

　強い重圧、覇気のようなものが見せる幻だろう。軌跡が残像となるような眼光を浴びながら、カムラン・マリクは牙剥むくようにニッと笑った。

「ああ、いいぞ。見せてやるよ──【転写コピー】!!」

「「「!?」」」

　──パァンッ!!

　包囲網が揺らぐ。紅蓮を除く三人の遊戯者プレイヤーが、あまりの出来事に息を呑のんだ。

　スッと手を掲げたモナ、ジャファル、アイラ。褐色の肌にクッキリと浮かぶ白い掌てのひらに、カムランのそれが次々とぶつかり、乾いた拍手を高らかに打つ。

「……さあ。【鬼】さん、どうするのかしらぁ？」

「誰を狙うの？　誰を襲うの？　けど、ここには……♪」

「【子】はおらず。餌食とすべき獲物無し。ここにいるのは皆──【鬼】なりき！」

　たった今まで間違いなく【子】であった三人が、瞬時に書き換わる。

【鬼】が【鬼】のまま【子】を【鬼】に変える能力【転写コピー】。それを用いて触れた今、【鬼】が狙うべき獲物、Ｅクラスの【子】はこの場に一人もいないのだ！

「……透とう夜やの策か。《予知》はあからさまな見せ札だった」

　場にあるだけで遊戯ゲームを変え、対応せざるを得ない『出し得』の環境カード。

　それがモナ・ラナの《兆し》を読む異能、未来予知。それを用いて逃げに徹する限り、単独でＥを追い詰めるのは不可能。対応策を打つよう迫られ、そして場はそう動いた。

（追いかけて、捕まえるなんて非効率的。相手が。仲間を【鬼】に変えるように……誘導し、示唆して、実現した……!?）

　理解の火花が、水みず葉はの脳髄で弾はじけた。

【鬼】が【子】を追い、捕らえるものだという【鬼ごっこ】の基本ルール。当たり前の先入観を利用し、白しろ王おう子じ透夜は罠わなを仕掛けた。未来予知という手札を晒し、対応せねば負けるぞ、とチラつかせ、包囲網を形成するために必要な【鬼】を揃そろえるために……！

「味方を【鬼】に変えることを選ばせた。ただ追いかけて捕まえるより遥はるかに効率的だ。普通なら簡単には捕まらないＦクラスの二人を鬼に変えたも同じだからな」

「そういうことさ。俺達がこっちに逃げて来たのも、偶然じゃない」

　親指を立て、カムランはすっと【薔ば薇ら園えん】の中心、古びた温室を示す。

「トーヤは開始直後の【移動トラベル】で、【薔薇園】に跳んだ。その温室に潜み、オレを【鬼】に変えたのさ。今はもうここにはいない……理由は、わかるだろ？」

「罠わなにかけたとは言っても、そちらは四人が【鬼】に変わった。つまり……全員だ」

　今や、Ｅクラスに【子】はおらず。

　このまま残り時間が過ぎれば、チームごと敗退が決まってしまう。

「対してＦは二名が変わったのみ。四対二の交換だ、普通に考えれば割が合わない」

　あまりに非効率な一手。悪手とＡＩは弾はじき、故に除外した策を。

　紅ぐ蓮れんならば必ず、数分で開示された手札──《予知》に対応できると踏んで。

「残る【子】はＣクラスの可か憐れんとＦクラスの凍とう城じよう兄妹きようだいだけ。生存のチケットは３枚きりだ」

　すべては、この状況を作るために！

（追うしかない。後手に回るけど……！）

　対たい峙じする紅蓮とＥクラスの遊戯者プレイヤーたちを遠目に見ながら、水みず葉はは脳裏で宣言する。

（【盗聴インターセプト】使用。クラス指定【Ｆ】！）

　ザッ、と耳にノイズが走る。

　可憐を除きたった２枚の生存権、凍城兄妹の位置を探るために。

『───………』

（きこえ、ない!?）

　投稿された国民管理コメントはクオリアシステムにより認識され、読み上げられる。

　それは絶対のルール。破ることはできない。だが、耳に届くのは風でそよぐ枝の音、ささやかに流れる噴水の水音だけで、一切のコメントが聞こえてこない。

（まさか。国民管理コメントが、ない……!?）

　投稿されてしまえば、その内容は必ず遊戯者たちに伝わる。

　だが、一切投稿されなければ？　Ｆクラスの全国民が口をつぐみ、遊戯ゲームの内容を固唾を飲んで見守っているとしたら。一切の言葉を断ち、耐えているとしたら？

（ありえない。Ｆクラスは完全に国民のコントロールを失っている。そもそも支持されていないし、仮にＣクラスのように支持を得ていても、一定数の例外が必ず存在する）

　宗教によって固くまとまったＣクラスですら、反発が生まれるのだ。

　不ふ甲が斐いない遊戯者への怒りや勢いに任せた暴発。その気はなくとも感情が手を滑らせ、それを【鬼】たちは見逃すことなく読み取って位置を探る。それがこの遊戯の仕様。

　それなのに、完全なる静寂。その意味、その理由は……！

（何らかの、不正。クオリアではなく、その支配下にあるＦクラスの国民端末!!）

　加速された水葉の脳髄が、予測される結論を弾き出す。

　国民に配布されている端末への侵入と統制により、国民管理コメントの投稿を完全停止。

　この状態では【国王の鬼ごっこ】、その根幹となるルールが壊れてしまう、はずなのに！

（りじちょー……獅し子し王おう創はじ芽めを、紅ぐ蓮れんさまは捕まえた。それはクオリア内部への干渉、その手段を得たということ。佐さ賀か臣とみの小細工とはけた違いの、いんちき）

　誰でも解わかる。一切コメントが投稿されないなど、ありえない。

　露骨すぎるほど露骨な不正は、それを見せつけているのだ。

　絶対不可侵のクオリアシステム、その神話が崩れたことを──公然と示し、その裁定にあってはならない疑問を投げかける、信頼失墜のテロリズム。

（旧時代のバブル崩壊、信用経済の破綻に匹敵する破滅、破局が起きる。だめ、これは。あってはいけない、存在してはいけない……大破壊の引き金!!）

　あまりにも重い爆弾。Ｆクラスが勝利し、その記録が精査されれば？

　隠蔽の暇もなくそれは炸さく裂れつし、遊戯ゲーム時代が破綻しかねない崩壊を引き起こすだろう。




（だめ。それ、だめ。日常が。紅蓮さまが守ろうとしたもの）

（手に入れたのに。わたしが、静しず火かが、可か憐れんちゃんが、紅蓮さまが……）

（生きたい世界を、壊させない!!）




　勝つしかない。勝ち、最悪の記録を隠蔽するしかない。

　遊戯時代を継続するためには必要不可欠の条件。それを果たすためにはクオリア干渉、不可侵のシステムへの、ありえないバックドアを手に入れねばならず。

　そして、その候補者は──この場に、存在するのだ。




（この遊戯に理事長は、いない。なぜ？）

（絶対のジョーカーを手札から抜く理由は……既にそれが、手元にあるから）

（ユーリエルは除外。クオリア干渉という手札は、重すぎる）

（もし得ていたとしたら確実に何らかの影響が出る。言語、態度、行動、その他において。それがない、以前のデータと行動や性質に大きな差異が出た人物は──）

（ひとりしかいない。当然の結論。それは、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ!!）




　ドミノ倒しのように真実が重なり、水みず葉はは推理を構築する。

　Ｆクラスへの【盗聴インターセプト】からわずか十数秒の葛藤。その間にも場は動き続けていた。




「無謀すぎます。自軍のすべてを【鬼】に変えるだなんて……！」

「違う、そうじゃない。こういうのは……《面白い》って言うのさ!!」

　悲鳴のようなユーリエルの叫びに、カムランはからからと笑ってみせる。

「残り時間はあと５分！　国民管理コメントをズルして全部消したのは判わかってる！　けど、モナの《兆し》があれば、そんな機能は必要ないんだ。──卑ひ怯きよう者」

　笑みに蔑みを混ぜて、首をカッ切るハンドサインをカムランは紅ぐ蓮れんに叩たたきつける。

「卑怯、か。そのわけのわからん超能力も似たようなもんだろうに」

「ルールを破ってるわけじゃないからな！　それに、異能持ちはお互い様だろ？」

　一歩間違えれば即死の大おお博ばく打ち。

　賭けるなら、情け容赦ない全賭けオールイン。肉を切らせて骨を断つ！

「それが、オレたちの。シロオージ・トーヤの遊戯ゲームだ。さあ行くぜ、狩りの時間だ！」

　シャッ……!!

　カムランが咆ほえる。刹那、控えていたモナが、アイラが、ジャファルが迅はしる。

　薔ば薇らの生垣を跳び越え、温室に紛まぎれ、噴水を蹴立ててバラバラに……！

「別れました！　追いますか、紅蓮!?」

「無駄だ。追い、捕まえたところで──遊戯から離脱させる手段が乏しい」

　暴力によるアバターの完全破壊という可能性はある。

　だが、相手は素人ではない。鍛え抜かれた遊戯村の精鋭を、残り５分で追撃して倒す？

　可能性は低い、低すぎる。フィジカルなら最強クラスの桃もも花かすら影も踏めなかったのだ。

　そんな愚かな賭けをする紅蓮ではなく、その対応策は堅実な一手で。

「ミラ、凍とう城じよう兄妹きようだいのもとへ走れ。追跡はされるな。Ｅの遊戯者プレイヤーが全員【鬼】になった現状を伝え、特に潜伏した白しろ王おう子じ透とう夜やを警戒させろ」

「了ハ解イ」

　ごく短い返事と共に、黒衣が宙に舞う。

　見事な跳躍。黒いドレスが生垣の影に消えると、紅蓮はユーリエルに向き直る。

「作戦を変更。凍城兄妹を守りつつ、可か憐れんを捕獲する。いいな？」

「はい。……では？」

　ちらりと向けた視線が、水みず葉はに刺さる。Ｃクラスとの同盟を問うそれに、

「状況が変わった、破棄だ」

　紅蓮の解はあまりにも冷たく、当たり前の数式を解いたように素っ気ない。

「同盟関係はここまでだ。そちらは好きにしろ」

「それだけ、ですか？」

「他に何か必要か、ユーリ？　今は敵だぞ」

「………ッ！」

　何か割り切れないものを抱えるように、王女は端整な唇を噛かむ。

　が、当の本人は。御み嶽たけ原ばら水葉の反応は、ユーリエルの予想とは──。

「あは。あははははは……あはははははははははははははははははははっ♪」

「!?　水みず葉は、さん!?」

「いいよ、いいよ、わかってる。遊戯ゲームだもんね……♪　斬るも捨てるも当たり前だし」

　それより、そんなものより、今は。

「痛いよ、紅ぐ蓮れんさま。ひさしぶりに、今の言葉は痛かった。心臓がグサッと冷えて、おなかのなかがギュルッと捩ねじれて……ここが、キュンッて疼うずいたから」

　頬ほおが火照る。目が据わり、指が太ふと腿ももからスカートの奥までを撫なで上げた。

　火照りと共に肌を濡ぬらす汗。ねっとりと糸を引く指先をねぶってから──。

「逆境。地獄。修羅場、火事場、炎上……イイよね。紅蓮さまがくれた痛み。踏ふみ躙にじって、冷たくして、こころを犯して踏み躙って。靴の底にへばりついたガムみたいに」

　べたりとべたり、糸を引き。こびりついて、離れずに。

「負けない、わたし。あなたを取り戻すその時まで……絶対に、絶対に、絶対に!!」

　理性がブチ切れたような絶叫。狂気と正気、論理と獣性の間に立つ《怪物》。

　脳と意識の自己改造による千変万化。

　混こん沌とんの果ての無我《明鏡止水》にして《陰陽相克ダブルフエイス》の遊戯兵器、御み嶽たけ原ばら水葉の真骨頂。

「あはははははははは!!　あははははははははっ!!」

　狂ったように笑いながら、水葉は蜘く蛛ものように木立に潜み、姿を消した。

　その行方、微かすかな痕跡に目をやると──。

[image: ]

「消えたか。定石なら凍とう城じよう兄妹きようだいを追うだろうが、あいつの動きは読みづらい」

「そうなのですか。紅ぐ蓮れんなら、その眼めですべて読み取れるのでは？」

「失敗作とはいえ、砕さい城じようの人間兵器を甘く見るなよ。《陰陽相克ダブルフエイス》──狂気と理性を自在に操るあれは、ブチ切れた１秒後に一気に冷めて、米粒に字を書くことだってできる」

　常人なら心を病むほどのテンションのブレ。狂気と理性の綱渡りの如ごとき異能。

「アレを本格的に使った状態だと、勘や衝動と冷静な計算が入り混じる。どちらかに振り切っていれば読むのは容易たやすいが、ああなると簡単には読み切れない」

「まずいのではありませんか？　今、ミラさんを伝令に出したばかりですし、その指示は彼女も聞いていました。尾行されて凍城兄妹の位置を掴つかまれては……」

「不要だ。どうせあの兄妹を捕らえられやしない」

　紅蓮の結論は冷静な判断、分析に基づくものなのだろう。ユーリエルはそう思い。

（──でも、何か）

　割り切れない疑問が、王女の胸で渦を巻く。

　ミラへのあからさまな口頭の指示は、まるで意図して水みず葉はに聞かせたかのようで。

（何を考えているのですか、紅蓮。本当の、貴方あなたは……？）

　胸の前できゅっと、不安に縮みかける心臓を掴むように拳を握り。

　ユーリエル・アルセフィアは紅蓮と共に、闇へと消えていった。





　＊






『凍城兄妹のもとへ走れ。追跡はされるな。Ｅの遊戯者プレイヤーが全員【鬼】になった現状を伝え、特に潜伏した白しろ王おう子じ透とう夜やを警戒させろ』




　──命令を認識しました。

　──我が使用者マイユーザー、砕城紅蓮。愛しています。




　焦点の合わない風景が高速で流れる。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。黒いドレスの女は、まとわりつく裾の鬱陶しさを感じさせない俊敏な動作で、【薔ば薇ら園えん】に飾られた彫像の影を渡るように跳ぶ。




　──命令を実行しています。

　──隠おん密みつ移動を実行します。指定座標までの到達は１分後です。

　──移動中オプション『追跡はされるな』を実行します。

　──周辺警戒を強化。視覚、聴覚、嗅覚、【盗聴インターセプト】実行、情報処理を開始します。




（あああああああああああああああああああああああああああああああ!!）




　脳が灼やかれる光を、人間としての【ミラ】は感じていた。

　痛みは無い。あるのは圧倒的な『眩まぶしさ』──強い光を視みた時、眼底に圧おしつけられるようなヴィジョンが、視神経から脳に痛みもなく沁しみ込んでいくような、異常感覚。

　人類が今まで感じたことのない浸食感覚。脳に走るＡＩがロジックに基づいて行動し、体を動かし、超効率的に稼働していながら、人間としての【ミラ】は。




（何も　ない　あれ　進む　勝手に　わた　あれ　ああ　何だ　えっ？　ぐれん　ぐれ　ん　んｎ　んんんんん　ン　ンんンんんぐえ　れ　レレレレレレレレエ　れ　ん）




　途切れ途切れの壊れた意識だけが、不要なノイズとして生まれては処理されていく。

　まるでゲームのムービーを見ているようだ。本来なら操作できるはずのキャラクターが勝手に動き、意識しない言葉を、考えたこともない行動を行い、ただ視ているだけ。




（ちが　ちがう　クオリア　ＡＩ　なんで　こんなの　　ふれ　ぐれん　は　へいき？　わからない　えらー　な　わわわわわあわ　かからららら　ななななィ───）




　同じＡＩでも、脳共鳴ネットワークを主軸とする有機連結頭脳体クラウデイアンとクオリアＡＩでは、その性質がまるで異なる。前者が複数の脳を同期、記憶や思考を共有することで疑似的なネットワークを形成、処理を代行することで効率を上げるものだとしたら。

　後者、クオリアＡＩはその真逆。

　莫ばく大だいなデータ、クオリアが日々集積する【闇】──《黒の採決ブラツクバウト》で集められた遊戯ゲーム記録、当事者や黒幕の動機や欲望、遊戯の流れや敗者の破滅と勝者の繁栄に至るありとあらゆる情報を、光に等しい超高速で検討し、演算し、勝利へのルートを確定するものだ。

　ネットワークへの接続と情報処理。どちらが脳に負担かと言えば、当然。




　──参加遊戯者プレイヤーの全電子記録、閲覧完了。出生から現在までの全履歴入手。

　──行動パターンのエミュレート開始。仮想演算。推定行動パターン設定。

　──Ｅクラス遊戯者、記録該当なし四名。データ不足。

　──出入国記録および公的記録入手。出生地、教育機関、あらゆるデータの入手。

　──人生演算エミユレート開始。パーソナルデータを推理。脳出力不足。演算能力不足。

　──パフォーマンスが低下しています。

　──エラー。水分および糖分が不足しています。

　──神経細胞の微断裂を確認。エラーが発生しています。エラーコード……

　──エラーコード確認。セキュリティロック解除。脳神経の破壊許可、確認。

　──強制終了処置を停止。処理を継続します。




（あ　あ　あ　あ　あ　あ　ア　あ　あ　あ　Ａ　あ）




　望んだことだ。

　たとえ我が身が燃え尽きようと、脳細胞がグズグズに焼け崩れようとも。

　愛する男の、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの心に棘とげとなって残るならかまわない。そう考え、自ら死刑執行令状に等しい選択をし、ナノマシンを受け入れた……その結果が、これだ。

（いたくない　痛くない　なんで　せめて　痛みを　イタク　して　ほ　あ）

　痛みがない。崩れていく。壊れていく。脳が。脳が。脳が。脳が。

　超高速で稼働する脳。ナノマシンとの共生により量子コンピュータ並みの計算力を得た生体組織が限界を超えて壊え死しするが、痛覚無きが故に痛みはなく、喪失の実感だけがある。




　自分が崩れて壊れていく中、意思と関係なく体が動く。

　悲鳴も絶叫も誰にも届かず、ただただ機械らしく──。




　──Ｅクラス遊戯者プレイヤーの全言動、行動、データ集積完了。

　──パソナルデータ推理完了。全遊戯者分の行動予測完了。

　──推定勝率81％。必須条件【凍とう城じよう兄妹きようだいの保護】。

　──脳共鳴ネットワーク接続。新規個体『獅し子し王おう創はじ芽め』メッセージ送信。




（情報支援を要請。凍城紫し[image: ]れん、凍城未み恋れんの現在所在地を連絡してください）

（ああ。かまわないけど、やれやれだネ……）




　雑音ノイズのようなイメージが脳に届く。

　視神経を介在せずに視覚情報を脳で直接受信するのは気持ちが悪い。脳に閃ひらめいた映像は現実と交錯し、白昼夢を視みているような幻覚をもたらすからだ。

　その際かかる脳への負荷は、禁じられた薬物による幻覚、重度の離脱症状に匹敵する。




（自分が構築したシステムのバックドアを自分でやるはめになるとは複雑な気分だ。もし自由になれたなら最優先で塞ぐヨ、こんな特大のセキュリティホールは）

（不要な情報を連絡するのは止やめてください）

（やれやれ、これだ。何だい、この人間味のなさは。脳神経への負荷が極限に達し、ＡＩのテンプレみたいなやりとりしかできないじゃないか。情けない情けなすぎるヨ）




　心底呆あきれたような思考と感情に、【ミラ】の怒りが沸騰する。




（うるさ　だま　わたしは　こんな　あぎ　ぐ　はず　じゃ　な　ぐ　が）

（思考ノイズは君の方だネ。言語として成り立っていないのに不快感だけ強烈に伝わる。脳共鳴ネットワーク、思考や感情の共有。他者との心理境界線をゼロにする試み）




　脳の視覚野に映像が弾はじける。

　のんびりと椅子に座った獅し子し王おう創はじ芽め、囚人服姿のまま遊戯ゲームの中継を視みている。

　場所はスキヤキホテル屋上庭園。いつものように妹を抱いた凍とう城じよう紫し[image: ]れんが、古びた校舎のどこかに潜伏している様子が映っていた。




（支援情報を受信。画像補正、明暗調節、微細分析、正確な所在の検索を実行）

（警告。画像処理による負荷上昇。脳圧上昇。血圧増大。心停止の可能性）

（エラーコード停止。強制実行）




　──!!




　ズムッ、と。

　心臓に拳を叩たたき込まれたような衝撃が走る。限界近かった処理にさらなる追加が行われ、毛細血管が破裂し、涙腺から血が流れ、アバターにそれが反映される。

　表情は一切変わらない。闇を駆けるミラはクールな面持ちを保ったまま、ただ黒い血を涙のようにこぼし、ポリゴンの欠片かけらを曳ひくように走り続ける。




（あ　ア　レ　が　のう　こ　わ　れ　れ　れ　れ　れれれれれれれれれれれれれれ）

（……哀れだネ。本当に、哀れだネ。同情するヨ）

（ウル　さ　い　わたシ　これ　で　いい　ぐれ　んの　ここｒ　に　ノこれ　なら）

（哀れだよ、そして滑稽だよ。ヒトは感情のある動物だ、故に非合理的な行動をとる）

（私はね、そんな時代を変えたかった。誰かの憎しみや恨みで動く世界を止めたかった。慣れ親しんだゲームの世界のように──最低限のルールが、欲しかったんだヨ）




　脳に伝わる記憶、感情、思考のミックス。

　空を舞う軍事ドローン。焔ほのおが躍る暗黒の空。

　安全な場所から操作された殺人機械が、無機質な執念と共に人々を殺していく。

　核の焔が弾はじける。焼け焦げる街、人、森。無残な屍しかばね。クレーターと化す世界。ＳＮＳに氾濫する惨状、動画サイトにあふれる地獄、手軽にそれを消費して正義の怒りを燃やす。




　ますます熱心に地獄を創つくる《普通の》人々──。




（第三次大戦。暗黒時代。ヒトは二度の大戦を経てすら学習できず、インターネットでの情報化によって地球は遥はるかに小さくなった。世界の人々は情報化により互いの文化や生活を知り、話し合い、心を繋つなぐことができるようになった。そのはずだった）

（友達を殺すなんてできない。愛する人を憎めるはずがない。情報化による文化交流こそ、戦争を過去のものにすると期待していたヨ。遥か昔、私が肉の体を保っていた頃）

（けど、それは幻だった。知るほど、近づくほど、ヒトは些さ細さいなことでいがみ合った）

（ネット越しだから殺さつ戮りくの実感を持たず、デバイス越しにドローンを操作して戦争をし、次々と精神を病んでいった。己おのが手で殺していないが故に、罪が無いが故に、裁かれないまま）

（永遠に消えない罪を抱え、誰も責めない、終わらない苦しみのまま殺し、殺されて。ついに自分の番が巡り、命尽きるその時だけ誰もが笑うのさ）

（ああ……やっと終わる、ってネ）




　そは、デジタルの煉れん獄ごく。

　人々が自ら選び、創り出した暗黒の歴史だった。




（嫌だ。バカげている。私たちは人間だ。人類だ。発展し、成長し、幸福に生きるのだ。だから私は戦後をデザインした。情報ネットワークの根幹を握り、過剰な交流を抑制し、国境を整理し、民族文化を整え、遊戯ゲームという絶対の基準のみを敷いた）

（暗黒時代の記録や記憶を抑制し、闘争本能をただ遊戯にのみ振り向けることで制御した。武器を捨て、言葉と遊戯によってのみ戦うよう洗脳まがいの誘導もしてね）




　その目的は、ただ。




（平和が欲しかったんだ。──これは、嘘うそじゃない）

（あ　あ　……あはははハハハハハハハハハハハ!!）




　獅し子し王おう創はじ芽めの独白に【ミラ】は喪失の中で嗤わらった。




（そレで？　遊戯ゲームですべてが評価される世界を創つくッた？　知るカ!!　結局はそれを、多数の犠牲を少数に押し付けただけじゃないか。何の解決にもなっていない!!）

（会話に論理性が出てきたネ。やはり怒りは自我を回復させるのに有効だ）

（え　あ）

（哀れなるキミに贈る、ささやかな花束さ。紅ぐ蓮れんクンの真意、そしてこれから水みず葉はクンが、子供たちがしようとしていること。すべてわかるわけではないけれど）

（ナニ　を　言って）

（私はこう見えて、教育者の端くれだからネ。せめてもう一度、チャンスをあげるヨ）




　ふざけたような心理、思考が。




（──選択したまえ、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。君は機械か、それとも人か。愛に殉じてこのまま壊れるか、それとも──……？）

（解析完了。学園中央部【特別教室棟】エリア３階）

（情報ノイズ遮断。脳共鳴ネットワーク制限）

（あ……!!）




　ばつん、と途切れて、無機質なＡＩが脳を征する。

　脳内で行われた画像処理、情報の分析。モニター内の窓から映る風景、調度品の位置や壁の配置などから推理された座標に向けて、ミラは方向を転換しようとし。




（視覚、聴覚に反応。警戒対象、御み嶽たけ原ばら水葉）

（接近、後方５メートル。目標地点への移動は追跡される危険性あり）

（使用者命令『追跡はされるな』に抵触。勝利条件【凍とう城じよう兄妹きようだいの保護】に問題発生）

（結論──撃退行動を実行）




　……ブヂィッ!!

　彫像に這はう蔓つる薔ば薇らに手を伸ばす。

　棘とげが掌てのひらや指を刺すのもかまわず、強引にそれをひっこ抜く。

　千切れたそれは鞭むちとなり、ヒールを刺すようなステップと共に立ち止まって。

「……!!」

「シッ!!」

　無言のまま、鋭い呼吸音が交差する。

　鞭むちのように叩たたきつけられた薔ば薇らの枝が、追跡者の手に掴つかまれた。

　緑の棘とげを柔らかな掌てのひらに食い込ませ、赤い血を零こぼしながら──。

「私についてきていいのですか？　凍とう城じよう兄妹きようだいのもとへ私はあなたを案内しません。遊戯ゲームが終わるまで誤った方向へ誘導し、脱落を誘いざなう戦術という可能性があります」

「……そのことば。わたしとおなじ、ううん……。わたしいじょうに、壊れてるね」

　ピンと張りつめた薔薇の鞭。ギリギリと軋きしむ植物を引き合いながら。

　ミラと水みず葉はは対たい峙じし、無機質な眼めと獣の眼光が真正面から火花を散らした。

「けど、それはブラフ。紅ぐ蓮れんさまが下した命令を、あなたが無視できるはずがないし……今は一刻も早く、あの兄妹にピンチを伝えたいはずだから」

　その読みが当たっていることを、他ならぬ【ミラ】は知っている。




（遊戯者プレイヤー名【御み嶽たけ原ばら水葉】──演算エミユレート開始）

（警告。異能《陰陽相克ダブルフエイス》による行動パターンのランダム化による予測精度の低下）

（クオリア内より過去記録サルベージ開始。演算試行回数３億回に設定）

（警告。脳圧さらに上昇、循環器系への負荷、生命維持に危険、死亡率３％）

（エラーコード停止。強制実行）

（あ　ぎ　あ　が　が　……　ッ!!）




　崩壊が加速していくのを感じて、【ミラ】は存在しない苦痛に喘あえぐ。

　痛みはない、それは想像に過ぎない。ただ壊れていく感覚、異様な動どう悸きを刻む心臓や、脳が内側から膨らむような圧迫感から生じる恐怖が、そのまま変換されているだけだ。




（演算完了。御嶽原水葉の行動パターンに一定の法則性を発見）

（ランダム化された思考の限界、パーソナリティと合致する選択を優先する傾向あり）

（行動予測完了。行動３回。18秒でのアバター完全破壊成功率──98％）




　ＡＩの託宣と共に、棘鞭が唸うなる。

　右手で水葉と引き合いながら、左手に新たな蔓つるをちぎる。美しい花弁を散らしながら、棘の生えた蔓が少女の眼球を正確に狙い、しなった。

「──ッ！」

　ニッ、と麗しい唇が牙を剥むく。

　ヒトは仕様として眼球にモノが接近した場合瞼まぶたを閉じる。肉体的な反射であり、それを意思の力で克服するのは古今東西、戦闘に関連する技術者たちの基本とされた。

　御み嶽たけ原ばら水みず葉はは瞼まぶたを開く。

　閉じるどころかガッと開け、蔓つる薔ば薇らの棘とげで頬ほおを削られながら！

「これがわたしの、戦術。──がりがりがりがりがりがりがりがり!!」

「戦術。ありえ。これは、ただの……ッ!!」

　ミラの言葉がブツ切りにされた。

　恐竜の笑みを浮かべた水葉が突き進む。ピンと張りつめた片方の鞭むちがたわみ、緩んだ隙に距離を詰めると、リミッターがブチ切れた怪力で掻かくようにミラの横面を叩たたく。

「暴力……ッ!!」

　肉体に組み込まれた格闘技術。ロシア軍から習得した反射で打撃を防ぐ。

　だが水葉は止まらない。すかさず腰を落とし、蜘く蛛ものように身を縮めると、スカートの奥から伸びた太ふと腿ももが伸び、強烈な脛すね蹴りをミラの肋ろつ骨こつめがけて叩き込んだ。

　ガッ!!　ゴ……ボギッ!!




（異常発生。演算エミユレートエラーを確認。直接戦闘技能の再演算を求む）

（個体名ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。旧ロシア陸軍式格闘技に習熟）

（脅威判定、赤。御嶽原水葉の身体能力、格闘技術は──）




　恐竜の蹴りが、受け止めた足ごとミラを真横に吹っ飛ばした。

　幸い、骨は折れていない。だが凄すさまじい打撃に腿肉が腫れ、一直線の青あお痣あざが刻まれる。蹴りをさばくセオリー通りに足を上げ、体を守ったはずなのに。

　が、常識セオリーはヒト同士の格闘のものでしかなく。

　ヒトの形をした恐竜ダイナソーには、関係ない。




（推測。異能《陰陽相克ダブルフエイス》による脳改造──脳内麻薬分泌、一時的な身体強化）

（増幅率が異常。これまでの記録を遥はるかに超える。異常。異常。異常。異常!!）




　危機を認識して警告が弾はじける中、水葉は笑みを刻んだまま身構えて。




「のうを、きょうりゅうに、かえる。けもの。はちゅうるい。だいなそー。かぶりつく。こわす、ぶったぎる。のうないまやく。えんどるふぃん。──うずく!!」

「脳の自己改造。自己催眠と暗示、脳内麻薬によるリミッター解除。想定、以上……！」

「いままでのデータは関係ない。わたしは、いま、おこってる。めらめらめらめら。ヒトの心でおこりながら、きょうりゅうの脳で暴れてる。それが、わたし!!」

「………!!」

　脳の恐竜化という概念。

　それは脳を介さない攻撃衝動にある。

　相手を殴ろうと考え、実際に手足が追随して動くまでの時間。極論すれば格闘技訓練、戦闘訓練とはそれを短縮し、いかに早く、正確に、本能的に攻撃できるかということ。

　水みず葉はが成した自己改造は、一切何も考えない。純粋な反射、狂暴極きわまる捕食攻撃の衝動に任せて、ヒトの格闘技術、磨いた格闘動作を叩たたき込む、ゼロカウントの超攻撃。

「これは、ももかのわざ。スピードチェスでみせてくれた、あのこの──かがやき!!」

　ガガガガガガガガガガガガガッ!!

　打撃が止やまない。止まらない。暴力の渦が止まらない。

（記録参照。獅し子し王おうレジャーランド、選抜戦におけるスピードチェス）

（砕さい城じよう紅ぐ蓮れん対桃もも貝がい桃もも花か。完全な反射による思考を排除した超高速連続攻撃）

（対応不能。早すぎて、打撃を捌さばき反撃しようとした瞬間、次の打撃が差し込まれる）

（提案。呼吸、疲労によるリズムの変化、攻撃停止まで防御）

（……不能。その前に、防御行動が不能となる）

　ＡＩの思考が弾はじける。

　腕、肘、膝、脛すねなど比較的人体で防御に向いた部位を活用し、叩き込まれる打撃を凌しのぐ。

（提案。後方に跳び、距離を取りアウトレンジでの攻撃を実施）

（不能。選択した武器、蔓つる薔ば薇らにより拘束されている。一定以上の距離が──）

「がりがりがりがりがりがりがりがり!!」

　絶叫、咆ほう哮こう。

　ちょうど旧時代の興行で行われた変則試合。

　選手の手と手を鎖で繋つなぎ、逃げられないように縛ったチェーン・デスマッチのように、自ら使った凶器、蔓薔薇で水葉とミラは繋がれてしまい、距離を一定以上離せない。

　蔓を切る。手を離す。どちらにも一瞬の間が必要となる。

　その隙を、この怒ど涛とうの連撃は見逃さない。

　確実にそこから食い破られ、肉食魚の群れのごとく全身を食い千切られるだろう。

（対応不能）

（対応不能）

（対応不能。深刻なエラーを確認……！）

　クオリアＡＩが脳内で破綻を叫ぶ。




「これがわたしの、ＡＩ殺し」




「ＡＩは考えるもの。考えなきゃいけないもの。そういうふうに、つくられた」




「だからあなたは。ＡＩであるかぎり、かんがえるかぎり、わたしには」




「原始の暴力で──かなわない!!」




「………ッ!!」

　ＡＩは常に思考を止めない、それが人間を超える機能。

　いかなる土壇場、暴力の最中でも常に最善を考え、計算してから行動する。その速度は極きわめて速く、ヒトが認識できるレベルの遅延、ラグなど生じない。

　だが、確実に遅延は存在し──。




（問題を確認。クオリアＡＩによるアバター直接操作の場合、遅延は存在しない）

（人体に搭載された状態における格闘戦。思考、動作、行動の３工程を必要とする）

（遊戯者プレイヤー名：御み嶽たけ原ばら水みず葉はは動作と行動のみで戦闘を可能とするため、２工程となり）

（蓄積した１工程の差が遅延の原因となり、致命的な差となっている）

（対応。思考の停止、反射行動のみによる戦闘対応、遅延解消）

（脳拡張、ＡＩ機能停止。生体脳へアバター操作権、移譲）

（承認。──実行）




　１フレームの思考の果て、ＡＩは対策を弾はじき出す。

　絶え間なく続く水葉の連撃、わずかに遅れて受けていたミラの手が、足が追いつき始め、一瞬の余裕が打撃をいなし、威力を最低限に殺して防ぐ。

「なぜ、紅ぐ蓮れんがクオリアの器に私を選んだのか。理解しているか？」

「……あはっ」

　脳圧が和らぎ、動どう悸きが静まる。

　過剰な血流が抑制され、冷静さを取り戻したミラ。あるタイミングで彼女の足が跳ね上がり、水葉のそれと激突する。あたかも剣豪の鍔つば迫ぜり合あい、足が絡まり骨が軋きしむ。

「それはな、強いからだ。軟弱なユーリエル・アルセフィアや愚妹などとは違う……!!　軍の過酷な訓練をクリアできる肉体と頭脳、両方があるからこそクオリアが活いきる！」

「そう。よかった。そんなあなた、だからっ……！」

　ブチッ、と張りつめていた蔓つる薔ば薇らが千切れる。

　鮮血の珠たまがあたりに飛び散り、鎖のように少女たちを繋つないでいた棘とげ鞭むちが落ちた。

　花弁がはらはらと散る中、うっとりと蕩とろけるように微笑ほほえむ──水葉は。

「会いたかった。『本当のあなた』を引き出すために……。追いかけて、戦って、今それが叶かなったんだから」

「……【私】に会うため……だと!?」




【薔ば薇ら園えん】の片隅で、創つくられた怪物同士が噛かみ合い、そして──出会った。





　＊






「ＡＩのあなたと話す意味はない。同じ人を好きになった、女ひととして」

　御み嶽たけ原ばら水みず葉はは狂気を抑え、染み入るように。

「生身のあなたと話すために……。わたしは、ここに来たんだよ？」

「くだらん」

　問いかけをバッサリと、ミラは断ち切る。

　喪服のようなヴェールを叩たたきつけるように脱ぎ、視界を確保。血走った眼めに殺意を乗せ、戦場の狂気を孕はらんだ呼吸のままに、ドレスの裾から強烈な蹴りを繰り出して！

　……ズムッ!!

「きいて。どうして、あのひとを、紅ぐ蓮れんさまを……好きに、なったの？」

「鈍い鈍いと聞いていたが……!!　痛覚まで爬は虫ちゆう類るいじみているな、貴様ッ！」

　脇腹に薙なぎ払はらうような蹴り一撃。アバターでなければ肋ろつ骨こつ片側が粉砕される勢い。

　強烈な打撃に肉と骨を軋きしませながら、肘と膝でそれをブロックする水葉。防いだとて、激痛と衝撃は凄すさまじいはずなのに──その落ち着いた声音は、不気味なほど響いた。

（テンションが明らかに落ちている。脳内麻薬を分泌させていない？　だとしたら、急激な血圧の低下やこれまでのダメージによる痛みが一度に襲ってくる。まともな人間なら泣き叫び、転がり回ってもおかしくないはずだぞ……！）

　だが水葉は静かなままだ。ミラは焦り、歯を食いしばる。

　今、自分のアバターの主導権は──悔しいことに、ＡＩに握られている。

（戦闘終了となれば、また私は、あの……あの!!）

　実感のない崩壊。擦り下ろされるような人格。痛みも苦しみもないままに放置されゆく。そんな恐怖を再び味わうくらいなら、痛みと実感のある戦いの方が遥はるかにマシで。

「そんなことは……忘れたッ!!　戦え!!　舐なめているのか、貴様ッッ!!」

（嘘うそだ）

　叫びと裏腹、ミラの心が泣くように。

（あの時、あのサハリン、あの七日間で、わたしは、かれを）

　かつての出会い。自らの記憶を制御し、ただの一般人として出会った幼いミラと紅蓮。

　その時の記憶、想おもいはいまだに消えることなく、温かい灯ともし火びとなって輝いている。

「ぺろぺろ。……舐なめてなんか、いない。だって、わかるから」

「知ったようなことを!!　貴様に何が解わかる、私の、恋が!!　愛が!!　この身すべてを捧ささげ、命を捨てて、心を捨てても手に入らないと知った絶望が、貴様に……!!」

「わかるよ。たぶん……このよで、ひとり」

　苛烈な拳と蹴りの乱打。先ほどとは真逆、避よけ、受け、しのぐ水みず葉はと攻めるミラ。

　アバターのテクスチャが変色する。白い皮膚に内出血の無残な傷痕が生まれ、肉は腫れ、ＨＰの減少と共に砕けたポリゴンの欠片かけらが飛び散る中、水葉は。

「わたしが、わたしだけが──わかるよ。だってわたしと、おなじだから」

　暴力の嵐に晒さらされながら、アドレナリンによる誤ご魔ま化かしのない痛みを受けて。

　御み嶽たけ原ばら水葉は、遊戯者プレイヤーらしい奇策ではなく、ひたすらにまっすぐな言葉に、賭ける！

「わたしたちが暮らした、汚い世界の中で。あの人が、紅ぐ蓮れんさまだけが、手を伸ばしてくれた。違う世界を教えてくれた。きらきらした目で、ヒトらしい夢を語ってくれた!!」

「……まやかしだ!!　手の届かない、夢っ……!!」

「伸ばさなかった!!　わたしは手を伸ばさなかった!!　あなたは、わたし!!　紅蓮さまに出会って、手を差し伸べられたのに掴つかまなかった、ｉｆの……わたし!!」

　紅蓮が差し伸べた手、壊れた怪物、遊戯者ではなく日常を生きるヒトとして。

　生きよう、という誘いを一度断り、そして次のチャンスで手を掴んだ水葉と。

「私は掴んだ!!　もう私は紅蓮のモノだ。私は紅蓮に愛されている!!」

「本当に？　あれでいいの？　あの、偽物の紅蓮さまで。本当に、あなたはいいの？」

「偽物？　違う。私を選んでくれた。私が欲しいと言った。私を求めてくれた!!」

　ミラの眼めに涙があふれていた。だが、アバターは動き続ける。

　嗚咽おえつも漏れず、えずきもしない。肉体の反射はＡＩにより抑えられ、泣き崩れることもないままに、ミラは水葉を攻め続け……水葉の姿が、無残に傷ついていく。

　髪は乱れ、制服の袖は千切れ、シャツを血が染める。あちこちに痣あざができ、豊かな腿ももに痛々しい傷をいくつも作りながら、水葉はしっかりと立っていた。

「本当の紅蓮さまは、冷たいだけじゃなかった。……優しくて、罪のように甘かった」

　たとえ敵であろうとも、子供や少女が傷つくことを嫌う人だった。

　誰かの破滅を見るよりも、誰かの幸福を我が事のように喜ぶ人だった。

　水葉はそう知っている。強さよりも、冷酷さよりも、その優しさにこそ魅ひかれたから。

「……今の、紅蓮こそ、本物だ……！」

　震えるそれは、賭博師の祈り。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナはすべてを賭けた。

　自分の生命いのち、財産、未来、脳細胞に至るまで。あらゆるものを紅蓮に賭け、捧げていた。

　その命、その死を彼が永遠に覚え、愛してくれるのだと信じて。

「私は、永遠になる。紅ぐ蓮れんの傷となって。あいつは優しい、甘い、だからきっと……！　あいつのために死んだ私を、忘れずにいてくれるはずだ!!」

「ＡＩは忘れない。覚えるよ、きっと。けど、そこに──優しさは、無いんだよ？」

「!!」

　突き刺すような水みず葉はの言葉に、ミラの心臓がビクリと跳ねた。

「今の紅蓮さまは、遊戯ゲームの時代を終わらせようとする紅蓮さま。砕さい城じようへの憎しみで走る、壊れた機械。そこにあなたは永遠に残るよ。ただの……愚か者として」

「黙れ……!!」

「遊戯者プレイヤーを哀れみ、わたしたちのような壊れたモノを愛してくれるのは、ただひとり──本物の紅蓮さまだけだよ。わたしたちが好きな、あの人だけなんだよ！」

「黙れえええええええええええええええええええッ!!」

　己おのが賭けた目を、すべてを託したものを疑う者は、勝てない。

　そんな遊戯の初心者ですら当然と知る真理を、今のミラは犯していると。

「あ……あああああ……あ……」

　へろりと、のろのろとした拳が水葉を打つ。

　そのまま力無く倒れ込んでくる体をきつく抱きしめて、水葉はミラの耳たぶを食はむ。

「あ……んっ……！」

「きいて。紅蓮さまが、本当に戦っている相手は、ＣクラスでもＥクラスでもない」

「なに、を、いっ……て……？」

「白しろ王おう子じ透とう夜やですら、ない。わたしたちはそう結論した。紅蓮さまが戦っているのは……自分。脳に組み込まれた砕城の《二番目》」

　裏の紅蓮と表の紅蓮。

　完全同時並列に走り続けていた人格が、今や冷徹なる遊戯の破壊者に固定されている。

「……もうひとりの紅蓮さまと、わたしたちが知る紅蓮さま。この継承戦は二人の遊戯盤。クオリアの宿主にあなたを選んだのも、そしてこの遊戯の流れすらも……」

　最強と最強が織りなす、蜘く蛛もの巣の如ごとき策略の絡み合い。

「わたしたちの知る紅蓮さまが、《二番目》の隙を生むために仕掛けたもの、かもしれない」

「妄想だ。くだらない、捨てられたモノが、妄想にすがっているだけだろう！」

「かもね。けど、わたしは、可か憐れんちゃんは、あのひとの友達は、みんなみんな彼を信じた。あなたはどうなの、ミラ？」

　ついに暴力の手が止まる。食まれた耳たぶ、唾液のぬめる音。

　舌先が耳孔を舐なめるように、水葉の囁ささやきがミラの心に突き刺さる──！

「どちらの紅ぐ蓮れんさまの思惑に乗るのか。……今なら、自分で選べるよ？」

「…………!!」

　ミラの顔が歪ゆがむ。苦しみ、迷い、あまりにも浅ましい……卑しい、未練に。

（わたしは、最低）

　水みず葉はは感じる。壊れたままの怪物であるならば感じるはずのない、罪の意識を。

（ミラ。ロシアの遊戯者プレイヤー、敗北者。彼女がロシアを裏切り、クオリアＡＩを受け入れ……《二番目》の味方になる理由。寿命を縮め、脳を焼き切ってまで尽くす理由）

　それは考えるまでもない。

　もし自分がその立場だったとしたら、どうするか。考えればいい。

（わたしのものにならないのなら。忘れないでいてほしい。一生心に残る傷をつけて、彼の心の片隅にでも、永遠にしがみついていたい。わたしなら、わたしなら……!!）

　それはじっとりと湿った、あまりにも重い情念の結晶。

　脳神経を削っての献身。その果てに死んだとしたら、紅蓮なら必ずその命を罪として、生涯忘れることはないだろう。紅蓮の中で、ミラの顔と名前は永遠に残るのだ。

　だが、その希望、願いに疑念が生じたら……どうなるか。

　今、紅蓮のために殉じるはずだったミラの心が乱れるのが、水葉にはわかる。

　傷つけたいのは本物だ。偽物で満足できるはずがない。優しいからこそ傷は深くなり、血は流れ、痛みは永遠となる。ただの情報として記録されたいわけでは決してない。

（けど、迷う時間は……あげられない）

　ミラに組み込まれたクオリアＡＩは、劣勢を覆すために本人の脳へ主導権を渡した。

　だが、肝心の戦闘が終わってしまえば……？





　＊






「あ　え　う　……いいいいいいい……ッ!!　ま、まて、　まだ、まだ!!」

「ＡＩに主導権が移りそうなんだ？　時間が無い。このままだと、またすぐに」

「っ──[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……ッ!!」

　ミラの美貌が苦悩に歪む。尊厳を踏ふみ躙にじられた者の絶望だ。

　敵の言葉を信じ、ＡＩではなく愛する男の心に残るために裏切るのか？

　あるいはこのまま、再びアバターの奥に戻り、崩壊を受け入れるのか？

　最悪の二択、天てん秤びんは大いに揺れる。選択を決める、ささやかな一押しは──。

「考えてみて」

　悪魔のような。

「ここで裏切れば。あの人の思惑を外れれば。きっと、あなたは」

　艶なまめかしくて甘い。

「本物の紅ぐ蓮れんさまに賭けて。そして、偽物の紅蓮さまに、ＡＩに爪痕を残せるんだよ。思い切り深く、血が滴るようなひっかき傷を……!!」

　ドロドロと湿った、毒牙のような誘惑だった。

「……あ？　あ？　あ？　あ……ククッ……！」

　堰せきを切ったように笑いがあふれる。

　ミラは笑う、喜びが弾はじける。

　ミラは紅蓮を愛している。そして同時に、憎んでもいる。

　愛を示して憎しみを吐く。どちらもできる一挙両得に、最悪の二択が最高に変わる。

「は　は　は　は　は　は　は　は　は　!!」

　途切れ途切れの笑い、ＡＩに脳が占有され、アバターの操作権が剥はく奪だつされていく。

　指先、体の末端から麻ま痺ひし、痺しびれていく中で。

　抱きしめてくる水みず葉はを突き放し、最後の言葉を振り絞るように……！

「【特別教室棟】！　３階だ!!　行け!!」

　晴れやかにミラは紅蓮を裏切る。幾度も幾度も裏切り、そしてまた今も。

　だが後悔はなかった。誰にも信じられない、愛されない。友達もいない、だが……今。

　たった今、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナは、心底水葉に共感し、裏切った。




（愛している。愛している。愛している、紅蓮）

（大嫌いだ、死ねばいい、呪ってやるぞ、紅蓮。ああ、ああ、本当に、本当に）

（愛している、憎んでいる。大好きだ、大嫌いだ、紅蓮。お前も、お前も、お前も）

（お　な　じ　な　ん　だ　な？　……　は　は　は　は　は!!）




　同情か、憐れん憫びんか、同じ死に至る病に感染した患者、死刑囚同士のシンパシーか。

　同じ相手を愛し、同じように憎み、裏切ったミラは。




（警告。警告。警告。……アバターに対する自傷行為を確認。脳内物質の過剰分泌）

（遊戯ゲームに対するサボタージュ、恣意的な妨害行為を確認。──操作権限剥奪）

（お　そ　す　ぎ　る!!）




　裏切らなかった水葉に託すように、残されたアバター操作権のすべてを振り絞り。

　白亜の彫像に駆け登る。薔ば薇らの鞭むちを巻きつけ、緑の棘とげを全身に食い込ませながら。




　──ゴキイッ!!




　つっ……と、血の滴が薔ば薇らの園へ静かに滴る。

　全身に蔓つる薔薇を巻きつけて、その棘とげに麗しい腿ももや頬ほお、指にまで突き刺されながら。

　ミラ・イリイニシュナ・プーシキナは、蜘く蛛もの巣に囚とらわれた蝶ちようの如ごとく──大理石の彫刻、その頭上から飛び降りて、己おのがアバターを拘束した。





　＊






　飛び散った血の珠たまが、頬に弾はじける。

　それを指先で救い取り、艶なまめかしい舌先でチロリと舐なめて──。

「……ありがとう」

　御み嶽たけ原ばら水みず葉はは薔薇の花園に立ち、ささやかな礼をミラに捧ささげた。

　飛び降りた衝撃、そして全身に食い込んだ棘と蔓。たとえＡＩがアバター操作を完全に取り戻したとしても、残り５分を切ったこの遊戯ゲーム中、再び肉体を動かすのは不可能だろう。

「感謝するよ。けど、紅ぐ蓮れんさまの恋人の座はゆずらないから。『また』……こんどね？」

　ミラに『また』などという未来があるかどうかは、わからない。

　クオリアＡＩによる過剰な負荷により、脳神経が灼やけつきつつある彼女は、この遊戯中に死ぬかもしれない。終わったとしても、長くは生きられないかもしれない。

（大丈夫。……あなたは、わたし。あなたの想おもいも一緒に、紅蓮さまに。あなたが賭けたひとに──届けるから!!）

　同じひとを愛した者同士の共感と、傷つき、傷つける愛の導くままに。

　生垣を飛び越し、芝を蹴散らして水葉は駆ける。




　特別教室棟３階。

　この遊戯でわずかに残った【子】──凍とう城じよう兄妹きようだいのもとへ。





●壊れゆく未来




　学園中央部【特別教室棟】エリア３階──。

　科目別の授業に使用する教室が並ぶ廊下、板張りの床が軽く軋きしむ。

　窓越しに見える生物室には異様な標本がいくつも並び、テレピン油の匂いがたちこめる美術室、地図が飾られた社会科教室や作法室、技術室などが固有の風景を創つくっていた。

　その中、分厚い防音扉で囲まれた一室……【音楽室】に、兄妹きようだいは潜んでいた。

「遊戯ゲームの状況がまったく把握できねー【子】ってのは、プレッシャーとの戦いだねェ？」

「ん。……おにい、ねむい……」

「おねむ!?　おねむかよ、未み恋れんチャン！　あと４分チョイだ、気張ってくれや」

　階段状に並ぶ席、黒板の前に設置されたグランドピアノ。

　ごく当たり前の音楽教室、窓の掛け金を外して半開きにし、ひと息で飛び出せる位置。

　目立つピアノの下ではなく、窓際の座席の影に隠れて──妹、未恋を抱きしめるようにしっかりと支えながら、凍とう城じよう紫し[image: ]れんは軽く彼女を揺らした。

（未恋チャンの弱点。そりゃ、不完全性が故の休眠時間しかねえ）

　遺伝子デザインの欠陥か、脳に搭載されたＡＩの不具合か。

　この愛いとしい妹は、その儚はかなげな姿に見合う生命力しか持たず……その命を繋つなぐためには、一日16時間もの睡眠時間を必要とする。

（可能な限り調整しちゃいるが、８時間の覚醒中でも油断できねー。眠気が来たら能力が落ちるし、そんなとこを狙われちまったらさすがに面倒くせェしな）

　元来、未恋は異能封じの能力とＡＩの駆け引き、演算能力により無敗を誇る遊戯者プレイヤーだ。今回の【国王の鬼ごっこ】のようなフィジカル要素の強い遊戯には適性がない。

　アバターの基礎体力は平等ではない。リアルな肉体のそれが反映される以上、幼い上に病弱な妹は、紫[image: ]がカバーできなくなればほぼ脱落が確定する。

（ンだから立ち回りが重要なんだが……あっちにゃ予知能力者がいるんだっけか？）

　第一戦の立ち回りから、Ｅクラスにそうした異能者がいると紅ぐ蓮れんは読んだ。

　これが凡人ならただのヨタ話だろう。が、不敗の遊戯者たる彼の言葉には、妄言を事実に変えるだけの実績がある。疑う余地はなく、相応に対策を取らねばならない。

　そして、その対策こそ……今なのだ。

「未恋ちゃん、Wake-Up。そろそろだぜ」

「うん」

　おねむの目を擦こすりつつ、凍城未恋が覚醒する。

　整えられた前髪の奥に鬼火の如ごとく、眼めが光る。闇夜で獲物を狙う虎の如く、兄に軽く顎を掴つかまれながら、黄金の瞳が並ぶ座席や音楽家の彫像や汚れた楽器を見渡して。

「予知能力者、か。もしそんな野郎が【鬼】だったとしたら、俺達の居場所なんざすぐ割れちまうんだろうなァ？　っして、それを、ヤツらも、アテにするワケで」

　ケケケ、と意地悪く紫し[image: ]れんは哂わらう。

「遊戯ゲーム村だっけか？　人間兵器の使い方なら、砕さい城じように分があるってもんだぜ。貴重な未み恋れんちゃんの覚醒時間を使うんだ。しっかりと……視みろや♪」

「ん。……だいじょうぶ。おにい」

　寄り添い抱き合う兄妹きようだい。乱暴に見えて実は繊細な兄の指に顎をすりすりと寄せながら。

「──遊戯村の予知能力者が、《視る》力なら。たぶん、だいじょぶ」

　あどけない声が、終わる時。

　音楽室と廊下を隔てる防音材入りの扉が、乱暴に開かれた。





　＊






　──正しく《兆し》を読んだ時、脳に像ヴイジヨンが弾はじける。




　遊戯村の序列２位、モナ・ラナは故郷の祖母からそれを教わった。

　最初の世界大戦より遥はるか前、一族が未いまだ馬を飼い、旅していた頃──爆はぜた薪まきや転がる石の動き、摘み取った草花を風に飛ばしたうねりなどから、一族の未来を読み。

（それで……一族を導いた。災難を避け、良い牧草地や水場を求めて）

　モナの家系は部族の眼めであり、耳だ。戦争が終わり、草原が砂漠となり、馬を手放してＡＩ管理農法を導入して定住を決め、遊戯に没頭して生きるようになろうとも。

　伝統は変わることなく、麗しき部族の巫み女こはそれを伝え続けている。

「……視えたわ……！」

　黒く艶つややかな髪、それをひとふさ切り落とす。

　実体ならぬアバターとはいえ、美しい髪を誇る文化を持つ一族の女性にとって、それは覚悟を必要とする行為であり、だからこそ予知の精度も高まる。

【薔ば薇ら園えん】から少し離れた草地。学園中央部の外れ、【中庭】と【薔薇園】の中間地点あたりで仲間と共に足を止めると、モナは吹き寄せた風に切り落とした髪を捧ささげる。

　輝く太陽を受け、美しく煌きらめきながら舞い散る髪。

　その流れ、風に舞うような動きに《兆し》を視た瞬間、モナの頭にソレは弾けた。

（……楽器？　ここは……音楽室、かしら？）

　防音材が張られた壁、窓から覗のぞく景色の高さからして２……いや、３階か。

　座席の影に動くモノ。床に直接座った少年、制服に包まれた長い脚に乗った幼い体。

　子供らしいサイズの靴と爪先。高デニールの厚手のタイツ、ふわふわした感触がありありと想像できるふくらはぎや腿もも、スカートを経て至る慎つつましい胸とリボン、そして。




『み　た　な　？』




　聞こえるはずのない幼い声。

　──黄金の瞳と、幻の眼めが重なった、刹那。




「……あ……ッ!!」




　ビヂャッ!!




「お、おい、モナ!!　どうした、何があったんだ!?」

「……まずい、わぁ……。こんなの知らない、わよ……ッ……ああ……ぐ……ッ!!」

　あふれるように涙が流れ、喉の奥が引き裂かれたように痛んだ。

　臓器からこみ上げる何かが口こう腔こうにあふれ、吐き出さねば息が詰まる。大量の嘔おう吐と物を整えられた芝に吐き捨てながら、モナ・ラナは今視みた幻について考えをまとめて。

「……聞いて、は、いた。けどっ……！　《魔凍の瞳》とかいう……異能……ッ!!」

「あまり喋しやべるな。人体ならともかく、アバターに手当や鎮痛の手段はない」

「ありがとう、ジャファル……。けど、今言わないと、ダメだわ……げふっ……！」

　ゼリーのように固まったものを吐き出す。その背中をさするジャファル。

　慌てながらも怒りをあらわに宙を睨にらむカムランと心配げに覗のぞき込こむアイラ──。

「風から《兆し》を読んだ瞬間。未来の像の中で……視線が、合った。ただそれだけ……。それだけで異能がすべて断たれ、カラダが、おかしくなった」

「は!?　何だそれ!?」

　異能、拡張された人類の可能性、ありえざる超感覚のメカニズムは解明されていない。

　言わばどういう仕組みで動いているかすらわからないオーパーツだ。それが全力で稼働している真っ最中、エンジンや主要な部品を強制的に停止させられたとしたら。

　フル稼働していた全身の器官が一瞬停止する。アバターだからこの程度で済んだが、もし生身でこれを受けていたら。一瞬で多臓器不全が発生する……！

「ええ、死ぬわ。死にかけた……ッ……かはっ!!」

　最高速で走っている最中のスポーツカー。あらゆる慣性を保ったままその速度をゼロにされたようなものだ。つんのめり、フレームは折れ、あらゆる機構が破壊される。

　強烈な頭痛、脳が膨らむ圧迫感、嘔吐感にモナはその場にうずくまった。

「砕さい城じよう。いえ……凍とう城じよう、未み恋れん。その力を見誤っていたわ……！」

　常に修行を怠らず研けん鑽さんし続けたとはいえ、遊戯ゲーム村が得られる情報量は乏しい。

　第三次大戦以前の通信網しか持たず、表舞台のニュースや進歩発展についていけようと、クオリアから得られる最新情報、《黒の採決ブラツクバウト》で磨かれた近代異能の知識は足りず。

（ここまで、磨かれていたのね。……砕さい城じよう家とやらの異能技術は）

　死にかけ、我が身でモナは思い知った。

「考えてみれば、そうよね……。異能はアバターを介しても発動する、そうでなければ、あの小さな女の子が裏の舞台で勝ち上がることなんて、できるはずがない」

　そして、未み恋れんの異能がアバター、即すなわち情報媒体越しにでも発現するならば。

「つまり……。写真や動画、私が今視みたような異能による幻像でも発動する……！」

　完全なアンチユニット。一族の耳目たる予知能力者が完全に殺された。

　凍とう城じよう未恋に対して《兆し》を読もうとすれば、ふたたび《魔凍の瞳》に晒さらされる。その強力さの代償として反動も大きく、次はアバターどころか本体まで命を落としかねない。

「ごめんなさい、もう無理よ。あの子が《兆し》に映る可能性がある未来は視られない。次は耐えられないわ。視た瞬間……私は、死ぬわね」

「場所は？」

　己おのが死を告げたモナに、カムランが言う。

「次はない。ありえない。あとはオレたちがやる。ありがとな、モナ」

「あら。勝つために死ね、くらい言わないのかしら……？」

「言うもんか。この口を裂かれても絶対にだ。冗談だって言うなよ。オレたちは仲間で、雇い主であるエーギルやトーヤのために戦うし、それで勝てるなら死ぬとしても」

　それでも。

「大切なお前に死ねなんて、言わせない。──そうだろ、ジャファル、アイラ！」

「当然。然しかり。モナは十分な仕事をした、残りは私たちが尽力すべき」

「だね。お姉ちゃんは、休んでて？」

「ふふ……そうも、いかないわよ。目指す場所は【特別教室棟】の３階──跳ぶわよ？」

「「「おう!!」」」

　痛みを殺し、唇からこぼれる血を拭いながらモナは【移動トラベル】を発動する。

　それに応じた仲間たちも同時に【特別教室棟】へと【移動トラベル】し、一瞬感覚が途切れ──ブラックアウトが解けた次の瞬間、視界は一変していた。




　……カカカカカッ！

　ホッホホホホ───……ゥ……！

　キャキャキャキャッ！




　鳥の鳴き声、猿のような叫び、小動物のいななき。

　それらを真ま似ねた遊戯ゲーム村の独自言語──《通し》のため偽装された合図が廃校舎に響く。

　モナが出現した場所は古びた廊下、【特別教室棟】の２階。他の三名も１階や２階に出現し、運悪く誰も直接３階に【移動トラベル】はできなかったらしい。

（カムラン、ジャファル、アイラ。……合流場所は、階段ね）

　偽装言語に仕込まれた暗号を解読し、仲間たちの意図を悟ると──

　モナは痛む体に鞭むちをくれ、わずかに足を引きずりながらも階段へ走る。１秒の遅延もなく、遊戯村の四人が階段に集まるや、無言のまま３階を指した。

　残り時間はおよそ４分。タイムラグはほぼ無い。

　まだ凍とう城じよう兄妹きようだいが音楽室にいるとしたら、十分に射程距離に入ったと言える。

『音楽室は？　どこだ？　──わかんねーぞ！』

『片っ端から調べてもいいけど、それじゃ気づかれる。何か……』

『任せてくれたまえ』

　進み出たのはジャファル。ごく小さな獣の鳴き声に偽装した言語で仲間に答え。

　軋きしむ階段を静かに登りながら……！

『音楽室。学校。数々の青春アニメで観みた。故に──臭いで、解わかる』

　ぐふふふふ、と喉が鳴る。その言葉は嘘うそならず、唇の端にわずかな涎よだれを垂らしつつ。

　ジャファルは床を舐なめるように屈かがみこみ、滑るように階段を登り、這はうように進む。

『味方とはいえ最悪よぉ……！』

『気持ち悪いぞ。さすがだな！』

『身内なのが恥ずかしいよ、ジャファル！』

『おお、おお……もっと言いたまえ!!』

　悍おぞましいテンションに身を任せ、何かの妖怪じみた動きで３階の廊下を進む。

『廊下に残った靴跡。微かすかなワックスの削れ。蒸れた幼女の靴下の香り。──間違いなし。ここだ、ここが音楽室。……カムラン！』

『ああ。だが、ちょっと待った。アイラ、外に回ってくれ』

『うん！』

　チチチ、と小鳥の囀さえずりを真似た言語で返し、アイラは階段の手すりを滑るように降りる。

　行き先は言うまでもない。場所が判明した音楽室、その外。窓の下だ。

（３階という高さは、大した障害にならないものね？）

　桃もも貝がい桃もも花かや御み嶽たけ原ばら水みず葉はのように、凄すさまじい体力を持ち、クオリアに慣れた遊戯者プレイヤーはほぼ超人だ。３階の窓から飛び降りて無傷くらい、そう難しくもない。

　ひょろひょろと頼りなく、暴力沙汰には無縁な印象の紫し[image: ]れんや、あどけない幼女の未み恋れんとはいえ、そうした能力を隠し持っている恐れがあり、必ず退路は断たねばならない。

（たとえバケモノじみた逃げ足があったとしても。アイラが待ち伏せていれば……！）

　今回参戦した遊戯ゲーム村の者たちの中で最も俊敏な彼女は、微かすかに指をかける隙間があればほぼ直角の断崖絶壁も軽々と登り、野生のヤギと追いかけっこができる。

　そんな彼女を伏せておき、退路を断てば──構えは、万全となり。

　チチチチ………♪

「合図だ。行くぞ！」

　配置についたことを報しらせるアイラの囀さえずりが聞こえた瞬間。

　カムランが教室の扉に指をかけ、乱暴に開く。

「いたわ！」

　怯おびえの混じった声で、モナは開かれた室内を指した。

　開かれた窓、風でそよぐカーテンの下。階段状の座席、その影に隠れて座る細身の青年。

　凍とう城じよう紫し[image: ]れんと、彼に背後から抱きかかえられ、顎を軽く掴つかまれて正面を向かされた少女。闇に淡く輝く黄金の瞳、つい先ほど殺されかけた人間兵器。

「ぐ、おおおおおッ……!!　ありがとうございます、ありがとうございま……ぐふっ!!」

　ジャファルが突然苦しみ、悶もだえる。

　どこか恍こう惚こつとした気配、幼女の放つ黄金の瞳、感情無き視線に晒さらされて。

（……アレ、一応異能扱いなのねぇ？）

　オタクをこじらせて身に着けた変態的な超感覚。それも拡張された感覚、異能らしい。直接それに晒された男はダンディな顔を苦痛に歪ゆがめ、のたうち回る。しかし！

「トージョー……ミレン。兄の方も、いたわねぇ……！」

「だな。残り時間はあと２分ある。どうしたんだ、逃げないのか？」

　モナをかばうように立つカムラン。

　異能に頼らぬ強者が、標的を定めてそう告げる──が。

「…………」

　教室に踏み込んでなお、きょとんとした面持ちの未み恋れんを抱きかかえて。

　即座に逃げ出すはずの紫[image: ]はピクリとも動かず、顔を伏せたまま動かない。

「まさか遊戯を放棄するつもりじゃないだろうな。──だとしたら最悪だ。戦えよ、最後の最後まで諦めずに戦ってこそ、勝負ってのは面白いもんだろ!?」

「……ククク。面白い、か。……そうだよなァ？」

　容赦なく進むカムランに、顔を伏せた紫[image: ]が語り出す。

「お前たちはいつだってそうだ。そういうことをする。戦える人間は、強い人間は……。戦士とか侍とか軍人とか遊戯者プレイヤーとか、時代によって名前を変えて同じことをする」

「？　何言ってんだ、今関係ないだろ」

「あるさ、あるんだよ。人の命は大切だ、だから人が死なないように戦争を止める。武力を捨てて遊戯ゲームで決着をつける。立派な話だ、けど……な？」

　ヒトの命は地球より重い、と言った誰かがいたけれど。

「命は尊く、かけがえのないものだよな。数の問題じゃないはずだ。多数が死ぬ戦争を止めるために、少数の遊戯者プレイヤーが殺し合う今の時代は……正しいのか？」

「難しい話はわからない。けど、わかるぞ」

　す、とカムランの眼めが肉食獣のように細まって。

「突然おかしなことを言い出すヤツはたいてい罠わなを仕掛けてる。だから……捕まえてから、聞いてやるぜ!!」

　座り込んだ紫し[image: ]れんと未み恋れんに向けて、カムランが間合いを詰める。

　若い手が、紫[image: ]の手首めがけて猛もう禽きんのごとく掴つかみかかり……！




「……【捕獲アレスト】!!」




　触れた瞬間、勝利を宣言した、その時だった。




「……アナウンスが流れない。何だ、【捕獲アレスト】が成立しない!?」




「まだ気づかないのか？　──《俺》が、本当は誰なのか」

「なっ……!!　お前は!?」

　手首を掴んだカムランを、逆に軽々と捩ねじ上げる。

　それは合気道などで語られる秘伝の技。掴んでいるのはカムラン自身のはずなのに、手を離すこともできず、肘と手首の関節が捩じれる痛みに硬直している。

　静かに、顔を上げる。伏せていた面差しが明らかになり、その眼が鬼火のように。

　左手でカムランを捕らえ、右手で未恋の顎を掴んで異能者たちを無力化し。

　幼女を己おのが上に乗せて床に座し、まるで新たに作られた仏像の如ごとき静かな威厳を放つ。朱あかい眼、その正体に気づいた瞬間、カムラン・マリクは敗北を悟って叫んだ。




「お、お前は……グレン!!　サイジョウ・グレン!!」

「正解だ、遊戯村。──見えるものに頼り過ぎたな」




　アバターを偽装する【鬼】の能力【詐称メタモルフオーゼ】によって変わっていた体が元に戻る。

　薄い胸板、細い腕。それらに健康的な筋肉が生まれ、痩せた顔立ちがふっくらと。ここ一年の妹との生活、それによって磨かれた肌艶と、真逆の冷酷な表情で。

「お前たちの遊戯は、ここで終わる。……残念だったな」

「……シッ!!」

　偽装を解いた砕さい城じよう紅ぐ蓮れんに、まだ終わらぬとばかりにジャファルが迫る。

《魔凍の瞳》によって麻ま痺ひさせられた体を強引に動かしての刈り取るような蹴り。

　逞たくましい踵かかとがカムランを掴つかむ紅蓮を蹴り飛ばそうとする。が、しかし。

「がっ!?」

「カムラン！　……何やってるのよぉ、ジャファル!!」

「すまない。だが……これは？　なぜその男をかばう、カムラン！」

「……体が、勝手に動く……！　逆らおうとすると激痛が走る、何だ、これ……ッ!?」

　ジャファルの踵は、割って入るようによろめいたカムランの背中にめり込んだ。

　まるで不器用な操り人形。ただ手首を掴まれ、捻ひねっているだけのはずなのに──紅蓮が１センチ動くだけで、カムランは不格好な繰り糸に吊つられ、ギクシャクと踊る。

「合気道と呼ばれる古流派、人体工学技術の結果だ。牛や馬、家畜の鼻にピアスや棒を通し、手綱をつけて操るのと理屈は同じだよ。……さあ、踊れ」

「……オレが、家畜扱いっ……!?　こうなったら、腕ごとやれ。ジャファル!!」

「待て待て待て！　そもそも、何なに故ゆえこうなった……!?」

　混乱し、何が何だかわからぬとばかりに叫ぶジャファルに。

「落ち着きなさい！　《兆し》を……私の読みを、利用したのね？」

　未いまだ《魔凍の瞳》のダメージが抜けず、息を荒らげたモナが紅蓮へと訊たずねる。

「そういうことだ。ここで俺達……いや、凍とう城じよう兄妹きようだいの姿を《視みた》んだろ？」

　異能による未来視。それは人類が夢見た超人への第一歩、確かに真正の超能力だ。

「だが、それには──熟練の遊戯者プレイヤーには決して見逃せない、欠点がある」

「どういうことかしら。ナゾナゾ遊びは好きじゃないのよ……！」

「簡単だ。未来なんて、状況を整理して情報を得れば論理で読めるだろ？　参加者の個性、感情、身体能力、データを十分に集めてあれば容易だ」

　遊戯ゲーム村の住民は、なるほど電子化されたデータは非常に乏しい。

　だが、彼らは古い時代の生き残りだ。戦いの時代、戦争の世紀の文化を残したまま遊戯に適応し、戦士となった一族の末まつ裔えい。そして古い時代のデータならば。

「俺の中に、人類史そのものとして記憶されている。古流データを参照して行動を予測し、状況を仮定してやれば９割当たる。未来視なんて欠陥じみた異能は、いらない」

「け、欠陥……!?」

　驚きよう愕がくし、息を呑のむモナ。部族を導き続けて来た誇り、すべてを否定された衝撃に。

「ああ、欠陥だ。お前の異能は視覚に頼り過ぎている」

　つまり。

「未来で視えるであろう風景を偽装しておけば騙せるんだよ」

「……あ……!?」

　未来が視みえる、視られるということは。

　視るであろうタイミングを予測し、視せたい光景を偽装することによって──

　疑いようのない確定情報として、偽りの《未来》を叩たたき込める。

「事実、お前たちは疑わなかったな。【薔ば薇ら園えん】で俺を出し抜いたと思ったことで」

「あれも……罠わな、伏線かよ!?　オレたちを油断させるために!?」

「そういうことだ。無意識の侮りは毒になって警戒を蝕むしばむ。おかげで後は簡単だった」

　息を継ぐように一拍を置き、紅ぐ蓮れんは静かに捕らえたカムランを引き寄せる。

　褐色の頬ほおが苦痛と屈辱に歪ゆがむ。その唇をも奪うような至近距離で、紅蓮は囁ささやいた。

「【薔薇園】で別れてすぐ、俺はここへ転移した。そして潜伏場所に選んだ音楽室に向かい、アバターを偽装して凍とう城じよう兄と入れ替わったんだよ」

　Ｆクラスの【盗聴インターセプト】を殺しておいたのはその布石。

【鬼】たちの耳に国民の言葉が届くことはなく、情報は一切漏れず。

「うん。にいに、いない。もう……とおく？」

　ドッキリ成功、と言わんばかりの顔で手を振る未み恋れん。

「このへやにきたのは、ふたり。さいしょは、おとん。つぎが、おまえら」

「後は簡単だ。窓から紫し[image: ]れんを逃がし、あいつのポジションに俺が入ったら。未来視能力者、つまりお前が視るであろう場所を、《魔凍の瞳》で潰し続ければいい」

　視るということは、つまり。

　相手にも、視られるということ。

「壁を背にして１８０度。異能破りの瞳をサーチライト代わりに、障害物の無い方向を主軸に視せてやる。後はお前が未来を視れば、勝手に当たって勝手に死ぬ」

「魔眼で、視るのではなく。視られるように、私を……動かしたのね……!!」

　完全に操られ、手玉に取られた。

　衝撃に、モナの腰が砕けてへたへたと座り込む。既に倒れていたジャファルの腰に尻を乗せると、悔しげに噛かんだ唇から一筋の血がこぼれた。

「やられたわ。ここまで鮮やかにやられたのは、初めて……ね？」

　思えば、ヒントはあった。気づきの可能性はあった。

「その手。ミレンの顎を固定するあなたの左手。決して自分を《魔凍の瞳》の視界に入れないように、その可能性すらないように……固定している、その手……！」

　騙だまされた。妹を兵器として扱う、そう公言する紫[image: ]の言動があればこそ。

「完全な兵器としての運用を意味する、だけじゃない。異能を持たぬ凍城紫[image: ]なら必要のない、そのしぐさ！　自分自身、あなた自身の『眼め』を封じられないよう、視られないように固定していたのね……！」

「そういうことだ。そして、お前たちはまた負けた。この種明かし、不要な好奇心の充足。その誘惑に負けて最後の１分間を浪費したからな。──【捕獲アレスト】」

「んっ……！」

　突然の宣言。不意にくすぐられたような表情で未み恋れんがピクンと震え。




『【捕獲アレスト】成立。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが【子】となりました。カウントダウン開始。再捕獲可能まであと【00：59】……』

「!!」




　その意味を理解できないほど鈍い者は、この場におらず。

「……残り時間は!?」

「あと１分……を、すでに切っている……!!」

　カムランが叫び、ジャファルが答える。それはこの遊戯ゲームにおける絶対安全圏の確保。

　再捕獲可能までの１分間が切れる前に第二戦は終わり──第三戦への生存権、今や残り２枚となったそれを、砕城紅蓮が手にしたことを示していた。

「……ッ!!」

　骨が、妙な音を立てた。

「カムラン!?　腕が……変な方向に曲がってるわよ!?」

「関節を折っただけだ。まだいける。アバターだしな!!　それより探せ!!」

「え、ええ。……どっち!?」

「どっちでもいい、近い方だ!!　10秒でアタリをつけて20秒で【捕獲アレスト】を狙う!!」

　自らの腕を関節からヘシ折り、紅蓮の拘束を外す。かじりかけのフライドチキンのように曲がった腕をかばいもせず、激痛に脂汗を流しながら、カムランと遊戯者プレイヤーたちは叫び。

　残された時間。50秒弱で希望を掴つかむため、遊戯村の住民たちは転移していった。




「位置的に近いのは紫し[image: ]れんか。だが、【盗聴インターセプト】が無効化されている以上、あいつの位置を掴むのは簡単にはいかない。比較的楽なのは可か憐れんだが……さて？」




　Ｃクラスの国民管理コメントは高度に制御されている。

　後方にいる指導者、ヌグネは残った王女の中で最も優れた政治家だ。不正ならず、その宗教的権威とカリスマ、手練手管を駆使して正攻法の情報戦を戦っていて。

　これもまた、掴めるかどうかは……不確定の、未来。

「未来視の異能者も、レーダーじみた超感覚の持ち主も潰した。耳目を塞がれたヤツらが、フィジカル派の連中が活躍したとして、残り時間で【捕獲アレスト】できるかどうか」

　転移が可能な時点で距離の制約は無いに等しいが、出現地点がランダムという最大の問題がある。獲物がいるであろうエリアに跳んだとしても、近くに出るとは限らない。

　結論として、あまりにも短い残り時間で生存のチケットを掴つかむのは、まず不可能。




「残り時間は、ごく僅か。──希望はあると思うか？」

「おかしなことを訊く。俺にとって希望とは、絶望の予感の先にしかないというのに」




　その声の主は、たった今音楽室に現れた男。

　白しろ王おう子じ透とう夜やは、おねむの未み恋れんを抱えた紅ぐ蓮れんへ、昂たかぶりきった笑みでそう言った。





●チケットを掴むのは




「ったくよー。紅蓮サマってば人使いが荒あれぇよな？」

　風に砂さ塵じんが舞う運動場──【校庭】の片隅で、授業をサボる学生のような風情。

　ぽつんと立った少年、凍とう城じよう紫し[image: ]れんはぶつぶつとぼやきながら歩いている。

「オレの武器、未恋チャンまで取り上げやがってあのクソ親父おやじ。いや実の親父のクソっぷりに比べりゃ天使だけどさ、それでもなー、なんつーかさー……寂しいよなァ？」

　はあ、と思わせぶりなため息をついて。

「アンタもそう思うだろ？　なあ、人間兵器二号。──御み嶽たけ原ばら水みず葉は！」

「はあ、はあ……ッ……あああああああああああああ……!!」

　苦痛も疲労も関係ない。意思ある限り無限に稼働し続ける自己改造の怪物。

　御嶽原水葉が息を切らし、呼吸を乱して……整地されたグラウンドに膝をつく。

「なんで、わたっ……つかまえ……られ……こんなのっ、て……!!」

「紅蓮サマ、みてーでしょ？　当然さ、オレにも砕さい城じようの《二番目》が入ってんだぜ？」

　異能と呼べるほど強力ではない出来損ない。

　それでさえ脳を圧迫し、幼少時の記憶を代償に、命を文字通り削って稼働する。

「不完全な模倣。すべての遊戯ゲームを読み切る、とまではいかねーけど」

　最強を最強たらしめた要因のひとつ。紅ぐ蓮れんが誇る朱あかい眼めのように。

「アンタの流れを読み切るくれーのことは可能ってワケですよ。窓から飛び降りた瞬間、襲われた時はマジヒヤッとしたけどさ、その後はまー、ワンチャン無い感じ？」

「がり、がり、がり……がりがりがりがりがりがりがり……!!」

　歯は軋ぎしりと共に、水みず葉はの眼が血走る。

　全身の筋肉が骨に沿って異様に張りつめ、それこそゲームに出て来る怪物の如ごとく。

　熱い熱い息。湯気のように白く錯覚するほどの熱を吐きながら、水葉は立とうとする。

「……心拍を強引にアゲて運動能力を上げたか。やめとけって、死ぬぜソレ？　エンジンにニトロぶちこんで走らせるのと同じ、10秒の強化と引き換えに心臓ブッ壊れるぞ」

「かま、わない……！　こわれても、いい。ありっ、たけを……がっ!?」




　ド　ク　ン　！




　異能ならぬ、当たり前の耳にも響くほど鈍く重く、心臓が跳ねる音がした。

「あ……かはっ……え……!?」

「無理だっつーの。病み上がりのぶっ壊れかけ、アバターは耐えても現実で死んじまう。オレの眼にはバッチリ視みえてんだよ。狂戦士バーサーカー、アンタはもう限界だってな」

　豊かな胸を押さえ、水葉は立ち上がることもできずに倒れる。

　元々水葉の能力は、純粋な強化能力ではない。脳を改造して苦痛をごまかし、本来意識的に無理な部分、臓器や血流を強引に調整して動かすものだ。

　つまり、エネルギー。

　御み嶽たけ原ばら水葉というヒトが持つ力、それをゼロになるまで余すところなく使い切ることはできる。が、エネルギーそのものを増やすことはできない、だから。

「改造しまくりで脳の血管が破裂寸前だ。心臓もやべえ、不整脈ドクドク言ってんぞ……。いいから止やめとけって、ここで死んだらアンタ、無駄死にじゃん？」

「むだ、じゃない……。わたしは、か……つ……っ!!」

「無駄無駄無駄無駄無駄無駄だっつーの。つーかさ、ざけんじゃねえぞ」

　ふざけた言葉に、鋼のような芯が宿る。

「命ナメんなよ。オレや未み恋れんちゃんが、どんだけ生きたいと思ってんのかわかってんのかよ。無理しなきゃまだまだ生きられるってのに、オレたちがすげえ欲しいもんだってのによ」

　大切な命を、残り時間を、大切なひとと過ごせるチャンスを。

「勝手に捨ててんじゃねーよ、バカ女。適当な男と孫まで作って老衰で死ねや」

「いら、ない……!!　ぐれんさまが。いないと。いみが、ない!!　いらない!!」

　涙があふれる。絶叫、子供じみた言葉。

　だが我が身を切り取るようなそれに、紫し[image: ]れんは「あ[image: ][image: ][image: ]!!」と癖髪を掻かきむしった。

「マジ、ウッゼ……。残り時間、カウントダウ～ン。はい、よんじゅーいーち！」

「……!!　あ　……　ぐ、ぎ、が、り、り、り、り……!!」

　這はいずったまま、水みず葉ははグラウンドを掻くように進む。

　迫る姿、それは映画に出て来る怪物のようだ。大勢が恐怖を覚えるその姿に、紫[image: ]は、ただ哀れむような優しい眼まな差ざしで見下ろすだけだった。

「さんじゅー。にじゅくー。にじゅ、はち～……」

「………!!」

　あと、20センチ。

「じゅーいち。じゅー。きゅー……」

「が、あ……ぎっ!!　がああああああああああああああああ!!」

　あと、10センチ。

　水葉の顎先が、紫[image: ]の革靴の、ごく間近に迫り……！

「なな、ろく……５秒。終わりだ」

「………!!」

　ガブリ!!

　牙が革靴に食い込む。最後の力を振り絞り伸ばした首が、牙剥むく唇が。

　キスというには乱暴に、指まで食いちぎりそうな勢いで紫[image: ]の靴に噛かみついた、が。




「同郷のよしみだ、その靴やんよ。新しい世界じゃあ……ふつーの女の子として、幸せになりゃいいんじゃね？」




　噛まれた靴から躊ちゆう躇ちよなく、あっさりと足を抜いて。

　力尽き、気を失った水葉を見下ろし、凍とう城じよう紫[image: ]は勝利を確信した。





　＊






　音楽室の窓際に置かれた年代物のグランドピアノ。クオリアが再現した精巧な電子の贋がん作さくは、木の香りや鍵盤の僅かな錆さびつき──そして奏でる音の質さえも反映する。

　凍城紫[image: ]、御み嶽たけ原ばら水葉の攻防に決着がつかんとする瞬間から遡ること、数十秒前。

　白く細い指が踊り、開かれた窓の外にも届かんばかりの美音を奏でていた。

　有名な楽曲の断片でしかない、20秒に満たぬ演奏であったが、それでもまるで時間が音楽室の中に閉じ込められたようで、その場にいた者たちは『永遠』を錯覚した。

　奏者は、白しろ王おう子じ透とう夜や。

　聴者は、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんと、その膝の上に実の娘のようにちょこんと座る凍とう城じよう未み恋れん。

　裏世界の遊戯ゲームの天才たちは、表世界の天才の業に魅入られて。

「見事なもんだ。……が、【子】を追わずに演奏とはな。もう諦めたのか？」

「このゲーム、俺は貴様を──砕城紅蓮を落とすことだけを考えてきた。けっして読めぬ手を打ち、出し抜くつもりでいた」

「そうだったのか。むしろ読みやすかったけどな」

　とぼけもせず、ごまかしもせず。

　紅蓮は透夜に向けて、皮肉げに頬ほおを歪ゆがめた。

「お前の思考は、破滅の策を好む奴やつ特有の『色』。己に極限までリスクを負わせ、勝利の結果そのものよりも過程を愉たのしむタイプの遊戯者プレイヤーだ。仲間すべてを【鬼】に変えるなんて、最もやりそうなことのひとつだ」

「初見殺しの通じぬ『眼め』。《黒の採決ブラツクバウト》での無敗を担保した、砕城紅蓮の異能。極きわめて単純な能力だが──それゆえに応用の幅があまりにも広すぎる」

「ああ。だから、誰も攻略できなかった」

「そしていま、俺もその罠わなにかけられた。クク……何もかもが手のひらに収まる退屈極まる世界で、こうまで思い通りにいかぬ局面が訪れるとは。嬉うれしいぞ、紅蓮」

[image: ]

　傲慢ではない。天に唾するような言葉を実現してきた男の、それは事実。

　残り時間は20秒を切った。もはや逆転の可能性は、毛筋ほどもない。

　鍵盤に踊らせた指を止め、音が鳴なり止やんだ。それでもまだ微かすかに音の残ざん滓しを感じるのは、透とう夜やの卓越した才能が魅せる妙技なのか、あるいはただの幻聴か。

　いずれにしても裏の遊戯ゲームになど色気を出さず、表の世界の栄光だけを貪り続けていればこの男は一度たりと敗北せず生涯を終えたのだろうと、そう感じさせるに十分な才の証明であった。

　ピアノから手を離した透夜は紅ぐ蓮れんの脇をすり抜けると、開いたままのカーテンそよぐ窓に向かう。

　郷愁を漂わせる白い相貌へ、紅蓮はあきれたように言った。

「お前が集めた遊戯村の連中も期待外れだな。その程度で本当に勝つ気だったのか？」

「さてな。そもそも俺はこれまで、勝とうとしたことなどあったのだろうか」

　どこか上の空で言う透夜の眼まな差ざしは、遥はるか遠い彼方かなたへ向いている。

　場所を、時さえも遡って、過去の記憶へ──。




　人は白しろ王おう子じ透夜を『王』と呼ぶ。

　しかし彼は一度たりとも『王』としての己の姿に満足しなかった。

　敗北を知らぬままの表舞台、与えられた餌を。栄光をただ喰くらう、奴隷の日々。

（俺は生きていなかった。生きられなかった）

　透夜が家具と呼ぶモノたちと同じように。軽蔑していた許嫁いいなずけや弟のように。

　白王子家というシステムに飼われ、言われるがままに研究や勉学に励み……達成して当然以上の業績を挙げ、成功を褒ほめ讃たたえられ、食べたくもない栄光を詰め込まれる。

（奴隷だ。家畜だ。この俺の人生に、自由などなかった）

　人は白王子透夜の人生を『神に愛されている』と讃えた。

　しかし彼に言わせれば、『神に飼われている』と同義であった。

　用意された才能がもたらす圧倒的な成果、それは神の敷いたレールの上を工業製品よろしく運ばれていくシステムに過ぎない。

　なぜもっと早く立たなかったのか。飼われるがままに暮らしていたのか。

　己の不ふ甲が斐いなさに吐き気がする。怒りがこみ上げる。外の世界に面白いものなどないと。つまらぬものばかりで、輝けるモノなど、美しいモノなど存在しないと絶望した日々。

（お前だ。お前が、俺を変えてくれた）

　紅蓮、紅蓮、紅蓮、紅蓮、紅蓮。

　カールスとの出会いはきっかけに過ぎない。

　ようやく目を覚まして牙を剥むき、檻おりを破って抜け出た世界でも、やはり世界は退屈で。

　絶望しかけていた己を救ってくれた、ようやく現れてくれた巨大なる壁、敗北と挫折。

　それを予感させるモノ。死神の影。立ち向かうべきモノ。ようやく挑める《敵》……!!

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの頭脳は、死神の頭脳は、神の敷いたレールでさえ破壊してくれる。

　自傷じみた策を好むのはただの反抗期に過ぎない。どこまでやれば自分は敗北するのかと、試すための戯れでしかない。

　己のその体質を嫌い、恥じ、捨て去りたいと願ってきた。神という名の毒親の手のひらの上で踊らされる感覚が不快で、不快で、不快で──その束縛から逃れる術すべを探し続けてきた。

　しかし──。

（俺はいま、人生で最高の自由を謳おう歌かしている！）

　白しろ王おう子じ透とう夜やという天才は己の頭脳を振り絞り、この遊戯ゲームに向き合う中で、初めて。

　そう、初めて。

　傲慢なる神の呪いを、自らの意思で手札に変えることに……、──成功した。

　我が最愛の恩人であり、最悪の敵、砕城紅蓮よ。

　見せてやろう、いや、どうか見てほしい。

　残り10秒──。

「貴様に、裏世界で最強を誇った『眼め』があるように──」




「カムラン、あったよ。足跡!!　シレンが窓から出たなら、必ず痕跡があると思った！」

　９秒。

「よくやった、アイラ!!　【食堂】から【中庭】、【校庭】……その、どこかにいる!!」

　８秒。

「乙女の汗の香り……感じるぞ。輝ける、ジョシコーセーの息吹。あちらだ!!」

　７秒。

「……あちらね？　【中庭】、あるいは【校庭】……絞れたわ」

　６秒。

「択を選べ、モナ。お前ならできる」

　５。

「未来視を封じられてるっていうのに、無責任ねぇ。カムランはいつもそう」

　４。

「異能はいらない。確実な未来じゃなくても、二択を当てる程度の能力でいい。オカルト能力のねえ占い師は、洞察力やら経験則やらで食ってくもんだって聞いたぞ」

　３。

「そうねえ。残り時間は短い、突然【鬼】に奇襲されるリスクの高い、遮蔽物だらけの場所は選ばない。【中庭】よりも──」

　カムラン・マリクが。

　モナ・ラナが。

　アイラ・チャンドラが。

　ジャファル・ハーンが。

　遊戯ゲーム村の遊戯者プレイヤーたちが持てる能力すべてを駆使して、僅か60秒に満たぬ時間で逃亡者の居場所を特定した。




「「「「──【校庭】」」」」




　四人の大声が風に乗って透とう夜やの鼓膜を震わせた、その瞬間──。




「【捕獲アレスト】」

「……は？」




　刹那、突然に出現した背後１センチの気配に凍城紫[image: ]が泡を食う。

　能力によるランダム転移。出現した場所は、狙いすましたかのような至近距離。

[image: ]

　手どころか、吐息すら混じる同一座標。天文学的な低確率、イカサマとしか思えない、だが純粋なる偶然、輝く王者の星が彼に与えた、絶対勝利の運命。




　フラヴィア・デル・テスタの《絶対不運》よりも優れているのは言わずもがな。

　クリステラ・ペトクリファの《絶対幸運》ともまた性質が異なる、王者の体質。

　その差異は、能力の主体が透とう夜や本人にはない、ということ。

　彼がどれほど敗北を望もうが、どんな難儀な課題に挑もうが──。

　必ずや勝利を、栄光を。手にしてしまう。

　これこそが。




「──こちらには、表世界で最強を誇った『俺』がある。貴様とて、容易に攻略できると思うな。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん」

「はあああああああああああああああああああああああああっ!?」

　疑問符をいくつつけても足りない、理不尽に抗あらがう紫し[image: ]れんの叫びと共に。

【捕獲アレスト】は宣言され、白しろ王おう子じ透夜は【鬼】から【子】へと変わって、わずか１秒の後に。




『【国王の鬼ごっこ】第二戦終了します』




　砕城紅蓮、白王子透夜、そして──砕城可か憐れん。

　三人の勝者が決まり、波乱の第二戦は終わりを告げた。





●終幕を前に




　感覚が繋つなぎ直される感覚は、あまりにも唐突だった。




「……ッ!?」

　圧縮空気が吹き出す音と共に、ユーリエル・アルセフィアはクオリア筐きよう体たいから起きる。

　眼めの奥にチカチカとまたたく光、わずかに遅れて聞こえる音。どれも五感を脳から外し、仮想空間に繋いだ後遺症だ。すぐ戻る、無視できる程度の不快感だが──。

「なぜ？　おかしい……さっきと、違っている！」

　第一戦の後、脱落した遊戯者プレイヤーたちはクオリアの中で火刑に処せられた。

　痛みこそ無さそうだったが、その無残な光景と末期の言葉は強い印象を残し、彼女自身も脱落が決まった時、せめて粛々と焼かれようと覚悟を決めた、はずなのに。

　それを飛ばして、ユーリエルは現実世界へ帰還していた。

「大会運営……クオリアシステムの不具合？　まさか、そんな……ッ！」

　クオリアの司祭とも言える黒幕、獅し子し王おう創はじ芽めの監禁と捕獲が影響した可能性もある。

　遊戯ゲームの方は心配ない。自分は結局後半戦、可か憐れんを探すも見つけることができず脱落したが、最強である紅ぐ蓮れんを残すことに成功した以上、いずれ吉報が届くはず。

（そのためにも。不具合があるのなら、こちら側で解決しなくては！）

　自らの頬ほおを叩たたき、ふらつく頭に活を入れて、ユーリエルは外を見渡す。

　ログイン時に集まった時と同じ、学園管理棟・大講堂。

　古めかしい聖堂に鋼の蔦つたじみたケーブルが這はう、ＳＦとファンタジーを混ぜたような異様な空間に、ざわざわと人がたてるざわめき声が聞こえてきた。

「……みなさん。何かあったのですか？」

「あったっつーかさ。いきなり接続が切れたんで、ワケわかんねーってトコよ？」

「ん……」

　応えたのは凍とう城じよう兄妹きようだい。紫し[image: ]れんに守られるように抱えられた未み恋れんに、異常はない。

　見渡せば他のメンバー……筐体の中から起き上がらずにいるミラや、他の代表遊戯者、Ｅクラスの遊戯村の者たち。

「可憐さま、無事ならいいんですけど。心配ですよー、佐さ々さ木きは」

「それはいいんですけど、何か変な雰囲気ですよね。何が始まるんでしょうか？」

「さあ……。わからない、けど。嫌なにおいが、する……!!」

　まるで天敵の存在に気付いた猫のように、警戒心を露あらわにする水みず葉は。

　寄り添うは佐々木咲さき、そして桃もも貝がい桃もも花か。先に脱落したせいか意識のハッキリした様子で、過酷な遊戯により消耗しきった水葉を助け、肩を貸して立たせている。

「ユーリ。おぬしも脱落のようじゃの？　ほっほっほっ、ざまあじゃな！」

「……ヌグネ。どこから入って来たのです、遊戯者プレイヤーならぬ者は出ていくべきでは？」

「人を家庭内害虫か留守宅に上がり込んだ間男みたいに言うでないわ。わしだって来る気は無かったが、クオリアからの指示で呼び集められたんじゃ。ほれ」

　年齢の割に驚くほど幼く見える姉、ヌグネ・アルセフィア。

　絢けん爛らん豪ごう華かなドレスをまとい、清せい楚そな気品とそれから外れた下品さの両方を醸す彼女が、手にした扇子で示したのは──会場の片隅に立つ、所在なさげな者たちの姿だった。

「あはははは……。あの、ユーリ、さん。あんまり睨にらまないでください、怖いので……」

「……エーギルまで。それに、他にも……!?」

　白しろ王おう子じ透とう夜やを擁するエーギル・アルセフィア。彼女もまた姫君らしいドレスをまとい、着飾っているが……どこか垢あか抜ぬけないのは、本人の庶民的なキャラのせいか。

　それだけではない。

　無精ひげを伸ばし、浮浪者じみたボロボロの服で。筐きよう体たいの影に隠れているのは──！

「……カールス！　ツボルグに、リングネスまで!?」

　脱落した王位継承候補者たち。脱落後の苦労を思わせる見すぼらしい姿のカールスと、つい先ほどまで部下と街を荒らしまわっていた世紀末スタイルのツボルグ。

　そして砕さい城じよう家の使者、黒婆ヘイボオを従えたチャイナドレスの美女、リングネス。少し離れた場所には彼らに従っていた遊戯者、フラヴィアやアビゲイル、クリステラたちの姿も見える。

「どういう、ことでしょうか。まるで継承戦の関係者を全員集めたような……」

「その通り、その通りだヨ。君たちには聞く資格がある、そう思ったからネ？」

　ユーリエルの独白に、思いがけない場所から答えが届く。

　複雑に分岐したケーブル群。

　その中心、クオリア分枝と接続した大型サーバーに座る、囚人服の男──。

「獅し子し王おう創はじ芽め。それに……あの方は？」

「……うちが知っとりますわ。他のモンはまず顔も名前も知りませんやろ」

　クオリアの司祭たる獅子王創芽の隣。無言のまま立つ、黒スーツの女がいた。

　すらりと高い背丈、可愛かわいいというより凛り々りしい顔立ち。濃いサングラスをかけ、長い脚、整ったスタイルに男物のパンツスーツがよく似合う、その人物の正体を。

「砕城本家、世話役。──紅ぐ蓮れん坊ちゃまに昔からお仕えしていた、専属ですわ」

「蝶ちよう野のと申します。本来、こうした場に出るような立場の者ではないのですが」

　同じく砕城本家に仕える指導役、黒婆が訝いぶかしげにその正体を言い当てる。

　名は無い。《黒の採決ブラツクバウト》に参戦した紅蓮を守り、かつて世界を転戦したボディーガード。身の回りの世話をするメイドであり、護衛であり……そして。

「五年間の無敗を成し遂げた紅蓮坊ちゃまが、本家に反旗を翻した時や。あんたは本家に警告もせんと、坊ちゃんに味方しよった。その後の消息は途絶えとったが……！」

「ええ。流石さすがに、裏切っておいて砕さい城じよう本家に残れるほどタフにはなれませんでしたから」

　言わば、紅ぐ蓮れんが手元に残し、誰にも見せることのなかった──隠し札。

「莫ばく大だいな紅蓮さまの個人資産の管理運用、旅行や外出時の隠おん密みつ護衛など。表に出ませんが、そうした仕事をさせて頂いておりました。砕城本家より給料も上がりましたしね」

「……相変わらず、俗っぽい女や。そんなことやから坊ちゃまが懐いたんやろな」

　そうかもしれない、とユーリエルは直感する。

　紅蓮に『好み』と呼ぶべきものがあるとしたら、こういうタイプだろう。

　裏の住人でありながら、どこか温かい『日常』の空気を捨てきれずにいるような。

　隙の無い身のこなしは、この平和な時代にありながら暴力の訓練を受けた者の特徴だ。軍人か警官か、恐らくそうした過去を持ち、護衛として紅蓮に仕えていたのだろう。

（なら、彼女は紅蓮の味方？　……でも、なぜ今になって姿を見せたの？）

　疑問渦巻くユーリエル。すると黒スーツの女は、静かにサングラスを外した。

　怜れい悧りな眼まな差ざし。キリッと鋭く美しい眼めが、この場に集まった関係者を丁寧に見つめる。まるで値踏みするような強い視線に、ユーリエルは反発の声をあげた。

「じろじろと視みないでください、不愉快です。紅蓮の部下が、なぜ継承戦に介入を？」

「勘違いしないでください、ユーリエル王女。そういう訳では、ないんです」

　警戒を滲にじませるユーリエル。サングラス越しで眼め元もとの表情こそわからないが、スーツの女はどこか人が良さそうな、困ったような雰囲気をまとっている。

「紅蓮さまとの約束を果たす時が来ました。──皆さんに、あの方の真意をお伝えするために。蝶ちよう野のはここへ来たのです」

「あの方……紅蓮の、真意!?　聞いていません、何の話です、それは！」

「困惑されるのも無理はありません。というより本来なら蝶野がリアルでこちらにお伺いするつもりはなかったんですよ。リモートで、関係者の端末にメールするつもりでした」

「とはいえ、こんな重大な話だ。ガチで人類の未来を左右しかねない事件とあらば、直接顔を合わせるのが筋というものだろう？　というわけで……私が、呼んだのさ」

　やれやれと言わんばかりに、獅し子し王おう創はじ芽めは囚人服の肩をすくめる。

「クオリアの管理権限を奪われる前とはいえ、《彼》の……もうひとりの《砕城紅蓮》を出し抜くのは非常に骨が折れたがネ。えらい苦労だったよ、本当に」

「ええ、感謝しています。まさか今時、駄菓子のコンテナに詰め込まれて密入国するハメになるとは思いませんでした。この恨みはいつか晴らしますので」

「……恨まないでくれないかネ。しょうがないだろう、日本からアルセフィアに直で貨物を運べるなんて、特別許可を取ったアレ……ＳＨＯＷＡ通りの駄菓子屋ぐらいだヨ？」

　よほど苦労したのだろう。じとっとした恨みの視線を送られ、創芽が反論する。

「だいたい、紅ぐ蓮れんクンの命令でもあるんだ。そこを考慮してくれたまえ」

「紅蓮の、命令？　……いつですか、それは」

「そうだネ。この《獣王遊戯祭ベステイア》が本格的に始まって間もなく──アルセフィア王立学園に留学生を受け入れた当日、その夜に送られたものさ」

　紅蓮のメッセージはその日に予約され、そして。

「つい先日私の端末に届き、その指示通りに実行したワケだ。さて、ここで問題だが……。王立学園の初日、即すなわち《獣王遊戯祭》が本格的に動き出した日、何があった？」

「何が、と言われても……」

　すぐには思い当たらず、ユーリエルは己おのが記憶を浚さらい直す。

「路面電車で登校した後、入学ガイダンスを受けました。《獣王遊戯祭》の基本ルールを簡単に説明された後、昼食をとり……」

「……ん」

　その時、思いがけない方向から手が挙がった。

「おとんと、はじめて……会った。おとんを……《視みた》」

「!!」

　凍とう城じよう未み恋れん。困惑気味の兄に支えられた彼女の言葉に、ユーリエルは不吉な予感を覚える。

　紅蓮はあの日の放課後、異能封じの《魔凍の瞳》を初めて受け、以後は警戒するようになった。彼の異能といえば、それは最も象徴的なあの朱あかい瞳、つまり──……。

「《共感覚シナスタジアモード》。──紅蓮様は、そう呼んでいます」

　世話役、蝶ちよう野のが語るそれは、彼の不敗伝説を支えた翼。

「砕さい城じよう家が開発した、人脳強化型ナノマテリアルＡＩ《二番目》。それが紅蓮さまの脳に寄生し、有り余る処理能力を以もつて生み出してしまった。──第二の《砕城紅蓮》です」

「多重人格のわりには、微妙な変化だなと佐さ々さ木きは思います」

「日常生活に違和を与えるようなヘマをするＡＩではありませんよ。紅蓮さま本人の意識、人格と完全に同期し、同時に稼働しながら行動に影響を与えていたんです。あくまでも、意識の裏側で」

　それはさながら、浄じよう瑠る璃りの人形を操る黒子。

　表舞台に立つは《砕城紅蓮》のみ──影の衣装に身を隠し、ＡＩは常に暗躍していた。

「紅蓮さまはずっとそれを、《共感覚モード》を嫌っておられました。もともと超人的な遊戯者プレイヤーであるあの人に、ＡＩの補佐は鬼に金棒どころか過剰戦力でしたので」

　無くても勝てる。あれば絶対に勝てる。

　ならば勝て。１００％の勝率で、敗者を残虐に蹂じゆう躙りんしろと。

「それが砕城の上層部、老人がたの厳命でした。逆らうなら研究の主軸を可か憐れんさまに移し、その脳を実験材料にすると脅迫したその場に、私もいましたから」

「……最低、ですわね。あなた、それでよく護衛などと言えたものです……！」

　汚物にでも触れたかのように、パラリと広げた扇子で口元を隠して言う楠くすの木き楓かえで。

　その侮蔑を含んだ視線と言葉に、蝶ちよう野のはすっと表情を無くして。

「ええ。私はしょせん、砕さい城じように雇われていた暴力に過ぎません。本家の動きを嫌いながら、体を張って止めることもできず、ただ見ているだけの傍観者……でした」

　だが、それは変わった。変えられた。

　この場にいない男。この場の誰もが知る、あの男によって！

「紅ぐ蓮れんさまが《共感覚シナスタジアモード》との決別を決めたのは二年前。サハリン沖海底資源採掘をめぐるロシアとの遊戯ゲームです。その時、相手側が送り込んできた遊戯者プレイヤーとのトラブル……」

「知ってるよ。ミラとの出会いとなった、その時……だろう？」

「ツボルグ・アルセフィアさん、あなたなら御ご存ぞん知じでしょうね。ええ、その時です」

　一般人に偽装して現れたミラ・イリイニシュナ・プーシキナ。

　その処遇を巡り、初めて紅蓮は己おのが脳に巣くう機械を《敵》と認識した──。

「紅蓮さま自身は、もっと穏当に済ませるおつもりだったんです。しかし、《共感覚モード》に引きずられるまま、ミラさんを完膚なきまでに潰してしまった……」

　これまで亀裂が生じても、表に現れることはなかった。

　良くも悪くも本来の紅蓮と《共感覚モード》、両者の方針が合致していたからだ。対立する理由もなく、同じ身体を共有するモノとして、うまく折り合うことができたから。

「ミラさんの破滅を知り、紅蓮さまは──悟りました。砕城家の未来を」

　砕城紅蓮という究極の成功例。その出現に本家は我が世の春を謳おう歌かしていた。

　同様の研究に莫ばく大だいな予算が継ぎ込まれ、開発された《二番目》はもちろん、ナノマテリアルＡＩによる人脳強化は、次の時代の主流。剣と槍やりの戦場に初めて登場した火縄銃のように戦場そのものを変えてしまう必須のモノとなるに違いない、と。

「可か憐れんさまはもちろん、あらゆる遊戯者にそれを投入するつもりでした。紅蓮さまの予想、極きわめて精密な未来予測によれば……恐らく今後一世紀。１００年ほどで、ナノマテリアルＡＩは全人類の脳に広がり、電脳種とでも言うべきモノへ進化する」

　言わば、脳に直接情報端末──デバイスを組み込まれた人間となり。

　加速された思考や無限のデータを自在に読み込み、極めて合理的に思考する存在を。

「それ、いいことなのでは？　桃もも花かも頭が良くなるのでは？」

「良くなりますが、佐さ々さ木きは超嫌ですよ。ただでさえＳＮＳ廃人なのに、脳に直接そんなの組み込まれたら本気で逃げ場がないどころか、その……」

　きょとんとする桃花。そして佐々木が、ある危険に気づく。

「合理的な思考ができるようになる、って言いますか……それしかできなくなりません？　だってみんなインターネット正論マンになるわけですし、おすし」

「……その言い方はアレですが、そうなりますね」

　思わず苦笑する蝶ちよう野の。しかし、佐さ々さ木きの疑問こそ紅ぐ蓮れんの狙い、その本質を突いている。

「人間を人間たらしめるのは理性と感情。どちらが欠けてもいけません。前者が無ければヒトはただの動物ですし、後者がなければ歯車同然の機械に堕おちる」

　しかしそのバランスは極きわめて難しい。単に遊戯ゲームに勝つだけならば感情を廃し、それこそ機械に任せた方がうまくいく。砕さい城じようの技術者がそう考えたのは、当然で。

「ＡＩが提案する『正しい』選択に、ヒトの意識は非合理的な感情の反発しか返せません。それは本能のアラートですが、利益が絡む以上、論理によってＡＩはそれを否定する」

　佐々木が言うように、まさしく──『正論』。

　感情を否定し、論理と利害によってのみ動くＡＩ人間が主流となった未来、それは。

「人類の歴史が終わる時、です。論理で感情を肯定できない以上、必ず論破されてしまう。そうしてＡＩは、その意図は無くとも人類を滅ぼす。それが……紅蓮さまの、予測です」

　無意識の論破により感情、即すなわちその人間が元々持つはずだった人格は否定される。

　その意思は徐々に肉体に反映されることはなくなり、萎縮し、本人も気づかぬまま──同時並列稼働するＡＩにあらゆる選択を委ね、溶け合うように同化する。

　まるで雌に寄生し栄養を受け、生殖のみの器官になり果てる魚。アンコウの雄じみた、近未来のビジョンを──必ずこうなるという絶望を以もつて、砕城紅蓮は悟った。




「全人類へのＡＩ拡散停止、《黒の採決ブラツクバウト》における人脳共生型ＡＩの否定。可か憐れんさまを救うため、同時に前者を達成するために。紅蓮さまは砕城本家を潰したのです」

「……そないな。そないな、ことが……？」




　喪服のようなヴェールを上げ、驚きよう愕がくに歪ゆがんだ老婆が素顔を露あらわに崩れ落ちる。

　砕城紅蓮の反乱により、その目的は達成された。研究機関は彼の気まぐれを装った遊戯によって叩たたき潰され、その忌まわしい研究は闇に葬られたかに思えた、が。

「そうではなかったと、紅蓮さまは知りました。ロシアが開発した有機連結頭脳体クラウデイアン技術、そして流出した《伊い邪ざ那な美み機関》の技術者による研究が、同じ未来を目指していた」




　ヒト種の静かなる滅び。いや……自滅。

　自ら木馬を引き入れて滅びたトロイアのように、ヒトはヒトたることを辞めるのだ。

　放置しておけば、原因が別の誰かに変わるだけで、近い将来人類は滅び──。




「それでは……紅蓮の、彼の、真意とは……!?」

「遊戯社会への憎悪ヘイトにより暴走している《共感覚シナスタジアモード》の強制停止。そして人脳共生型ＡＩの危険性の証明、そして……破壊です」




　震える声で問うユーリエルに、蝶ちよう野のは極きわめて明確に答えた。

「『紅ぐ蓮れん』とは《共感覚シナスタジアモード》と完全に別の存在、本来のお坊ちゃまとお考えください。以後は前者をただ『紅蓮』、後者を『裏紅蓮』とでも呼びましょうか」

　ナノマテリアルＡＩの本質は、脳に寄生するたんぱく質だ。

　つまるところウイルスや細菌のような生物に近い。分子レベルでデザインされたそれが脳細胞と癒着し、疑似的なコンピュータとなって情報処理を行っている。

「構造上、それらを止める方法は存在しません。──彼女の存在を除いては」

「未み恋れんチャン。……《魔凍の瞳》ってことかよ!?」

「ええ。詳しい原因はわかりませんが、彼女の影響を受けた紅蓮さまはごく短時間ながら、ＡＩから解放されて自由を得ました。その短時間で今回の計画を練り上げたのです」

　未恋の、《魔凍の瞳》の存在を知り、解放された瞬間から。

　紅蓮は裏紅蓮を出し抜き、その軛くびきから抜け出すために動きはじめていた。

「もうひとつのキーとなるのは、可か憐れんさまです。唯一心を許した肉親のせいか、あの方と共に暮らす間、裏紅蓮の影響はかなり抑えられていましたから」

　紅蓮が最も欲するもの──日常。

　その象徴とも言える妹、可憐の存在は、それだけで裏紅蓮を弱らせる毒。

「最初の計画では、完全に遊戯ゲームから離れた状態で可憐さまと暮らすことで、およそ十年で裏紅蓮を停止させられるはずでした。そこの人が余計なことをしなければ、ですが」

「……耳が痛いネ。裏の話を聞いた今、失敗したかなーって思っているヨ」

　じろりと睨にらまれ、ばつが悪そうな顔をする学園長、獅し子し王おう創はじ芽め。

「私自身は機械化や電脳化を否定しない。私自身が機械だし、この意識の大半はデータだ。しかし、それが全人類レべルに拡散、適応されることは望まない。否定したい、が」

　もし遊戯によって挑まれれば。

　裏紅蓮が勝ち続ければ勝ち続けるほど、その有用性を、世界を変える力を証明するほど。

　対抗意識、恐怖、欲望。ありとあらゆる理由をうけて、ヒトは自らＡＩ共生を選択する。

「遊戯社会の破滅、裏紅蓮の目的が達成されようとされまいと──大きな被害を受ける国は、社会は、対抗するモノを求める。私がいくら否定しても無駄だろう」

　旧時代、核を持たない国が成り上がらんと違法を承知でこっそり核を開発するように。

　ルールを破り、出し抜いてでも生き残ろうと、あがくのだ。

「私は抑制の手段としてクオリアＡＩを進化させ、絶対の調停者にしたかった。そのために紅蓮クンを獅子王学園に招き、強引な手段で遊戯をさせまくったワケだが……」

「完全に裏目でしたね。それは裏紅蓮を刺激し、破局への引き金を引いただけです」

「おかげでこの通り、囚人の身さ。いやはや、やるんじゃなかったヨ」

　おどけた仕草で笑う機械人形。だがそれで和む空気など、存在せず。

「それで……具体的に。紅ぐ蓮れんは、どうするつもりなのですか!?」

「裏紅蓮を消し去る唯一の手段。《セーフティーロック》を発動します」

　それは念の為に組み込まれた、飼い犬に手を噛かまれた時に備えての安全手段。

「砕さい城じよう本家と《伊い邪ざ那な美み機関》は、解放された紅蓮さまが他の組織の手に渡り、敵に回ることを怖おそれて──ＡＩ、裏紅蓮に自滅プログラムを仕込んでいたんです」

　そのトリガーとなるのは、ただ一度の《完全なる敗北》。

　万が一、紅蓮自身が賭け代となった遊戯ゲームで身柄が他勢力に渡った場合、最低でも技術を敵に与えぬために自己破壊させるための、電子的な自決処置。

「その存在を知った紅蓮さまは、それこそ《黒の採決ブラツクバウト》の時代から自分を破る存在を求め、戦ってきました。手抜きや手加減では完全な敗北にならず、常に全力を尽くして」

　トリガーとなるのは数字や白星、黒星ではなく。

　必要なのはＡＩに刻まれる敗北感。完全にやられた、負けたと。

　逆転の布石や裏の意図があっての敗北ではなく、純粋な敗北だと認めること──。

　計画を知る者は世話役、蝶ちよう野ののみ。可か憐れんを除きただ一人、ＡＩ導入前の紅蓮を知る者であるとして選ばれた。

　しかし裏紅蓮も薄々それを察知していた節があり、妨害工作を仕掛けていた。




「日常に溺れ、有用性を否定されたＡＩは自然に分解されてしまいます。裏紅蓮は密ひそかに対策を打っていました」




　兄を想おもう可憐の意思を密かに誘導し、遊戯を覚えさせたり。

　獅し子し王おう創はじ芽めに自身の情報を伝えたり。

　砕城本家から離脱した直後、本家を装って関係した勢力に個人情報をリークしたり。

　獅子王学園に入学する際、まんまと獅子王創芽に騙だまされたのは、けっして紅蓮が創芽に出し抜かれたからではなかった。

　彼自身のもうひとつの人格が、騙されるように導いていたからこその事態だった。




「特に、可憐さまが染められてしまったのは最悪でしたね……。遊戯をねだられるたびに、紅蓮さまにより抑えられていた裏紅蓮の勢力は増していき、日常ですらその意思が反映されづらくなってきてしまった。時間は、もうありません」




　時間切れ間近。終わる寸前ギリギリで──パズルは完成した。




「あとは可か憐れんさまが、紅ぐ蓮れんさまの思惑を読み解けるかどうか。裏紅蓮を破り、破壊することができるか……すべてはそれにかかっています」




　遊戯ゲーム社会の破滅と混乱か。

　ＡＩ共生による強制アップデート、進化という名の滅亡か。

　それらすべてを止めて、家族の愛と人の業が機械を超えるのか。




　居並ぶ関係者たちが、あまりの重さに息を呑のむ中。

　最終決戦。紅蓮、可憐、透とう夜や。その三者が織りなす戦いが、始まろうとしていた。





●兄を読む




　人は無限に与えられた暇よりも、限られたごく僅かな時間、隙間のような時の中で思考を加速させる。

　たとえば通勤、通学時の電車の中。夕飯の献立を考えたり、好きな人に想おもい馳はせるとき。

　たとえば授業と授業の合間。テストの解答の誤りに気づいて落ち込むとき。

　たとえば、そう、鬼ごっこやかくれんぼで絶対安全圏に潜み、隠れているとき──……。

　永遠だと錯覚せんばかりの、永い、永い、時の停滞を感じる。

　暗闇の中に息を潜めて気配を消して、己の生命活動を極限まで静めれば、やれるのは頭の中で自分の思考を遊ばせることだけだ。

　いま、砕さい城じよう可憐が置かれているのは、まさにそういう状況だった。

　虫の一匹どころか隙間風さえも入り込まぬ密室空間、カビくさい棺ひつぎの中に横たわって、けっして開かぬよう内側から蓋を押さえていた。

（【大聖堂】の櫃ひつを暴き、隠かくれ蓑みのとするなんて。不敬の極きわみ。ＶＲ空間じゃなければ信徒に殺されていてもおかしくありませんね）

　教会には聖人の遺体を納めた聖せい櫃ひつが飾られることがある。

　その基本的な知識に基づいて、もしかしたらと【大聖堂】を訪れた可憐は、ＶＲ世界に完璧なまでに再現されたそれを見つけた。美しい装飾が施された眩まばゆいばかりの聖せい櫃ひつの中身は、さすがにグロ画像を避けるためかミイラの姿はなく空っぽで、ちょうど人ひとりが隠れられる空間だけがあった。

（鬼の持つ特殊能力のひとつ【移動トラベル】には、おそらく裏仕様がある）

　指定したエリアのある座標にランダムにワープする、という厄介な能力。この特殊な鬼ごっこを勝ち抜く上で、最も鍵となる能力がこれだ。

（第一戦目、【食堂】に籠城し敵を誘いざなうあの作戦……佐さ々さ木きさんや他の者には説明していませんでしたが、あれにはもうひとつの意図がありました。【移動トラベル】をこの目で見て、裏に隠れた仕様を分析するという意図が）

　籠城されれば【鬼】は必ず【移動トラベル】を使う。これは紅ぐ蓮れんや透とう夜やといった強者であっても避けられない、物理的な制約。

　現に透夜は【移動トラベル】を使い、エフェクトとともに【食堂】に現れた。

　たったそれだけの現象から、何の情報を読み取れたか？

　けっして一流とは呼べない遊戯者プレイヤーである可か憐れんだが、それでも彼女はひとつの有力な仮説にたどり着いていた。




　裏仕様、その一。【鬼】は【移動トラベル】宣言時の姿勢を保った姿でワープ先に出現する。

　裏仕様、その二。【鬼】の肉体は他オブジェクトと接することなく出現する。




　その一については深く考えるまでもなく直感で予想できることだし、あらためて発見したところで何の意味も為さない。……が、問題はその二のほう。

　透夜は微かすかに浮いた状態から、まるで天使が降臨するかの如ごとくふわりと着地した。

　ただの演出だと切り捨ててしまえばそれまでだが、可憐は思考停止せずにその現象から意味を見み出いだした。

（出現位置の座標はランダムと言いつつも、壁、地面、天井にめり込んだり、部屋に置かれた家具に肉体を真っ二つにされてしまうような出現の仕方はしない。……プログラムの指定はきっと、侵入不可領域や他アバター、他オブジェクトに肉体の一部でも触れないこと）

　壁の中に埋まってしまい、遊戯ゲームの進行が不可能になるなど興きよう醒ざめもいいところだ。

　遊戯の公平性と同時に娯楽性も担保するクオリアシステムが、そのような欠陥を採用するはずもない。

　この二つの裏仕様を合わせて考えると、つまりは──。




（聖櫃の中は、絶対安全圏……！）




　人ひとりがギリギリ入れる程度の空間に、接触せずに【移動トラベル】してくるのは不可能。

　又、直立状態で【移動トラベル】を使用する限り絶対に聖せい櫃ひつの中には入ってこられない。

　よほどの幸運の持ち主が、横になった状態で【移動トラベル】を使わなければならないが、そうだとしても可か憐れんの肉体とミリも接触せず聖櫃の中に現れ得るのは幼い子供のみ。

　凍とう城じよう未み恋れんと、アイラ・チャンドラくらいのものだ。

　紅ぐ蓮れんも、透とう夜やも、この場所には入れない。

（残り時間、数分。たった数分ですが、思考を深めるための貴重なひと時）

　可憐の予想では、おそらく第二戦目で大半の遊戯者プレイヤーが脱落する。

　破滅的な手を好む白しろ王おう子じ透夜。彼が紅蓮という最強の存在に対し、どんな策を講じるか。

（Ｅクラス全員の【鬼】化。そのレベルの離れ業をやってのける可能性さえ、あります。それで裏をかかれるようなお兄様ではないと思いますが……）

　だが、いまの紅蓮にはひとつ大きな弱点がある。

（私は知ってる。お兄様の頭脳は、けっしてＡＩだけに裏打ちされたものじゃない、と）

　もしそんな改造手術を受けたのだとしたら、それは《伊い邪ざ那な美み機関》に連れて行かれた後のこと。それ以前から、砕さい城じよう本家で出会う兄の頭脳は群を抜いていた。

　つまり現在、砕城紅蓮という人間の中には二人の天才が同居しているに等しく──。

（そして本当のお兄様はきっと、ＡＩのやりくちを嫌っているはず。《二番目》は、透夜や私たちだけでなく、人の子の天才である砕城紅蓮をも同時に相手取っている）

　故に。

　紅蓮が仕掛けてくれたはずの罠わなを読み取り、利用できれば。

（私にも突破口を切り開けるはず……！）

　──読め、砕城可憐。

　そう自分に言い聞かせ、可憐は人生で初めて全身全霊で『兄』を読む。




　思い返せ、お兄様と再会した日のことを。

　遊戯ゲームに支配された裏世界と決別し、日常を追い求めることにしたという人生の分岐点。

　あの日の私は、無謀にもお兄様に対し策を弄した。

　Ｆランクを自称し潜伏しようとする兄の意に背き、学園の頂点に君臨してもらうために暗躍し──そして彼を出し抜くことに、成功したのだ。

　なぜ成功したのか？

　思考を色として認識、流れを完全に看破してみせる『眼め』を持ちながら企たくらみを見過ごされたのは、砕城紅蓮が《共感覚シナスタジアモード》の能力を一切、私に向けなかった証拠。

　私とお兄様が積み上げた日々は、《二番目》の認知の外側である可能性がある。

　その中に、何かのメッセージはないか？

　…………。

　生徒会に私との接触を断たれたとき、お兄様はなぜ、生徒会役員全員に宣戦布告した？

　爛らん々らんと輝く朱あかい『眼め』は、本当に《二番目》に乗っ取られかけていたからこそなのか？

　今回の遊戯ゲームで垣かい間ま見みえた《二番目》の本質。もうひとりの紅ぐ蓮れんとでも呼ぶべきあの存在は、可か憐れんを駒として扱うことも厭いとわない。

　感情を昂たかぶらせるのは、実の兄である紅蓮本人のみ。

　だとしたら。

　白しろ王おう子じ透とう夜やとの直接対決で己おのが完全覚醒することを避けた……だけじゃない。

　あの遊戯は白王子家直属の部隊に横よこ槍やりを入れられ、強制中断された。私有地である獅し子し王おう学園に大勢の武装集団を招き入れたのは当然、理事長──獅子王創はじ芽め。

　透夜が大規模な遊戯を行えば必ず大人たちが動き出すと、お兄様は読んでいたんじゃないだろうか？

　白王子透夜と戦わずに済む道に、賭けた。──なぜか？

　もし。

　もしも、だ。

　お兄様があの場所で白王子透夜を潰さずにおくことで、未来の可能性に繋げたのだとしたら。




「まさか、お兄様の狙いは……本当に見据えている、未来は……!?」




　読めた。

　いや、読めた、と、信じたい。

　最終決戦。

　すべては最後の一瞬に向けて準備されていた。

　丁寧に絵具を敷いて、色を塗り重ねて。ずっとこの絵を描いていたのだとしたら。

　画が竜りよう点てん睛せい。

　至高の絵画に最後の点を穿うがつ役目を仰せつかったのは、──たぶん、自分で。




「私にも視みえました、お兄様。この遊戯──」




　砕さい城じよう可憐は、最終決戦を前に確信する。

　物語の着地点、紅蓮の視た、遊戯者プレイヤーたちの思考の糸が伸びる先。

　そこに拡ひろがる光景が、可憐の『眼』にも、確かに視えた。




「──私たちの、勝利です」






あとがき






　こんにちは。初めまして。お久しぶりです。作者の三み河かわごーすとです。ここ数巻ほど、本編の文章量が多すぎてあとがきが入らなかったため、久しぶりのあとがきとなります。

　積もる話は山ほどあるのですが、まず何よりも自称Ｆランクシリーズの最新刊、だいぶお待たせしてしまったことを謝ります。前巻からかなり時間が経たってしまい、すみません。けっしてサボっていたわけではないのですが、やはり紅ぐ蓮れんと透とう夜やの直接対決のみならず、最強格の連中のぶつかり合いということもあって練り込みに時間がかかりました。

　各キャラ達に頭の中で何度も語りかけて、「お前らのやりたいことはなんだ？」「望みを言ってみろ」「何に苦しんでいる？」──と心を掘り下げていき、ようやく全員の辿たどり着くべき場所が見えてきた感じです。

　表紙を飾る可か憐れん、透夜、紅蓮の三人のぶつかり合いは見応え抜群だと思うので、是非とも本文を読んでもらえたらと。




　謝辞です。

　イラストのねこめたる先生。物語の佳境に相応ふさわしい激熱のイラスト、ありがとうございます！　やはり自称Ｆランクはねこめたる先生のイラストがあって初めて完成されると、上がってくる絵を拝見する度にしみじみと感じざるを得ません。物語のクライマックスまで一緒に走り抜けていければと思いますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

　担当編集のＯさん。原稿滅め茶ちや苦く茶ちやお待たせしてしまって本当に申し訳ありませんでした。次は絶対に速攻で出せるようにしますので、その圧力満点の眼光を引っ込めてください。

　この本の出版に携わるすべての関係者の皆様、および書店の皆様。いつも本当にお世話になっています。いつも頭が上がらない思いです。（足を向けて寝ていないのかというと、さすがに全方位に関係者や書店がありそうなので自信がないのですが）

　そして読者の皆様。長らくお待たせしてしまったにもかかわらず手に取っていただき、本当にありがとうございます。紅蓮、可憐、そして獅し子し王おう学園の仲間達──彼ら彼女らの行く末をどうか最後まで見届けてやってください。

　次の巻は三みつ巴どもえの戦いのクライマックス。そして、最強と最強の男達が繰り広げる至高の頭脳戦を実現させてみせます。どうぞお楽しみに。

　以上、三河ごーすとでした。























電子書籍特典　書き下ろし短編

『好敵手たちの昼下がり』





　──砕城紅蓮が獅子王学園に転入し、時任ミミを倒して数日後。

「あんたは、名前も材料もさっぱりわからないような高級料理が専門だと思ってたよ」

「くだらん偏見だな。誰とも知れん他人の値付けなど論ずるに値せん」

　獅子王学園が誇る食堂、フードコート。外食産業の雄と言われる大企業、老舗の料亭や数々の名店の味を再現した美食が、日本の未来を担う生徒たちに無料で振舞われている。

　そこの一角において対峙する二人の少年──その姿に、居並ぶ生徒が戦慄する。

（あれ、時任ミミを潰した大物喰いの転校生……砕城紅蓮じゃねーか!?）

（それに、もしかしてあの方は……か、会長!?　透夜様が、なんで学食なんかに……!?）

　ヒソヒソと囁かれる噂話。興味津々で突き刺さる視線は、自然二人の手元に注がれる。

「己で味わい美味ならば、世評や価格が高かろうが低かろうが知ったことか。俗人どもがすべて不味いと吠えようが、この俺の舌に合うならば、それは天下の美味よ」

「判断基準は徹底的に自分のみ、か。我が強いと言うか、むしろ当然か」

　砕城紅蓮、白王子透夜。

　二人が注文し、コンシェルジュが恭しく運んできたメニューは……奇しくも同一。

「ある企業を率いる成金が、とあるビンテージのワインに目をつけた。好事家どもの間で競り合いとなり、値二十億を超えても決着がつかず《黒の採決》に及んだと聞いたが？」

「くだらない話だ。[image: ]年ものだか、[image: ]年ものだか知らないが」

　透夜が口にしたケースを、紅蓮はよく知っている。

　当然だ、闇の遊戯の勝利者、貴重な酒樽を依頼人に届けたのは──。

「味わうのも[image: ]歳超えた爺さんじゃな。あれじゃ酒と酢の区別もつくか怪しいぜ」

「己の誕生年のワインだ。長寿ならばそういうこともあろうさ」

　クク、と喉の奥で透夜は笑い、銀の匙を優雅に巡らせながら。

「闇の世界の逸話に詳しいものだ。まるで己がそこにいたかのようだな、紅蓮よ」

「さあな、つまらない戯言さ。それより黙って食ったらどうだ？」

　紅蓮もまたぱくりとひと口。心躍るような甘さと滑らかなクリーム、玉を刻んだような果実はカッティングにより透明な輝きを見せ、舌の上で芳醇な果糖をとろけさせる。

「つまらん話より、こいつは美味い。その点においてだけは、あんたと同意見だ」

「良かろう。この舌、今は語るより共に味わうために使うとするか。──だが」

　つ、とクリームをひとすくいし、長い銀の柄を紅蓮につきつけて。

「この芸術と、貴様との対決。さてどちらがより俺を楽しませるか……見物だな？」

「言い方がいちいち気持ち悪いんだよ、まったく……」

　熱い視線を注ぐ学園の支配者を冷たくいなし、紅蓮は食事を続け。

「……あの、可憐さま。紅蓮さまのところへ行かないんですか？」

「行きたい！　行きたいですが、何ですかあの空気は。どうして……!?」

　桃貝桃花と砕城可憐。二人はこっそりと紅蓮と透夜を観察し、その手元に視線を注ぐ。

「二人揃って、フルーツパフェなど食べているのですか。意味がわかりません！」

「好物なんじゃないですか？　桃花もめちゃくちゃ好きですよ、学食のパフェ！」

「まさか、お兄様ともあろうお方がそのような……!?　きっと何か裏があるはず……！」

　やきもきしながら見守る可憐をよそに。




「「──……うまい」」




　学園の表と裏、それどころか後には世界の覇権すら二分して争う好敵手は。

　学食のフルーツパフェ。一日三食限定を、ゆったり静かに味わうのだった。
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